

  [image: ]


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  ドラゴンライズ　４

  長剣士と竜の嘘



  
    水市恵
  


  
    イラスト　０２９
  



  [image: ]



  [image: ]



  [image: ]



  [image: ]


  目次

  

  第一章　双剣士の誓い

  第二章　鎖術士の詐術

  第三章　刀身粉砕

  第四章　巨星明滅

  第五章　空を裂く光

  エピローグ　長剣士の噓

  あとがき




  [image: ]


  登場人物

  

  ノラ・グライド

  戦闘ギルド・グライズの長。最強と名高いグライド姉妹の姉で凄腕の剣士。竜に対し激しい恨みを持っている。

  

  アイ・グライド

  戦闘ギルド・グライズの後衛役。グライド姉妹の妹で天才魔道師。フレイクの正体が竜であることを知る人物。

  

  フレイク

  戦闘ギルド・グライズ唯一の男性である双剣士。本来の姿は氷剣竜ゴーヴェドル。過去、アイに命を救われた経緯から、竜でありながらも人間の味方となる。

  

  カーネス・オルコット

  竜に対し絶大な力を持つ、結界術師の才能を秘めた少女。王都防衛のためグライズに護送されていたが、さらわれてしまい竜王復活に加担させられてしまう。

  

  シェリー・モットレイ

  旅の途中、一時的にグライズの仲間になるが、カーネスを連れ去ってしまう。自身が過去、王都の結界術師であったときに故郷の村が壊滅したため、王都に対し恨みを持つ。

  

  ウォーフィア

  かつてノラとアイの両親を殺した劫火竜。カーネス強奪の首謀者の一人。

  

  ルゥ・ガーティス

  王宮警備隊隊長である「ハロルド・ガーティス」として名を馳せる大陸随一の剣士。

  

  竜王

  数百年前、結界によって王都に封印された人類に災厄をもたらす最強の竜。


  あらすじ

  

  ここは竜と人とが争いを繰り返す、剣と魔法の世界。

  凄腕の剣士ノラ、天才魔道師アイのグライド姉妹と、双剣士フレイクの三人で構成されるギルド・グライズは、王都防衛の要である結界術師の卵、カーネスを護送することになる。カーネスを狙う竜の襲撃により、ピンチを迎えたかに思えたが、フレイクが本来の姿、氷剣竜ゴーヴェドルとして顕現し、圧倒。そしてさらに黒幕の存在を知ることとなる……。

  その黒幕は二年前、ノラとアイの両親を殺した宿敵、劫火竜ウォーフィア。ノラが復讐を改めて誓う最中、そのウォーフィアが現れ、グライズは窮地に陥るが、辛くも撃退。この戦いによってウォーフィアは右眼を負傷する。

  

  王都への道中、グライズはシェリーという少女と出会う。驚くべきことに彼女は元・王宮の結界術師であった。シェリー自身の希望、戦力増強の期待もあり、仲間に加わることに。そして高山地帯での別れ道────。

  竜を攪乱するするため、一行は二手に分かれる作戦をとる。しかし陰風竜シェルグーヴと劫火竜ウォーフィアが待ち構えていた。アイ、フレイク組はアイの策でシェルグーヴを退け、ノラも、ガルズムの拳闘士マッケルガーの協力でウォーフィアの撃退に成功する。しかしシェリーの裏切りによって、カーネスをさらわれてしまう。

  

  それぞれが懸命にシェリーを追うが、シェリーと結託した竜が次々と立ちはだかった。高硬度を誇る地殻竜グルヴァーダを辛うじて退けたものの、直後、陰風竜シェルグーヴが現れ戦士たちを一蹴する。三人は生き残ったが長剣士ノラが傷心し、これ以上カーネスを追えなくなってしまった。

  逃げ切ったシェリーは王都を攻め、封印された竜王の下に向かう。シェルグーヴを囮にし、自らはカーネスを連れて王宮に突入。シェリーは大陸最強剣士ルゥ・ガーティスをも撃破し、竜王の足下でカーネスに結界術発動を強いた。既存の結界が内部から破れ、ついに竜王が解放された。かつて人類と敵対し、大陸各地に甚大な被害を与えた竜王。数百年ぶりに自由を得て、王都上空にて雄叫びを上げた。

  ノラが立ち上がれない中、グライズの魔道師アイ、双剣士フレイクは危機の予感を覚えて戦慄する。王都の異常事態、人類滅亡の危機を前に、三人は重大な決断を迫られる───。
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  第一章　双剣士の誓い

  

  　低い、低い音だった。

  　地鳴りのように、人々の臓ぞう腑ふにまで届く響き。

  　雷らい鳴めいのように、空を塗ぬり潰つぶす大音声。

  　それは長く鳴り続け、聞く者の心をざわつかせた。

  　発生源は大陸の中心部、王おう都と上空だったが、少なくとも周辺数十キロにまで届いていた。

  　現在、双そう剣士フレイクが滞在しているのは、都市ルゴルーのそばにある宿しゆく駅えきだ。ルゴルーは王都の隣の都市ではあるが、隣接しているわけではない。長い街道で繫つながっているもので、両都市間を駿しゆん馬めで駆けても一日がかりになる。

  　それにもかかわらず、音はフレイクの耳に届いた。

  「────何、今の？　どこから？」

  　一緒にいた仲間の魔ま道どう師アイ・グライドが慌あわてて窓を開け、身を乗り出すようにして外を見た。質素な宿駅の正面には街道、東には都市ルゴルーの城壁が見えるのみ。特に異変があった様子はない。空にも目を凝こらすが、雲が流れているだけだ。

  　ここから見える範囲では、竜が空を飛んでいるわけではない。

  「ちょっと外に出てくる！」

  　フレイクは部屋から飛び出した。騒々しく足音を立てて階段を駆け降りる。屋外へ出るや否いなや建物の裏へ走り、アイが見た窓とは逆側の空を確認する。

  　アイも遅れて駆けてきた。長い髪が風に靡なびく。前ぜん衛えいの戦士であるフレイクほどの敏びん捷しよう性はないが、戦う者として身のこなしは決して鈍にぶくない。息を弾はずませながら、すぐに追いつく。

  　この方角にも、やはり竜の影はない。

  　先ほどの音を竜の咆ほう哮こうだと判断し、竜の接近に備えようとしたふたりだったが、その警戒は的外れなものだった。ふたりだけでなく、宿駅の他ほかの滞在者も同様の考えに至って浮き足立っていたが、さしあたってこの場が戦地になることはない。

  　アイはフレイクの隣で足を止め、安心した様子で深く息をつく。

  「竜じゃなかったみたいね」

  「なら何よりだ」

  　フレイクも肩から力を抜いた。

  「正直、今来られたらやばかったよな」

  　率直な感想を述べるフレイク。アイはその言葉に引っかかりを覚えたようで、戸と惑まどいがちに尋たずねる。

  「今とか後でとか関係なく、竜と戦うのはいつだって危ないと思うけど……？」

  「いや、今は特にやばいと思う」

  「……？」

  　フレイクの思し惟いをつかめず、アイはきょとんとする。それを見て取って、フレイクは言葉を継ぎ足す。

  「ノラがあんな状態じゃないか。戦えないだろ」

  「ああ……、そういうことね……」

  　アイの姉の、剣士ノラ・グライド。

  　両親から継承した戦闘ギルド「グライズ」の長ちようたる存在で、本来であれば、この場面でもアイとフレイクの隣に立っているはずの人物だ。竜への敵意は誰よりも強く、戦場で最も危険な前線に自分から身を投じる。

  　そんなノラが、今は宿しゆく駅えきの部屋で臥ふせている。

  　肉体的には健康だが、精神に負った傷は決して浅くない。

  　道中、ノラに協力を申し出た戦士たちがいた。巨漢の拳けん闘とう士マッケルガーと、その部下たち。彼らはノラたちの目の前で竜の攻撃を受け、命を散らした。

  　自分がうまく立ち回っていれば防げたはず。ノラはそのことを気に病やみ、生せい気きを失っている。

  　責任感を背負い込み、塞ふさぎ込んでいる。

  　竜の咆ほう哮こうと思おぼしき音を聞けば、怒ど気きとともに駆けて出撃するのが本来の姿だというのに、それとは程ほど遠い状態にある。

  「確かに、あんな状態のお姉ちゃんを戦わせるわけにはいかないけど……」

  「だよな」

  「で、でもフレイクさん！」

  　アイは表情を曇くもらせていたが、一転、声を弾はずませる。

  「お姉ちゃんが戦えないから危ないなんて、ちょっと弱気なんじゃない？　一昨日は私たちだけで高位竜を倒したんだし。私、フレイクさんのこと、結構頼りにしてるんだよー？」

  「そりゃ嬉うれしいもんだけど、無理に明るく振る舞わなくていいぞ、アイ。聞いてて、ちょっと辛つらい」

  　フレイクは率直に告げる。普段、鈍感だと言われているフレイクでも、アイの笑顔が心からのものではないことくらい、わかってしまう。

  「う……。そ、そっか……」

  「あと、ノラ抜きで戦うとなると、俺は竜形態にならないと対抗できないだろうし」

  　竜形態。

  　双そう剣士フレイクは人間の姿形をとっているが、人間ではない。変身能力を駆使して人間になりすましているだけで、正体は竜である。それも、竜の中でも千匹に一匹の強さを誇る高位竜。氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルだ。

  　二年前から人間社会に溶け込んでおり、その事実を知る者は少ない。つい先日までは、ここにいるアイだけだった。昨日、都市ナリスタンで竜形態となって戦闘を行おこない、それを目撃されたため人数は増えたものの、まだ五名に満たない。

  　人類と竜族は遙はるか昔から敵対種族だが、アイと会ってから、ゴーヴェドルは人類と密ひそかに共生する道を選んだ。素す性じようが知れたら間違いなく排はい斥せきされるため、正体を隠している。

  　仲間として共に戦っているノラに対しても、例外ではない。

  「ここで竜形態になったら、ノラに正体がバレる。それはそれで、やばいだろ？」

  「うん、確かに……。ただでさえ落ち込んでるお姉ちゃんが、混乱しちゃいそう。めちゃくちゃ怒るだろうし。フレイクさんは絶対、無事じゃ済まない」

  「あー……、想像したくないな……」

  　ノラの気性の激しさを思い返し、フレイクは身震いした。体温が低い氷属性の竜であっても、寒気を感じるときはある。

  「とりあえず、竜がここに来ないことを祈るしかないな」

  「もし竜が来ちゃったらお姉ちゃんを連れて全力で逃げる、ってことでいいよね、フレイクさん？　戦うのは、どっちにしろ無理そうだし」

  「いや、それもまずいだろ」

  　フレイクは即答でアイの考えを却下する。

  「周りの人たちを見捨てるわけにはいかない。竜が見境なく暴れたらどんなことになるか、アイはよく知ってるだろ？」

  「え……？　それは、言ってることはわかるけど、でも、フレイクさん、それじゃあ……」

  　アイは言葉に窮きゆうする。戦っても逃げても駄目という事態。他ほかに何か方法があるのだろうかと、アイは不安げにフレイクを見る。

  「竜が来たら、俺は竜形態になる。正体はバレちまうけど、やむを得ない」

  　フレイクの揺るぎない断言に、アイは大いに戸と惑まどった。

  「ちょ、ちょっと待って、フレイクさん？　それはまずいってさっき言ったばかりじゃない？」

  「確かにまずいけど、他のまずさに比べたら一番マシだ」

  　双そう剣士のままで戦闘に臨めば敗はい色しよく濃厚。逃げれば、巻き添えが出る公算が高い。それに比べ、竜形態に変化して勝利すれば、人死には出ずに済む。

  「俺がノラに怒られるだけで済むなら、それが一番いい」

  「怒られるだけって……！」

  　アイが声と視線に苛いら立だちを滲にじませる。

  「お姉ちゃんのことをちゃんとわかってて言ってるの!?　だって、お姉ちゃん、いつもあんなこと言ってるんだよ!?」

  「あんなこと？」

  「だから……！　竜を……、大陸にいる竜を、一匹残らず殺すって！」

  　ノラとアイの両親は二年前、高位竜との戦闘に敗やぶれて殺害された。一いつ斉せいに現れた中位以下の竜、二十匹までは勝利したが、そこが限界だった。

  　生き残った娘のノラは、竜族への復ふく讐しゆうを心に誓った。

  　竜の生息数の正確な統計などないが、数万匹とも数十万匹とも、それ以上とも言われている。各おの々おのが人間の十倍以上の巨体を擁ようし、思うがままに他ほかの動物を捕ほ食しよくし、時に人類の都市に現れて猛威を振るう。

  　ノラはそんな種族を根絶やしにしようという、途方もないことを宣言している。少なくとも自分が生きている間には到とう底てい実現しようがないだろうに、常に言い続けて憚はばからない。

  　それほどまでに、ノラの憎ぞう悪おは深い。

  「しかも、お姉ちゃんは、フレイクさん──ゴーヴェドルさんのことを仇きゆう敵てきだと思ってるわけだし」

  　二年前の一件は、劫ごう火か竜ウォーフィアと氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルが結けつ託たくして街を襲ったものと伝えられている。

  　確かに、二匹ともその場にいたのは事実だが、決して結託していたわけではない。ゴーヴェドルは自分と交流のあった人間、ノラの父──グレー・グライドの身を案じて、ウォーフィアを止めにきたのだった。

  　二匹の激突を目撃した者たちは、唐とう突とつな仲間割れだと判断した。彼らの話が広く伝わり、ゴーヴェドルの立ち位置は捻ねじ曲げられたのだ。フレイクはつい先日、氷剣竜ゴーヴェドルとなった際に、ノラの前に姿を現し誤解を解こうとしたが、その努力は実っていない。

  「だから、お姉ちゃんは、フレイクさんを殺そうとすると思う」

  「想像したくなかったけど、そうなるな」

  「そしたら、フレイクさんはどうするの？」

  「ノラを説得できれば一番だけど……、正直、望み薄か。殺されないように、全力で逃げることになると思う」

  「それなのに、一番マシなの？」

  「誰かが死ぬよりいいだろ。他のことはともかく、命だけは取り返しがつかない」

  　フレイクは、グライド夫妻の死のことを念頭に置いている。二年前の戦闘で自分がウォーフィアを止めることができなかったために、彼らの命は喪うしなわれた。破壊された都市は復興できても、ふたりは戻ってこない。

  　アイもよくわかっていることではあったが、それでも、言い返す。

  「…………取り返しがつかないのは、私たちの絆きずなだって、そうじゃない？　もう、一緒にいられなくなっちゃうよ？」

  　フレイクの正体が明らかになると、決裂は避けられない。一度決裂してしまえば、おそらく二度と修復できないだろう。

  　アイはそう考えて、縋すがるように言う。

  「何とかならないの？　誰も死なせずに、私たちのギルドもこのままでいられる方法って、ないの？」

  　ふたつを両立したいと思っても、アイにはどうしていいかわからなかった。卓たく越えつした魔力量をもってしても、解決できない問題は存在する。ひとりで高位竜すら圧倒できる力量の戦士や魔ま道どう師であれば話は別だが、アイにもフレイクにもそこまでの力はない。

  　だが、フレイクは努めて笑顔を作る。

  「そんな辛つらそうな顔するなよ、アイ。俺がやばいやばいって言いまくってたのが悪かったけど、竜に遭そう遇ぐうしなければ済む話なんだから」

  「そ、そうだよね。別に、今すぐどうこうってことじゃないんだもんね。これまでずっと竜に狙ねらわれっぱなしだったから、すっかり悲観的になっちゃった」

  「だいたい、あの戦いで、風の竜は俺たちのことを死んだものと思い込んだはずだ。あいつはウォーフィアやシェリーと連係しているんだから、合流すればその情報は伝わる」

  　アイとフレイクは、道中で陰いん風ぷう竜シェルグーヴと二度遭遇している。二度目の戦闘では、シェルグーヴはフレイクたち九名の戦士を一いち網もう打だ尽じんにせんと急襲した。過半数が死に追いやられるという憂うき目には遭あったが、シェルグーヴは戦せん況きようを上空からしか把握せずに飛び去ったため、グライズの三人が難を逃のがれたことを知らない。
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  「あいつもウォーフィアと同じで、竜りゆう王おう復活を目指すとかどうとか言ってただろ？　今頃は、関心が王おう都とのほうに向いてて、俺たちのことなんてどうでもいいんじゃないか？」

  「そうだといいんだけど……。あ、いや、いいってことはないかな。王都が危なくなるわけだし、カーネスちゃんのことも心配だし……」

  　フレイクたちが護衛していた結けつ界かい術師の卵、カーネス・オルコットは、王都陥かん落らくを狙ねらう勢力に拉ら致ちされた。

  　高位竜ウォーフィア、シェルグーヴと、魔ま道どう師シェリー・モットレイ。

  　シェリーたちは王都に封印された竜王を解放するために、カーネスの能力を欲していた。カーネスをどのように利用するつもりなのかは、フレイクたちの知るところではなかったが、執しつ拗ように生け捕りに拘こだわっていたことだけは察せられた。

  「能力目当てだったみたいだから、カーネスに危害は加えないと思うんだが、違うのか？」

  「それは、ちょっと断言できない。シェリーさんがカーネスちゃんの身体からだをいじったり、危ない魔法薬を使ったりして、能力の底上げをしてくる、かも」

  「身体をいじるってのは、何だ、その」

  「ああ、深く考えないでいいよ。私も、あんまり詳しく説明したくないし」

  「……ヤバい禁術の類たぐいか」

  「シェリーさんが手を出すとは、思いたくないけどね……」

  　アイは言い淀よどみながらも、可能性を軽視せずに言げん及きゆうした。同じ魔道師であり、似通った知識を備えている身なので、悪用の仕方も想像できてしまう。

  　だが、そんなアイでも想像はできなかった。

  　フレイクにも思いもよらなかった。

  　カーネスの能力、結界術が、すでに竜王復活のために発動されたことを。

  　シェリーが王宮の警備を破り、竜王を封印から解き放ったことを。

  　事態は、フレイクたちの予想を超える速さで動いている。

  　上空の風は強いらしく、すべての雲が王都の方角に向けて猛然と流れていた。

  



  
    ＊
  


  

  　雲のひとつひとつが意思をもって、急いで王都を目指しているかのようだった。

  　もちろん、雲は生物ではない。

  　あくまで空気中の水分が集まったものでしかなく、そこに生命や知性が生まれることなどあり得ない。

  　大気の状態の巡めぐり合わせによって自然発生し、その後は風に流されるだけの存在。日を遮さえぎって地に影を差し、時に雨を降らし、雷かみなりを落とす。人類にとっての敵とも味方ともなり得る、ありふれた気象現象だ。

  　しかし、今日の雲は一見して異様だった。

  　雲が、王おう都とに集まってくる。

  　通常であれば雲の動きは一方向、西から東に流れて王都を通り過ぎていくものだが、今は東西南北、四し方ほう八はつ方ぽうから雲がなだれ込んできている。

  　王都の住民たちが異変に気づいてざわめき始める中、シェリー・モットレイは達成感に満たされ、鼻歌まじりで言った。

  「まったく、凄すごい現象ですねえ。そう思いませぬか、カーネスさん？」

  　シェリーは王宮敷地に立つ宝ほう物もつ庫の内部にいた。地上二十階相当の高さを誇る、王都最大の建造物。その天井に開いた大穴から空を見上げて、微笑を浮かべている。

  　傍かたわらには六歳ほどの少女、カーネス・オルコット。先ほどまでシェリーの催さい眠みん魔術にかかって意識を失っていたが、今は寝ぼけ眼まなこで床にへたり込んでいる。猿ぐつわは解かれているものの、表情に安あん堵どの色はない。まだ周りで何が起きているのかわかっておらず、戸と惑まどった様子で目を泳がせる。

  　ここはどこなのか、カーネスは確認する。シェリーに連れ込まれた建物の中から移動していないようだが、どこか雰囲気が違うと感じた。天井に穴が開いて、外からの光が入るようになったせいだろうか。

  　シェリーはカーネスの隣で身を屈かがめた。同じ視点から、空を指さして促うながす。

  「ほらほら、カーネスさん、お空を見てください？　わかります？　ほら、雲がぐぐーっと集まってきてるでしょう？」

  「……にゃぁ？」

  　カーネスは空を仰ぎ見た。眠気で重い上うわ瞼まぶたをゆっくり持ち上げる。

  　視線の先では、雲が巨大な渦を巻いていた。あらゆる方向から雲が吸い寄せられていき、渦に飲み込まれる。

  「夢、なのにゃ？」

  　これまで見たことのない空模様を目にし、カーネスは呟つぶやくように尋たずねたが、シェリーはおかしそうに否定する。

  「違いますよー？　夢ではありませぬよー？　ほら、カーネスさん、つねってみてください？」

  　シェリーはカーネスの手を取って、自分の顔を摘つまませようとした。

  　半分寝ぼけているカーネスは、シェリーの意図を読めず、自分の顔ではなくシェリーの顔に手を伸ばした。

  　頰ほおを摘み、強く引っ張る。

  「いたたたた！　カーネスさん痛いです痛いですってぇ！」

  　決して肉付きのいい体格ではないシェリーだが、頰ほおはよく伸びた。

  　カーネスは納得して手を離し、再び空を見上げながら言う。

  「……本当だにゃ、夢じゃないにゃ」

  「今ので確認できたと言うのですか!?」

  　シェリーは頰をさすりながら、呆あきれ半分で抗議の声を上げた。カーネスはどこ吹く風で空を見続けていたが、シェリーはカーネスの正面に回り込み、両肩を摑つかんで言い聞かせる。

  「いいですか、カーネスさん。夢かどうかは自分の痛つう覚かくで確かめるのであって、決して、他人の痛覚で確かめるものではありませぬよ？」

  「つうかく……？」

  「痛いかどうかってことです。私は痛かったです！」

  「悪かったにゃ……」

  　カーネスはしゅんとなって謝った。

  　謝ったこと自体は自然な話の流れではあったが、謝るべき間柄では決してない。

  　シェリーは王おう都と殲せん滅めつを目指す反逆者であり、その目的のためにカーネスを拉ら致ちして王宮に突入したのだった。

  　敷地内の要所は王宮警備隊の精鋭たちによって警護されていたが、シェリーは彼らを突破してここまで来た。元々、シェリー自身も過去に王宮警備隊に所属し、兵たちと互角以上の力量を備えていた。

  　宝ほう物もつ庫の外には、十に近い数の死体が転がっている。ほとんどがシェリーの仲間たちの死体だが、その中には王宮警備隊の魔ま道どう師リサ・ガーティスの姿もあった。名門ガーティス家が生んだ召しよう喚かん魔術の手て練だれで、警備隊隊長の副官を務つとめるほどの実力者だったが、シェリーの前になすすべもなく敗やぶれた。気管を締め上げられた末すえの窒息死。シェリーが初しよ手てでリサの口の動きを封じたため、自慢の呪じゆ文もんを詠えい唱しようすることすらできなかった。

  　そして、宝物庫内、シェリーから少し離れたところに全身甲かつ冑ちゆうの人物が倒れている。

  　大陸最強との呼び声高い、ハロルド・ガーティスとされる剣士だ。

  　実際には、正体はハロルドの替え玉、シェリーと同年代の少女剣士ルゥ・ガーティスなのだが、それでも、剣の技量が大陸随ずい一いちであり、王宮警備隊隊長を立派に務めてきたことには変わりない。つい先ほども高位竜に対して単身で空中戦を挑いどみ、完勝してきたところだ。

  　そんな剣士が今は見る影もない。不意を突いたシェリーの一いち撃げきで全身を強く打ち、甲冑は激しく損傷しており、隙すき間まから夥おびただしい量の血が流れて床に溜たまっていく。骨折は果たして何十か所か。立ち上がることはおろか、生存すら危ぶまれる状態に陥おちいっている。

  「うーん、この光景、ルゥさんにも是ぜ非ひ見せて差し上げたかったんですけどねー」

  　シェリーは再び空を見上げる。

  　優越感は隠さない。意識不明のルゥを流し目で見て、唇の端を上げた。シェリーにとってルゥは最大の仇きゆう敵てきと言える存在であり、彼女を打倒したことによる喜びは計り知れない。

  　空では相変わらず、雲が渦を巻き続けている。この現象はシェリーの勝利の証あかしと言っていい。

  「シェリー……、いったい、何が起こってるのにゃ……？」

  　カーネスは不安を覚えながら、おずおずと尋たずねる。

  　王おう都とへの反逆を企たくらんでいたシェリーがこんなにも嬉うれしそうにしているということは、人類にとってよくないことなのではないか。あの空は不吉な兆きざしなのではないか。まだ幼く、知識の少ないカーネスではあるが、直感でそう察せられた。

  　シェリーは歯を見せて笑う。

  「わかりませぬか？　では問題です。この建物の中には、カーネスさんが眠る前と起きた後で、大きく変わったところがあります。さて！　それは何でしょう？」

  　子どものなぞなぞ遊びのような抑よく揚ようの問いだったが、カーネスの気分はまったく高揚しない。

  「……天井に穴が開いたにゃ」

  「正解！　でも、それだけですかー？」

  　カーネスは視線を空から床に下ろす。血だらけで転がっている全身甲かつ冑ちゆうを、怖こわ々ごわと見た。

  「そこに、人が倒れてるにゃ。シェリーとさっきまで戦ってた人……」

  「ああ、それもありましたね！　正解です、正解です。でも、まだまだ、もっと大きな違いがあるんですけど、カーネスさん気づきませんかねえ」

  　ルゥのことを、もはや過去の存在として扱うシェリー。カーネスにはもちろん安あん否ぴを気き遣づかう気持ちもあるが、それ以上に、シェリーの問いに意識を引きずられていた。

  　目覚めてからずっと、漠然と感じていた大きな違和感。

  　それが何だったのか、シェリーの問いによって明確になった。

  「この部屋……、もしかして広くなったにゃ？」

  「大正解！」

  　シェリーは嬉しそうに手を鳴らした。鳴った音は、がらんとした宝ほう物もつ庫に響く。

  　カーネスの記憶では、ここに入り込んだときには、巨大な何かがこの空間を支配していた。

  　暗くら闇やみの中でも強くあった存在感と圧迫感。

  　今はなくなっているが、確かに覚えている。

  　あれは、数百年前に封印された、竜りゆう王おうの肉体だった。

  「まさか──、なのにゃ？」

  　カーネスは青ざめる。

  　天井に開いた穴が意味するところを理解する。

  　竜王の姿がここにないということは、別の場所に移動したということだ。

  「封印を解いたのにゃ!?　シェリーは、竜王を──!?」

  「ええ。竜王さんは無事に飛び立ちました」

  　シェリーは満足げに微ほほ笑えんだ。曇どん天てんではあるが、眩まぶしそうに目を細めて空を眺める。

  「あの渦の真ん中にいるのが竜りゆう王おうさんですよ？」

  　そう言われて、カーネスは目を凝こらした。

  　雲の渦の壮大さばかりが目立っていて気づくのが遅れたが、渦の中心には小さな黒い影が浮ふ遊ゆうしていた。その姿を雲で見え隠れさせながら、上空に留とどまっている。

  　どのくらい離れているのか、全長五十メートルを超える巨体が豆粒ほどの大きさに見える。あるいは、太陽ほどの大きさに見える。遠近感が失われる光景。本物の太陽が雲に覆おおい隠された今、空の支配者は間違いなく竜王だった。

  「あれが──、竜王が雲を動かしているのにゃ？」

  「聞いたことありません？　竜王さんって、天気を操あやつれるらしいんですよ」

  　数百年前の人類と竜族の正面対決を、直接知る人間はもはやこの世にいない。ただ、書き残され、語り継がれている事実を、歴史上の物語として見聞きすることができるだけだ。

  「竜王さんは人類を攻撃するにあたって、空の天気を大荒れにしました。あまりの雨と風の強さに、人間の戦士さんたちは近づくことすらできません。川は[image: ]あふれ返り、街は水に浸つかり、人々は逃げまどいましたとさ。竜王さんは、今回も同じことするつもりですね」

  「……王おう都とを水に沈めるのにゃ？」

  「まあ、竜王さん次第ですけど、たぶんそうなると思いますよ？　竜王さんはずっとここに閉じこめられていたわけですから、王都への恨うらみは相当強いでしょうし。それこそ、私と同じですね」

  　王都の人口は百万人を超える。正確な数字をカーネスが知るはずもないが、数が多いことだけは感覚的にわかる。ここで竜王が猛威を奮ふるえば、地方都市を襲うのとは段違いの規模の被害が出ることになるだろう。

  「一応、王都の結けつ界かいが消えたわけではありませぬから、竜王さんが王都に降り立って直接攻撃をするという運びにはならないわけですけど、ああやれば長期戦で王都を滅ぼせますね」

  「……シェリー、今からでも遅くないにゃ！　人を殺すようなことを、シェリーがしちゃいけないのにゃ！　謝って、竜王を止めるのにゃ！」

  「ご冗談でしょう、カーネスさん？　ここで止やめるくらいなら、最初からこんな計画なんて立てませんって。それに、今さら、竜王さんを制止できるとも思えませぬ。地面の近くにいらっしゃれば結界術で捉とらえられるでしょうけど、今はあんなに高くですから」

  　カーネスの悲痛な訴えは、シェリーに完かん膚ぷなきまでに砕かれる。

  「それに、私がいったい誰に謝るというんです？　悪いのは私ではなく、王都ですよ？」
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  　竜りゆう王おうの解放は、今後の趨すう勢せいによっては大陸全土に影響を及ぼすような歴史上の大事件となり得る出来事だったが、その情報が周辺都市に伝でん播ぱするのには少なからず時間を要した。

  　もちろん、王おう都と常駐軍は緊急出動した。上空の竜王に兵を向けるのと同時に、周辺都市への連絡のために各方面に早はや馬うまを走らせたが、都市と都市の間隔が離れているという地理条件上、どうしても即時伝達というわけにはいかない。竜が出現した際の被害拡大を防ぐという意味では、この位置関係は妥当なものではあったが、代償として、人類の連係度合いは薄れていた。

  　結果、竜王復活の翌日の早朝になってようやくのこと、グライズの三人が滞在する宿しゆく駅えきに早馬が到着した。

  　日が昇ったばかりの時刻。馬の足音と鐘かねの音が朝の静けさを打ち破る。

  「……何？」

  　アイは目をこすり、身を起こした。

  　清すが々すがしい目覚めとはとても言えない。ノラのことを心配しながら就寝したため、そもそも寝付きがよくなかった上に、頭に容よう赦しやなく響く乱暴な鐘の音だ。重なるようにして、男の大声も聞こえてくる。内容は頭に入ってこない。やがて鳴りやんだが、アイは軽く顔を顰しかめながら寝台の上で身を起こす。

  　宿駅の二階にあるふたり部屋で、姉のノラと同室。

  　当然、フレイクとは部屋を分けているので、ここにはいない。夜間に何かあったときに対応できるように交代で眠るようにしており、今はフレイクが見張りを務つとめている。

  　異常事態があった場合、アイはアイで急ぐ必要はあるが、この物音の出で所どころにはフレイクが先んじて対応しているはずなので、ある程度までは任せてしまって問題ない。アイは慌あわてずに身支度を整える。

  　ローブを羽織りながら、ノラの様子を窺うかがった。

  　ノラは横になったまま少し身をよじらせただけで、起き上がらない。壁のほうを向いている。ただでさえ華きや奢しやな体格のノラだが、今は寝台の上で縮こまっていて、いっそう小さく見える。

  　アイはそっと探るように声をかける。

  「……お姉ちゃん、起きてる？」

  「ん」

  　ノラは短く応じた。姿勢は変わらないままだ。

  　不機嫌さが滲にじんだ声が、壁に反射してアイに届く。

  「今の音、聞こえた？」

  「ん」

  「起きれそう？」

  「ん──？」

  「……起きるの辛つらそう？」

  「ん」

  　やはりノラの回復にはまだ時間がかかりそうだ。

  「ちょっと外の様子、見てくるね？」

  　アイはノラの返事を待たずに、ひとりで部屋を出ていく。状況を確認しなければならないというのは事実だったが、それ以上に、ノラを見ているのが辛つらかった。

  　アイにとってノラは頼りになる姉であり、今となっては唯ゆい一いつの肉親である。生まれてこの方、十数年を共に過ごしている。そんなアイでも、ノラがここまで塞ふさぎ込んでいるところを見るのは初めてだった。

  「お父さんとお母さんが死んだときも酷ひどかったけど、あそこまでじゃなかったな……」

  　呟つぶやきながら、足早に廊下を進む。

  　二年前の一件では、ノラは落ち込みよりも復ふく讐しゆうに燃える情熱のほうが強かった。

  　あの頃はノラもアイもまだ若く、剣士や魔ま道どう師として未熟だった。それだけに向上心旺おう盛せいで、怖いもの知らずでもあった。いくらでも修練を積む余地があり、両親を越えていける、越えていかなければならないと強く思えた。

  　今はどうだろうか、とアイは思いを巡めぐらせる。

  　修練を積み、ノラもアイも技量は飛躍的に高まり、街で一番の戦闘ギルドとして名を馳はせるようになった。

  　その域に達しても、陰いん風ぷう竜の一いち撃げきに対しては何もできなかった。

  　自分たちの身だけは運よく守れたが、目の前で五人もの戦士の命が散った。

  　二年間の成長を否定されたように感じてしまったのかもしれない、とアイは察する。

  　アイ自身も、少なからず無力感を抱いだいていた。

  　一昨日、都市ナリスタンで陰風竜を退しりぞけることができたのも、ほとんどがフレイク──氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルの力によるもので、自分はそれを補助したに過ぎない。その前に、三匹の中位竜と相対したときには、カーネスを守るために時間を稼ぐことくらいしかできなかった。

  　ノラを欠いた状態では、アイは竜を倒せない。

  　ノラが早く回復できるように力を尽くすべきなのに、逃げるように部屋を出てしまった。

  　これが自分の限界なのかもしれない、と感じる。

  「おいおい、マジかよ!?」

  「何言ってんだよ、ふざけんじゃねえ！」

  　アイの思考は、宿しゆく駅えきの外から飛び込んでくる声によって中断された。声を荒らげて言い争うような雰囲気。アイは足を早める。

  　外では五、六人の男たちが集まって、小さな人だかりができていた。宿駅の管理人や宿泊者たちが、詰め寄るようにしてひとりの男を囲んでいる。

  　中心にいる男は軍服と帽子を身につけていた。見たところまだ若く、気弱そうで線が細い男。階級は高くなさそうだが、それでも服は立派な誂あつらえで、遠くから見てもそれとわかる鮮やかな臙えん脂じ色をしていた。

  　腰には長剣を差している。柄つかと鞘さやに細かく彫刻が施ほどこされた、凝こった意い匠しようの逸品だ。

  　帽子の額と胸の二か所には、金色の紋もん章しようが輝く。

  　王おう都と常駐軍の兵士だった。

  　先ほど鐘かねを鳴らしたのはこの兵士らしい。傍かたわらの樹木に逞たくましい体たい躯くの馬が繫つないであり、どうやらこれに乗ってきたものと見受けられる。王都からの知らせを伝えて回っているのだと、説明を受けずとも理解できた。

  　兵士は、自分よりも年上の男たちの怒声を受けて、怯ひるみながらも通達を行おこなう。

  「で、ですから！　末端の私に言われてもしょうがないというか何というか、どっちにしろ逃げていただかないと！」

  「だから、その前に貴様らは俺たちに謝るのが筋すじってもんなんじゃねえのか！」

  　一ひと際きわ柄の悪い宿泊客の男が、感情に任せて兵士に向かって飛びかかった。殴なぐりかかろうとしたのか、胸ぐらを摑つかみかかろうとしたのか、拳こぶしを振りかざしている。

  　兵士は情けない悲鳴を上げながら跳び退のくだけだった。

  　その間に他ほかの客たちが男を取り押さえたので、乱闘沙ざ汰たは避けられた。複数人で男の背中を押してうつ伏せに倒し、立ち上がれないように馬乗りになって体重をかける。

  　男の背中にいち早くのしかかったのは、フレイクだった。

  　倒された男は、なおもがなり立てる。

  「おいお前ら退どけよ！　むかつかねえのか!?　あいつらのせいで俺たちはルゴルーにも王都にも行けなくなっちまったんだ！　商売上がったりじゃねえか！」

  「落ち着けよ、おっさん。ここであの人を殴ったところで、おっさんの気が済むだけで、何も変わらねえだろ？」

  「うるせえな！　俺はただあいつにスジを通させようと……！」

  「なあ、おっさん」

  　フレイクが男の背中の上から、凄すごみを利きかせて語りかける。

  「ちょっと黙って兵士さんの話を詳しく聞こうぜ？　俺は落ち着いて話を聞いてみたいんだ。それとも、まだ騒ぎたい？　何なら、俺がおっさんを黙らせようか？」

  　いつの間にか、フレイクは男の右腕を手にとり、関節を極きめていた。竜人であるフレイクが少し力を入れれば、肩を外すなり骨を折るなり容易にできてしまう。

  　もちろん、フレイクの正体を知るのはこの場ではアイだけだが、人間の戦士だとしても十分すぎる脅おどしだった。

  「……悪かったよ、小僧。おとなしくしといてやるよ」

  　男は観念した様子で、身体からだから力を抜いた。

  　フレイクは男に睨にらみを利かせたままで、腕を離して立ち上がり、拘束を解いた。

  　兵士は距離を保ったままで、声を上うわ擦ずらせながら報告する。

  「で、では！　改めて申し上げます！　王おう都とにて竜りゆう王おうが封印を破りました！　封印を破り、自由を取り戻しています！」

  　アイは兵士の声を聞いたが、内容を理解するのに時間がかかった。

  　りゅうおうがふういんをやぶりました？

  　竜王が？

  　竜王って、あの竜王？

  　封印を破ったって、どういうこと？

  　結けつ界かいで、数百年もの間、動きを封じられていたのに──？

  「現在、王都にて軍が竜王に対応していますが、竜王が今後どう動くか、我々にも予想ができません！　王都を離れて別の都市に向かうことも十分考えられます！　ですので！　ですので、皆様におかれましては、ここから王都方面に向かうことを禁止します！　極力、王都から離れてくださいますよう──！」

  　原因の心当たりは、当然、あった。

  　劫ごう火か竜ウォーフィア、陰いん風ぷう竜シェルグーヴ、魔ま道どう師シェリー・モットレイは、結けつ託たくして竜王復活を目指していた。

  　彼らはそのためにカーネスを狙ねらい、拉ら致ちに成功した。

  　しかし、だからと言ってそれが本当に竜王復活に直結するものとは、正直、実感していなかった。カーネスが奪われてから、まだ二日も経たっていない。

  　まさか、こんなにも早く実現させるなんて──？

  「戦せん況きようはどんな感じなんだ、兵士さん？」

  　その場の全員が浮き足立つ中で、フレイクは動揺を見せずに尋たずねた。まるで万ばん全ぜんの状態のノラのような立ち居振る舞い。視線はまっすぐで、闘志に[image: ]あふれている。

  「ええと、その、ですね……」

  　兵士が言葉を濁にごしていると、フレイクは先を読んで言う。

  「あんたがこうやって竜王復活を伝えて回ってるってことは、軍が劣勢ってことなんだろ？　それはもうバレてるんだ。軍の名誉が損なわれることを気にする必要なんてない。問題は、どのくらい劣勢なのか、どのくらいの確率と規模で被害が広がりそうか、だ」

  「フレイクさん、いつになく冴さえてるね……」

  　アイは感心して率直な感想を述べた。

  　兵士はまだ迷っていたが、フレイクの視線に気け圧おされたか、途切れ途切れに語り始める。

  「ぐ、軍の公式見解では、あと数日あれば竜王を再び鎮ちん圧あつできると──。皆様には、念のため避難していただきたいと──」

  「公式見解ではなく、あんたの見立てを聞きたい」

  「うう……」

  　呻うめく兵士に対して、フレイクは畳たたみかける。

  「あんた、王おう都とにいたんだろ？　竜りゆう王おうを直接見たんだろ？　どのくらいの大きさだった？　どんな風にして人々を攻撃して、どのくらいの人数が死んだ？」

  　フレイクはまっすぐに問いをぶつけた。兵士が答えるのを、他ほかの宿泊客たちも固かた唾ずを呑のんで待ち構える。

  「み、見ましたが、言えません……」

  　兵士は、絞しぼり出すように言う。

  「とても言えません……。軍の上官から課された守しゆ秘ひ義務ですから、職業倫理上言えませんし、それがなかったとしても、言いたくありません……」

  　泣きそうな声と表情を見聞きして、その場の全員が理解した。

  　軍がいかに劣勢かを。

  　竜王がいかに強大かを。

  　おそらく、被害は王都以外にも拡大するだろうことを。

  　上官は無用な混乱を引き起こすことを避けるために部下たちの言動を制限したのだろうが、それが察せられるだけに、事態の大きさもまた類推できた。

  「……逃げていただきたいのです。詳しく言えませんけれど、そして前ぜん言げんを撤てつ回かいするようですけれど、念のためではなく、現実的に十分起こり得る可能性なんです。お願いですから……」

  「ふん。腑ふ抜ぬけが」

  　先ほどフレイクに拘束された男が、吐き捨てるように言う。

  「そんなだから竜王を取り逃がすんだ。これだから王都の連中は信用ならねえ」

  　実際には、竜王を封印していたのは王宮警備隊であり、この兵士が属する王都常駐軍とは別の組織なのだが、男はこれを一緒くたにしている。男にとってはどちらも「王都の奴やつら」であり、大差はない。

  　それをわかってか、兵士も反論しない。

  「自分たちだけ結けつ界かいに守られてよお！　金も戦力も大陸じゅうからかき集めて、ぬくぬく過ごして油断したんだろ？　自じ業ごう自じ得とくってやつだ！　こっちもいい迷惑だがなあ！」

  　怒声を浴びせつつも、そばでフレイクが目を光らせているせいか、兵士への暴力行為には及ばない。地方都市在住者の心情を、ただ言葉でぶつけるだけだ。

  「ここは身の安全のためにお前の言うことを聞いといてやるが、誰も彼も王都に従うなんて思うなよ!?　皆、表だって言わないだけで、俺みたいに不満を持ってる奴はそこらじゅうにいるんだ！」

  　男は身振りで周囲の人々を指し示す。面々は黙ったまま目を逸そらせたが、誰も男の言葉を否定しなかった。図ず星ぼしを突かれて気まずそうにしている。

  「この件をきっかけに怒り出す奴だってきっといる！　せいぜい気をつけるこったな！」

  　男は捨て台詞ぜりふを残し、その場から離れて宿しゆく駅えきに戻った。荷物をまとめて発たとうということなのだろう。周りの者もそれに続く。

  　やがて人だかりは消えてなくなったが、フレイクとアイはその場から動かなかった。

  「はあ────」

  　兵士は役目を終えた安あん堵ど感からか、溜ため息いきをついた。陰いん風ぷう竜を思わせる深い呼吸だった。

  　ふと、兵士はフレイクのほうを見て会え釈しやくする。

  「すみません、先ほどは助けていただいてしまって」

  「いや──」

  　フレイクは答えに窮きゆうしたようだった。男を取り押さえたのは兵士を助けるためというよりも、話をきちんと聞きたいがためだったのだ。結局、話は中途半端にしか聞けず、フレイクの目的は達成したとは言えない。

  「なあ、兵士さん。誰にも言わないから、俺たちだけに教えてくれないか？　竜りゆう王おうがどんな様子だったのか」

  「それは……」

  　フレイクの踏み込んだ質問に、兵士は困り顔を返す。やはり言えない、言わないということだろうか。埒らちが明かないと見て、アイは兵士の守しゆ秘ひ義務の内容を察し、フレイクとは別の質問を投げかけた。

  「王おう都との天気を教えてもらえませんか？」

  「え？」

  　アイの質問に、兵士は意い表ひようを突かれて目を丸くする。

  「兵士さんが出発した時点の天気で結構です。これなら、上官殿の指示にも抵てい触しよくしないのではないでしょうか？　竜王のことじゃなくて、お天気のことですから、ね？」

  　アイは殊こと更さらに強調して天気を尋たずねる。

  　そのわざとらしい聞き方から、兵士はアイの意図に気づいた。帽子の上から頭を搔かきながら、半なかば呆あきれ顔でアイを誉ほめる。

  「か、賢い方ですね」

  「いいえ、それほどでも」

  　涼しい顔で応じるアイ。通じあったふたりと対照的に、フレイクは不思議そうに唇を尖とがらせて推移を見守るしかない。

  　兵士はアイの質問に答える。

  「王都は大雨でした。突然、空が雲で覆おおわれて、少なくともここ数年で一番、いや、十数年で一番の強い雨が降り出しました。家が浸水してしまう地域も出るほどでして、住民は王都の中でもできるだけ高いところに避難しています」

  「十数年というのは、兵士さんが王おう都とにいた期間ですか？」

  「実際にはもう少し長いのですが、記憶があるのは四、五歳からですから。生まれも育ちも王都でして」

  「ということは、兵士さんが経験した中で最も強い雨、ということですね」

  「そのとおりです」

  　兵士は頷うなずいた後で、自分の馬を気にする素そ振ぶりを見せた。

  「私もそろそろ失礼します。他ほかの場所にも伝えに回らなくてはなりませんから」

  「お勤めご苦労様です。道中、お気をつけて」

  　アイの挨あい拶さつに兵士は軽くお辞じ儀ぎして応じ、繫つないでいた馬のところに戻った。綱を解ほどいて、背中に跨またがる。

  「皆さんも、できるだけ早く逃げてくださいね。また、どこかでお会いしましょう！」

  　兵士はそう言い残して馬を走らせた。向かう先は王都とは逆の方角。都市ガルズムやナリスタン、あるいは、街道沿いに点在する宿しゆく駅えきへの伝達が彼の任務なのだろう。

  　アイとフレイクのふたりだけがその場に残る。

  「なあ、アイ。天気を尋たずねたのは何だったんだ？」

  「竜りゆう王おうの能力のことを聞いたことがあったから、もしかしたらって思って」

  「？　すまん、まだよくわからないんだが」

  「竜王は何百年も前に現れた存在で、私たちは直接知らないし、フレイクさんも実際に見たことはないでしょう？　でも、当時の言い伝えはいくつか残ってて、一説では竜王には天候操作の能力が備わってるって話だったの」

  「ほほう。なるほど、つまりどういうことだ？」

  「フレイクさん、さっきまで冴さえてたのにどうしちゃったの……」

  　アイは目を点にして小さく嘆く。

  「ええとね、私は竜王の能力のことを確かめてみたかったわけ。本当に天気を操あやつる能力を持ってるんだったら、王都の天気は急変したんだろうなー、って思って。で、兵士さんの答えは案あんの定じようだった」

  「ん？　王都の大雨は、竜王が降らせたってことか？」

  「うん。きっとそうだと思う」

  　そう言って、アイは空を見上げた。フレイクもつられて上を見る。早朝の空。日差しが柔らかく、空の色は薄い。遮さえぎるものは存在せず、高く広くどこまでも続いていた。

  「ここの空って今、ほとんど雲がなくなってるでしょう？　これも、たぶん竜王のせい。雲を自分の周りにかき集めてるんだと思うの」

  「さ、さすがにそれはないんじゃねえか……？　雨を降らせるくらいなら、この間も酸竜がやってたし、俺だって似たようなことはできるけど、こんな離れたところにある雲を……」

  「私も、竜りゆう王おうにそんな力があるなんて思いたくない。できれば、もっと弱い存在であってほしいよ？　でも、考えてみたら昨日は風が西から東に吹いていた。王おう都とに向かってね」

  「偶然ってこともあると思うけどなあ……？」

  「だったらいいんだけど……、どっちにしても、竜王の力が規格外なことには違いない。酸竜の雨よりも段違いに強い雨を王都に降らせてるはずだし、身体からだだって相当大きくて強いはず。それこそ、高位竜なんか問題にならないくらいに」

  　高位竜であるフレイクを値踏みするような発言だったが、フレイクも同調する。

  「それは間違いないだろうな。もし高位竜と同等程度だったら、王都の軍が問題なく狩れるはずだ。ノラと同等以上の戦士が何人もいるんだ。雨風だけの問題なわけがない」

  　竜王の力量について、ふたりはほぼ共通の認識をもった。

  　細かいところで差異はあり、能力の射程範囲についてはアイのほうが正確に見積もっていたが、それでも、軍や高位竜の力をもってしても竜王には及ばないという点では一致していた。

  　だから、そこから導き出される結論も当然同じものになるはずだ、とアイは思っていた。

  「じゃあ、フレイクさん、お姉ちゃんを連れて早く逃げよ？」

  「いや、悪いけどアイとノラだけで逃げてくれ」

  　フレイクはアイを見ておらず、王都の方角を見み据すえていた。

  　アイは一瞬呆あつ気けにとられた。

  　まさか、この局面で意見が分かれるなどということがあり得るのか。ここは兵士の言うとおりに、できる限り竜王から遠ざかって身の安全を確保するべき場面のはずだ。

  　アイは自分の聞き間違いを疑った。長い髪をかき上げ、耳を出してもう一度尋たずねる。

  「……フレイクさん、何言ってるの？」

  「俺は王都に向かうから、ここで別行動にしよう。アイはノラと一緒に本拠地コーグスに戻ってくれ」

  「えっと……、フレイクさん？」

  　アイの呼びかけに、ようやくフレイクは振り向いた。何かを覚悟したような、真剣な眼差まなざしがアイに向けられる。朝日を背景にしたその表情は、どこか神こう々ごうしく見えた。

  「聞こえなかったか？　俺は王都に向かう」

  「うん、聞こえた。聞こえたけど、ちょっと、ちょっと待ってくれる？　どうしてフレイクさんが王都に行かなきゃいけないわけ？」

  「カーネスのことが心配だ」

  　アイは端的な回答に虚きよを突かれ、わずかに動揺を覚えた。

  「竜王を解放したのはシェリーとウォーフィアとシェルグーヴだろ？　捕らわれてるカーネスも、おそらく一緒に王都の中にいる。災害から脱出できずにいるかもしれない」

  　フレイクは、シェリーの計画成じよう就じゆを事実として受け入れていた。

  　シェリーが本ほん性しようを表わしたところを実際に見たのはノラだけで、フレイクとアイは伝聞でしか知らない。礼儀正しく甲か斐い甲が斐いしい印象が強く残っており、王おう都と転てん覆ぷくを企くわだてるシェリーの様よう相そうは想像しにくいものがあるが、それでも、この状況では鵜う呑のみにするより他ほかない。

  「まあ、連中がカーネスを連れて王都から逃げてるなら、災害に巻き込まれることはないんだろうけど、反逆者に拘束されたままっていうのも、それはそれで危ない。考えたくないが、用済みとして処分されてしまうことだってないとは言えない」

  「シェリーさんは、そこまでするのかな……？」

  「シェリーがしなくても、ウォーフィアやシェルグーヴならわからない。特にシェルグーヴの奴やつなんて『ずっと連れて歩くのって面倒だよね……』とか言いかねない」

  「ああ、それは何か想像できるかも……」

  　ふたりは都市ナリスタンでの戦闘を経て、シェルグーヴの性格をある程度まで把握していた。

  「だから、そうなる前に、俺はカーネスを助け出してくる。シェルグーヴやウォーフィアときちんと決着をつけたい気持ちもあるしな」

  　この時点で、アイもフレイクも敵方の状況を取り違えている。実際には、シェルグーヴとの再戦は永久に実現不可能なものとなっているが、それを今ここで知る術すべはない。

  　アイは、フレイクが氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルとなって、二匹の高位竜を相手取る様さまを思い描く。竜りゆう王おうの手による豪雨の下もとで、命をぶつけ合う激闘が繰り広げられる。

  「フレイクさんの気持ちはわかった。確かに、私もカーネスちゃんのことは心配だし、できるなら助けてあげたいと思う」

  「だろ？」

  「でも、フレイクさん、自分のことをちゃんと考えてる？　フレイクさんが、その、討ち死にになる可能性だってあるよ？」

  「もちろんわかってる。戦闘ってのは、いつだってそういうもんだろ？」

  「怖くないの？」

  「死ぬのは、正直怖いけど、ここで逃げるのはもっと怖いし、嫌だ。もちろん、どうでもいい場面なら逃げるし、昨日の話みたいに、ノラが俺を殺そうとするなら逃げるけど、ここは逃げちゃいけないところだと思う」

  　フレイクは、いつになく改まって語る。

  「カーネスと一緒に過ごしたのは、ほんの三日か四日くらいだったか？　でも、俺はカーネスのことを仲間だと思ってる。あいつ、俺のことを慕ってくれてたし、あいつのおかげでウォーフィアに一ひと泡あわ吹かせられたし、何というか、もう一度会ってちゃんと話をしたい。ちゃんと礼を言いたいんだ。シェリーが豹ひよう変へんして傷ついてるだろうから、慰なぐさめてやりたいとも思ってる。それは、王都の軍とかに任せていいものじゃなく、俺が自分でやらなきゃいけない。危ない場所であるならあるほど、カーネスにとって必要なことだ」

  「それは、ひどいよ、フレイクさん。そんなこと言われちゃったら、私だって王おう都とに行かなきゃって気になっちゃうじゃん……」

  「アイはアイで、ノラを守るっていう役目がある」

  　精神的に揺れるアイを励ますように、フレイクは告げる。

  「あんな状態のノラを危険に巻き込むわけにはいかない。俺はひとりで行く。俺はカーネスを、アイはノラを助ける。どちらも、仲間のために動くことに変わりはない」

  「…………」

  　アイの胸中には様々な感情が渦巻いていた。

  　フレイクの覚悟を賞賛したい気持ちもあるが、このまま死地に赴おもむかせたくはないという思いもある。行かせてしまえば、もうこれが最後となってしまうかもしれない。高位竜同士の戦闘になったときに、勝敗の行方を予想することなどできない。

  　そして、自分に対するふがいなさが募つのる。

  　ここでもやはり、自分は無力だ。

  　ノラのためという名目で、戦いから遠い安全な場所に逃げてしまう。ノラの不調を自分が逃げる言い訳にしていることについて、自己嫌けん悪おを覚える。フレイクに逃げ道を用意させてしまっている形にもなっていて、ますます情けない。

  　仮に、なりふり構わずフレイクについていったとしても、かえって足手まといになってしまう可能性がある。高位竜の攻撃の標的となってしまうことはもちろんのこと、それ以前に、豪雨や強風という環境に耐えられるかどうかすら怪しい。フレイクは言わないが、単独行動に踏み切る理由のひとつになっているかもしれない。

  　逃げるのが正解だ。

  　もっと力があれば別の答えが出せただろうが、今のアイでは他ほかにどうしようもない。

  　アイは、思いを込めて呼びかける。

  「ねえ、フレイクさん」

  「……何だ？」

  「絶対生きて帰ってきてよ？　これが最後の別れなんてことになったら、私、嫌だからね？」

  　それは、単独での王都行きを認める言葉。

  　無力な魔ま道どう師にできるのは、ただ精一杯の激励で送り出すことだけだ。

  「……わかった。約束する。信じてくれ。俺は絶対にカーネスを連れて戻る」

  　何の保証も根拠もない言葉。

  　二年間、噓うそをつき続けている竜がどの口で「信じろ」と言えるのか。

  　それでも、アイは信じようと思う。フレイクの決意は十分に伝わってきていた。

  　神妙に頷うなずくフレイクの表情を、アイは目に焼き付けた。


  


  第二章　鎖術士の詐術

  

  　宿しゆく駅えきの宿泊客たちは手早く荷物をまとめて、次々と出発していった。馬に跨またがり、あるいは馬車に乗り、少しでも王おう都とから離れるために西の方角へと急ぐ。馬の嘶いななきや足音があっという間に遠ざかっていく。

  　それらの音を、フレイクは森の中で聞いていた。街道から離れており、人間が普段立ち入らないような森。木々が密集して生はえており、道らしい道もない。葉が擦こすれる音、虫や鳥の声に満ちており、森の外の音は微かすかに耳に届くだけだ。

  　フレイクは木の間を潜くぐり抜けるようにして歩き、森のさらに深いところを目指して進む。その場その場で進路を変えながら、ただ前へ。ただ奥へ。あえて極力、木が入り組んでいて人間が歩きにくいようなところを通っていく。

  　ふと振り返る。来た道がわからなくなるほどに、視界は木で埋め尽くされていた。隙すき間まなく壁に囲まれたかのような圧迫感。陽光も遮さえぎられて薄暗く、見通しは非常に悪い。どこに誰が潜ひそんでいてもわからない環境だが、逆に言えば、離れたところからフレイクの姿を視し認にんすることも困難である。

  「この辺でいいか……」

  　見回しながら呟つぶやくフレイク。特定の地点を目指していたわけではない。見通しが悪いところであればどこでもよかった。誰に見み咎とがめられようとフレイクを止めることなどできないが、目撃者はいないに越したことはない。

  　フレイクは目を瞑つぶって深く息を吸う。森の空気が肺臓を膨ふくらませた。連動して胸部周辺の筋肉が伸びていく。血管が圧迫されて血の流れが速まる。肉体の状態の変化をつぶさに感じ取り、心の準備を整えようとした。

  「……あ、しまった」

  　息を思い切り溜ため込んだところで、フレイクは自分の不注意に気づいた。思わず力を抜き、改めて周囲を見回す。

  　誰もいないことを確認して、フレイクは服を脱ぎ始めた。

  　身につけたまま竜形態に変化すると、服や装備が駄目になってしまうからだ。

  　敵と突然遭そう遇ぐうするような緊急事態なら、服のことなど気にしてもいられないが、今は違う。王都に急がなくてはならないとはいえ、すでに竜りゆう王おう復活から丸一日近くが経過しており、服を脱ぐ時間を今さら惜しんでも仕方がない。

  　何より、アイと約束を交わしたばかりだ。

  　生きて戻ると誓ったばかりだ。

  　高位竜本来の力を王都で発揮し、事を終えたら、竜ではなく双そう剣士フレイクとしてノラとアイのところに戻らなくてはならない。

  　そのときに、服と装備がないと困る。

  　これは決して最後の、最さい期ごの戦いではない。戦いの後のことまで考えておかなくてはならないのだと、フレイクは自分に言い聞かせる。

  「飛んでる間に落ちないようにしとかないとな……」

  　すべての服を脱ぎ去り、持ち運びやすいようにひとまとめにする。さほど器用ではないフレイクのこと。双そう剣けんを衣類でぐるぐる巻きにして縛り、大おお雑ざつ把ぱに団子を作った。

  「落ちない、よな？　これで」

  　試しに強く振って、固まりが崩れないことを確認する。竜の飛行による風圧にも耐えられるかどうかはわからないが、とりあえずよしとすることにした。

  　露出したフレイクの皮ひ膚ふは、人間の肌とほとんど同じ色と質感をしている。

  　変身能力の産物で、高位の竜であればあるほど人間により似せることができる。中位以下の竜では鱗うろこや牙きばの痕こん跡せきが残ることがあるが、高位竜であるフレイク──ゴーヴェドルの変身の質は高く、街中で過ごした二年の間で容姿の不自然さを指摘されたことは一度もない。

  　竜りゆう王おうにも、変身能力はあるのだろうか。

  　だとすれば、さらに高度な、さらに人間に近い変身なのだろうか。

  　変身にしろ、戦闘力にしろ、竜王の力のほどは想像するしかない。

  「──行くか」

  　再び呼吸を整えるフレイク。

  　両腕から変化を始める。

  　衣類の玉を摑つかむ手が変色し、肥ひ大だい化し、硬質化し、竜の形をとった。

  　背中を内部から食い破ったかのように翼つばさが突き出た。強く羽ばたき、フレイクの身体からだをその場で浮上させる。風圧が周囲の木々を騒がせていった。
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  　情報の伝達は、人類に限った話ではない。王おう都との近くに巣を構える竜たちの中には、竜王復活の報ほうに触れた者も少なからずいた。

  　彼らは縄張りを守るために普段から王宮の動向を注視しており、王都常駐軍の遠征などがあればすぐに迎げい撃げき態勢を整えるようにしている。連帯意識の薄い竜族ではあるが、各おの々おのが独自に情報源を確保しており、今回、王都での異常事態も察知できた。

  　ただし、彼らはすぐには行動に移らなかった。

  　王都に近づくことも、遠ざかることもしない。

  　人類を敵視している竜たちにとって、王都が壊かい滅めつするのは歓迎すべきことではあるが、竜王復活に乗じて自分たちも攻め込もうという単純な発想にはならない。対竜結けつ界かいが生きている限りは、竜たちは王おう都との内部に侵入できないし、何より、下へ手たに近づけば竜りゆう王おうの攻撃の巻き添えを食らう危険もある。竜同士の仲間意識は皆かい無むなので、竜王は相手が人間だろうと竜だろうと見境なく攻撃するだろう。

  　かといって、ここで王都から遠ざかると、王都壊かい滅めつの機を逃のがすことにもなりかねない。竜王が単独でやってのければ万ばん々ばん歳ざいだが、復活から丸一日経たっても戦闘は続いており、どうやら人類も竜王も決め手を欠いている。他ほかの竜たちの参戦が勝負を決定づけることになる可能性も十分あり、今は機を窺うかがうのが最善だ。

  　ほとんどの竜が同じ判断を下くだした中で、例外はわずかに二匹。

  　二匹の竜だけが、早くも王都へ接近しようとしている。

  　いずれも、決して思慮不足からの無む謀ぼうな行動に出ているわけではない。身の程ほど知らずな低位の竜ではなく、考え抜いた上で決断した高位竜だ。

  　一匹は、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドル。双そう剣士フレイクという仮の姿を捨てて、都市ルゴルー付近から猛然と飛ひ翔しようする。

  　もう一匹は、まだ出立していない。

  　出立する準備を、今まさに整えようとしていた。

  　都市ガルズムの北方に位置する高山地帯。都市は存在せず、利便性が悪く、気候的にも地形的にも人間が住むには適さない。

  　その山やま間あいに小屋が一軒建っている。木造の、こぢんまりとした建物。喧けん騒そうから離れ、普段は長閑のどかな時間が流れるこの地ではあるが、雰囲気は一変していた。

  「……一瞬で終わらせるつもりが、意外と時間がかかったわ」

  　小屋に入るなり、黒いぼろ布を纏まとった少女がうんざりした口調で言った。布はあちこちが破れて解ほつれており、服としての体裁を成していない。透すき通るような白い肌と、艶つやめく長い黒髪をしていたが、今はどちらも土つち埃ぼこりを被かぶって汚れている。

  　彼女は戦闘を終えた直後だった。気の強そうな左目が血走っており、呼吸もやや荒い。

  　しかし、大きな怪け我がはなかった。あちこち破けた服とは裏腹に、身体からだに傷は一いつ切さいない。唯ゆい一いつ、右目に傷を負っており、瞼まぶたを固く閉ざしているが、これは数日前のもので、今しがた終えた戦闘で生じたものではない。

  　倒した敵は中位竜だった。低位竜とは違って属性攻撃を繰り出すことができ、歴戦の戦士でも単独での討とう伐ばつは難しい。属性に対応する戦術を立案した上で、前ぜん衛えいの戦士と後こう衛えいの魔ま道どう師を相当数揃そろえ、数十人の一団で臨んでようやく勝てるかどうか。

  　そんな難敵に少女はひとりで挑いどみ、ものの数分で決着をつけてきた。

  　通常であれば誰も信じるはずのない話だが、少女が後ろ手に引きずっているのは、紛まぎれもなく竜の生首だった。

  　赤黒い鱗うろこをした火竜。だらんと開いた口からは鋭い牙きばが覗のぞく。少女はその口に手を突っ込んで、上うわ顎あごに指を引っかけるようにして運んでいる。竜の首の断面からはまだ血が滴したたり落ちており、少女が歩いた道には血けつ痕こんが続いていた。

  　中位竜の頭部は、成人男性の全身よりも大きい。当然、それ相応の重さがあるが、少女はまるで苦にしていない様子だった。片手で悠ゆう々ゆうと引きずり、自然に歩いている。

  　それもそのはず、彼女はただの少女ではない。

  　正体は戦士でも魔ま道どう師でもなく、ずば抜けた膂りよ力りよくを誇る高位竜。

  　劫ごう火か竜ウォーフィアが竜人形態となり、少女の容姿をとっていた。

  　ウォーフィアは右目を閉ざしたまま、左目だけで小屋の隅を見て言う。

  「待たせたわね」

  　彼女の言葉は独り言ではなかった。

  　ここにはもうひとり女がいた。こちらは竜人ではなく、正しよう真しん正しよう銘めい、人間の女性。医療系の魔術を専門にしている魔道師で、名をマリエル・ティリエという。この小屋の主あるじだが、隅にへたり込んで恐怖に震えていた。

  　マリエルはまだ若いが、治ち癒ゆ魔術の腕のよさは折り紙付きだった。薬草の研究のために都市から離れて山やま間あいに住んでいるにもかかわらず、多くの患者が彼女の治療を目当てに訪れている。治療の効果は覿てき面めんで、対価は良心的。評判になるのは当然のことだった。

  　その評判が仇あだとなった。

  　話を聞きつけたウォーフィアが、マリエルの小屋に襲来したのは昨日のことだった。

  　もちろん、マリエルも無策だったわけではない。自身の戦闘能力はたかが知れているが、だからこそ自衛のために、複数の戦士たちを住まわせて共同生活をしていた。金銭目当ての盗賊や、獰どう猛もうな野生動物には十分対処できる。さすがに竜との遭そう遇ぐうは怖かったが、それは、小屋の周囲に香こうを焚たくことで解決した。特殊な植物を合成して、竜が嫌うとされる匂においを作り出し、一帯に振りまいた。

  　食肉となるような動物は棲すんでおらず、竜にとって魅力のある土地ではない。よほどのことがない限りは、竜は好き好このんで近づいてこないはずだった。

  　だが、劫火竜ウォーフィアは、それらを超える事情を抱かかえていた。

  「あなたの言ったとおり持ってきたわ。さっきまで生きてた、新鮮そのものの竜の頭。これで私の目を治してもらえるわよね？」

  　竜の再生能力をもってしても、自分の眼球と視神経を治すことはできない。ウォーフィアは魔道師の力を利用して、自分の目を治そうとしていた。眼球を移植できるように、自分と属性が近い火竜を探して、極力頭部に傷をつけないように攻撃し、殺害して持ってきた。

  「う……うう……」

  　魔道師マリエル・ティリエは完全に怯おびえていた。泣きそうな響きの呻うめき声。小屋の隅で縮こまり、歯を小刻みに鳴らしてウォーフィアを仰ぎよう視ししている。

  　すでに仲間の戦士たちは全員殺害されており、ウォーフィアを倒す手段はない。そして、逃げることもできない。マリエルの両足の骨は砕かれ、足の甲には剣が刺さっていた。貫通して床に縫ぬい止められている。マリエルを監禁するために、ウォーフィアがとった措そ置ちだった。

  　マリエルは治ち癒ゆ魔術を使って骨を修復し、止血もできていたが、彼女の腕力では何度やっても剣を引き抜けなかった。

  　ウォーフィアは火竜の頭を床に放置して、マリエルに近づいた。刺しておいた剣の柄つかを握り、あっさりと引き抜く。二本のうち一本は投げ捨てられ、血ち塗まみれた刀身が床に転がり音を立てた。

  　もう一本は、ウォーフィアが握ったまま。

  　手首を旋せん回かいさせて風を斬きり、刃やいばをマリエルの鼻先に突きつけた。数センチでも誤差があれば顔を抉えぐりとるところだった。ウォーフィアは無言で険しい視線を浴びせる。

  　マリエルは剣が抜かれた痛みを感じる間もなく、短く悲鳴を上げて硬直した。

  　脅おどしが効きいたことを確かめ、ウォーフィアは再度尋たずねる。

  「返事をなさい。私を治せるのよね？　これで」

  「は！　はいっ！　ななななおなお、治せます……！　りゅ、竜の治療なんてしたことありませんけど、理論上、これで治せるはずです……！」

  　その答えを聞くと、ウォーフィアは刃を下ろした。

  　竜人、それも高位竜の竜人がここにいるというだけで十分な脅しになっているが、より伝わりやすい脅しにするために剣を扱った。普段から使い慣れているわけではないが、剣士と戦った経験は何度となくあるため、見よう見まねで振ってみたのだ。視力が万ばん全ぜんから程ほど遠いにもかかわらず、完かん璧ぺきな動作。竜にしては珍しく、ウォーフィアは器用だった。

  　そのままマリエルの胸ぐらを摑つかみ、力ずくで立ち上がらせた。マリエルの身体からだは一瞬宙に浮き、乱暴に着地する。傷が治ったばかりの足に響いて、マリエルはふらつく。

  「い、痛いです……！」

  「そう？　ならさっさと私を治しなさい。そしたら私はいなくなるから、痛いのも終わりになるわよ？」

  「……では、そこに横になってください」

  　マリエルは粛しゆく々しゆくと従うしかなく、手振りでウォーフィアを手術台へと導いた。ウォーフィアは満足げに軽い身のこなしで手術台に跳び乗る。そのまま腰を下ろし、足を伸ばし、綺き麗れいな姿勢で仰あお向むけになった。

  　長い髪が無む造ぞう作さに広がり、先端は手術台から垂たれ下がった。人間ならば気を遣つかうところだが、竜であるウォーフィアは意に介さない。

  「これでいいかしら？」

  「…………」

  　ウォーフィアの俊しゆん敏びんな動作を見て、マリエルは改めて思う。

  　この竜が万ばん全ぜんになったら、どんな恐ろしいことになるのかと。

  　マリエルの仲間の戦士たちを蹂じゆう躙りんし、火竜の首までも易やす々やすと狩ったのは、実力のほんの一端に過ぎない。視力を取り戻し、本気で暴れる運びになれば、それどころでは済まないのだ。

  「あなた、私の言うこと聞いてる？　上うわの空でいられる立場だとでも思ってるの？　この寝方でいいの？　ダメなの？」

  「はっ！　はいすみません！　その姿勢で、まったく問題……」

  　問題ありませんと言おうとしたマリエルは、自分の過あやまちに気づいた。

  　手術台の上のウォーフィアと、床に置かれた火竜の首を見比べて、おずおずと言い出す。

  「ご、ごめんなさい……。問題がありました……！」

  「なあに？」

  　ウォーフィアは尋たずねながら身を起こしかけた。マリエルはあちこちに視線を泳がせながら、慌あわただしく答える。

  「姿勢だとかそういう話以前の問題になっちゃうんですけど、その、こっちの竜の大きさと、ウォーフィアさんの大きさが……」

  「ああ、そうね。もっともな話だったわ。これじゃあ確かに移植できない」

  　火竜の眼球の大きさは、人間の頭部全体に相当する。竜人形態をとっているウォーフィアの眼がん窩かに収まるはずがない。

  「なら、こうすればいいかしら」

  　上体だけ起こしたウォーフィアが、自分の右のこめかみに手をあてがう。

  　次の瞬間、唐とう突とつに軽い爆発音が発生した。マリエルは反射的に目を瞑つぶり、自分の身をかばって一歩後退する。

  　恐る恐る目を開けて見れば、ウォーフィアの頭が変形を始めていた。パンの生成過程のように、右目から上だけが弾はじけるように膨ふくらんでいる。部分的に、竜人形態から竜形態に戻しているのだ。

  　変化が終わり、いびつな形状の頭ができあがった。少女の顔は左半分を中心に四分の三ほど残っている。右上だけがウォーフィア本来の竜の顔。全体として、変化前の倍以上の大きさになっている。

  　部分的に肥ひ大だい化したため重心が上方に移っており、見ていると甚はなはだしく不安定に感じる。竜人の筋骨で支えられているからこそ問題ないものの、人間がこの状態になったら首を痛めてしまうだろう。医療魔ま道どう師のマリエルは、形態変化に圧倒されつつも余計な心配をしてしまう。

  「これでどう？　移植に支障ない？」

  「は、はい……。だ、大丈夫、だと思います……」

  　ウォーフィアの確認に、マリエルは躊躇ためらいがちに答えた。ウォーフィアの左目はあからさまに不信感を発する。

  「だと思います？　どういう意味？　大丈夫でない可能性があるということ？」

  「あ！　あのいやその、そそそそういうことではなくてですね、その……」

  「失敗したら殺すわよ？」

  　容よう赦しやのない宣告に、マリエルの背せ筋すじが伸びる。

  　すでに何人も殺しているウォーフィアである。これは脅おどしというより予告と解釈すべきだ。

  　マリエルは声を上うわ擦ずらせて言う。

  「で、では早速始めさせていただきます！　かか火竜の体細胞組織が新しければ新しいほどいいものですから、もう今から！　今から始めたいのですが、こここ心の準備はよろしいでしょうか！」

  「どちらかというと、あなたの心の準備のほうが心配だけど、まあいいわ。いつでもどうぞ。早いほうが好都合なのは、私も同じだし。気が合うわね」

  　ウォーフィアは笑みを浮かべ、再び仰あお向むけになった。

  　マリエルは棚から手術器具の一式を取り出す。一ひと抱かかえほどある箱を手術台まで運び、中身を手早く点検する。

  「ひっ、ひとつだけ説明しておきたいことがあるんですけど、い、いいですか？」

  「どうぞ？」

  「まずは、ウォーフィアさんの、が、眼球を摘てき出しゆつします」

  「そうね。結構よ？」

  「それでその……、に、人間の患者の場合ですと、この時点で麻酔といって、手術する部分の感覚を一時的に麻ま痺ひさせて、痛みを感じないようにさせるものなのですが」

  「ふうん。初めて聞いたわ。色々と考えるものなのね、人間って」

  「で、ですが、竜には麻酔が効きかないと思います。竜の身体からだは何を摂取しても高速で分解してしまうという話ですので。毒だって効かないんですよね？」

  「さすが。よく勉強してること」

  「ということは、ということはですね？　ウォーフィアさんは感覚が生きたままで手術を受けていただくことになります」

  「何か問題でも？」

  「もの凄すごく痛いと思います」

  　マリエルは懸け念ねんを率直に伝えた。

  「敏感な神経細胞を直接扱うことになりますから、正直、普通の生き物では耐えられない痛みになると思います。手術中、ウォーフィアさんが暴れ出すようなことになると、私はひとたまりもありません」

  「それは困るわね。わかった」

  　ウォーフィアは涼しい顔で言う。

  「じっとしていればいいのね？　どれだけ痛かろうと」

  「……い、言うのは簡単ですが、本当に大丈夫ですか？」

  「大丈夫よ。私には大きな、大きな目的がある。そのためであれば何だって耐えてみせる」

  　ウォーフィアは言い切った。マリエルのように「だと思う」をつけることはせず、きっぱりと断言した。

  「ただ、その痛みに乗じて私を殺そうなどと考えないことね？　手術と関係のない害がい意いを感じ取ったら、その時点であなたを殺す」

  「め、めめめ滅めつ相そうもありません！」

  　考えもしなかった案だった。

  　確かに、試みれば成功する可能性は高い。眼球移植をするということは、マリエルの手術刀はウォーフィアの脳のう髄ずいにまで肉薄することになる。

  　刃先を少し滑らせさえすれば、ウォーフィアを殺せるかもしれない。

  　仲間の戦士たちの敵かたきを討て、その後の災さい厄やくも防げる。

  　だが、マリエルはすでに生物としての格の差を感じ取ってしまっている。

  　立ち向かうどころか、寝ね首くびを搔かこうという意志ですら持てそうにない。

  「……で、では右目を失礼します。瞼まぶた、開けられますか？」

  「ええ。開けるだけなら」

  　そう言うと、ウォーフィアは右目を開けた。眼球が露あらわになっていくのを、マリエルは息を呑のんで見守る。

  　瞳ひとみは完全に破壊されていた。剣が貫通した痕こん跡せきがありありと残っている。眼球自体が断裂してしまっているため、血が通っていない箇所が多くあり、白目の部分も濁にごっていた。

  「瞼を、こここ固定させていただきます」

  　マリエルはウォーフィアの瞼に優しく触れる。竜の皮ひ膚ふに触れるのはこれが初めてだ。硬く、ざらついており、生物の一部ではなく岩肌にでも触っているような感覚だった。

  　感慨に浸る暇ひまはない。マリエルは器具を用いて、瞼を開いた状態に固定した。これでウォーフィアは瞬まばたきができなくなった。

  　続いて、手術刀を手にする。人間の手術では滅めつ多たに使わない、最も刃渡りのある一品。もはや短刀と呼ぶに値あたいするそれを逆さか手てに構え、ウォーフィアの眼球に向ける。

  「暴れられると困りますが、こ、声は上げていただいて構いません」

  「そう……。なら、遠慮なく」

  　さすがにウォーフィアの声にも緊張の色が滲にじむ。両手が手術台の縁ふちに伸び、指をかける。痛みに備えて強く握った。

  「で、では」

  　マリエルはゆっくりと手術刀を差し入れた。刃先が眼球と上うわ瞼まぶたの隙すき間まに入り込み、筋肉や脂肪に触れる。柔らかく湿った感触がマリエルの手に伝わる。

  「ぎぃっ…………やっ…………ぁ……！」

  　押し殺されてはいたが、ウォーフィアの声が確かに聞こえた。眼がん窩かにここまで奥深く刃やいばが入り込んだのだ。寿命の長い竜においてさえ、普通に暮らしている限りは絶対に経験することのない感覚。その異物感は察して余りある。

  　だが、本番はここからだ。

  　眼球を摘てき出しゆつするためには、眼球を取り巻く筋肉をすべて切断しなければならない。

  「い、いきますよ？」

  　返事を待たず、マリエルは刃を進めた。

  　狙ねらいどおり、肉を裂く手て応ごたえ。

  　弾力ある音とともに筋肉がちぎれ、

  「ああっ！　あああ！　ああああああああ■■■■■痛痛痛痛痛助けっ■■■■■■■■■ままま待っ■■■■■■あああっ待たなくていいいいいいい■■■■■■■■■■これしきのことおおおおおおおおおおおおおおお■■■■■■あああああああああああああああ■■■■■■■■■■■■■■■■！」

  　大音声が至近距離からマリエルの全身を襲った。

  　マリエルを遙はるか彼方かなたに吹き飛ばさんばかりの物理的圧力。

  　小屋ごと引き裂かんばかりの高音。

  　昨日、王おう都と方面から聞こえた謎なぞの音とはまるで違う響きだったが、どこか似ていた。

  　この世の全すべての者を不安にさせ、恐れ戦おののかせる声。

  　ウォーフィアの口は最大限にまで開かれ、心の奥底から叫びを吐き出し続ける。

  　意識を失うことなく、痛みを一身に受けている。

  　マリエルは自分の腕が握り潰つぶされることも覚悟していたが、何がそうさせるのか、ウォーフィアの意思は苦痛を凌りよう駕がしていた。

  



  
    ＊
  


  

  　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルが空を翔かけて移動するのは、この数日の行程中だけで実に三度を数える。

  　出発から二日目、カーネスを拉ら致ちしたウォーフィアを追った。

  　六日目の昨日、ノラと合流するために、アイを背に乗せて飛んだ。

  　そして、今日は王都に向かう。

  　普段、ゴーヴェドルは竜人形態をとっており、竜形態で飛行するのは久しぶりの経験ではあったが、さすがに三度目ともなれば身体からだも馴な染じんでくる。昔の感覚を取り戻し、前の二度よりも速く前進できるようになっていた。

  　さらに、今日の気象条件は高速飛行にはうってつけだった。

  　極端なまでの快晴で、湿度が異常に低く、雲ひとつない空。空気抵抗が少なく、翼つばさのひと搔かきひと搔きで大きく前進できる。雲で身を隠すことができず、地上の人間に目撃されやすいのは不都合だが、裏を返せば見通しもよいということに外ほかならず、方角を間違える心配もない。

  「この気候、マジで竜りゆう王おうのせいだってのか……？」

  　ゴーヴェドルは思わず呟つぶやく。

  　アイの推測では、竜王が天候操作能力を駆使して、近辺にある雲をすべて王おう都とに集結させているということだった。半信半疑で聞いていたが、空気を肌で感じて認識を改める。

  　不自然なまでに乾いている。

  　強く搾しぼり取られ、干された後の布のような空。

  　巨大な力が働いていることを、否いやが応おうでも感じ取ってしまう。

  　飛ぶのには心地いいが、この場で戦うことは考えたくない。空気中の水分を凍らせて氷ひよう剣けんを生成するのがゴーヴェドルの常じよう套とう戦術だ。ある程度の湿度がないと、ゴーヴェドルは真価を発揮できない。

  「まあ、王都周辺は湿ってるだろうから、その点は問題ないと思うが……」

  　東に思いを馳はせて飛ぶ。

  　後ろを振り返ることは一いつ切さいない。

  　今のゴーヴェドルは追われてもいないし、ついてくる仲間もいない。

  　ノラとアイと別行動をとるにあたって、アイには趣しゆ旨しを説明したものの、ノラには結局きちんと話せなかった。出発前に話そうとしたのだが、ノラは気けだるそうにしたままで、まるで取り合わなかった。

  　仕方がないので説明はアイに任せることにしたが、気がかりではある。

  　アイは、ちゃんとノラを連れて逃げられるだろうか。

  　故郷である都市コーグスまで戻れるだろうか。

  　戻るにあたっては大きな分かれ道があるが、当然、都市ガルズムではなくナリスタン方面の道を使うくらいの配慮は必要になる。今のノラは、死んだマッケルガーの拠点を平然と通過できるわけがない。

  　ゴーヴェドルは、そんなことを思いながら下を向いて飛んでいたが、ふと気づいた。

  「そういや、人が見えないな……」

  　高度千メートルを越える位置からでも、街道の様子が見えないわけではない。

  　大地に広がる緑の森を、方々へ分割して走る街道。この高さから見ると細い溝のようだが、実際には馬車が悠ゆう々ゆうとすれ違える程度の道幅がある。

  　都市ルゴルーはとっくに通過済みで、この先には王都があるはずだが、人々が王都から逃げてくる様子はない。

  　王おう都との住民は、すでに逃げた後なのだろうか。

  　しかし、ここまでそれらしき集団は一いつ切さい見かけなかった。都市ルゴルーからの避難者とはすれ違ったが、王都の住民はその数倍はいるはずだ。もちろん、各方面に別れて逃げるだろうが、それでも見み逃のがすはずがない。

  　まさか、と一瞬疑う。

  「まさか竜りゆう王おうの攻撃で全滅したんじゃないだろうな……？」

  　口に出して言ってはみたが、さすがにそれはないと思っている。

  　王都の兵士が各地への伝達任務を無事に果たしているところを見ると、軍の本部も無事でなければおかしい。人間の営えい為いに未いまだ疎うといゴーヴェドルではあるが、その程度のことは推測できたし、それ以上に、願う気持ちが強い。

  　持ちこたえていてもらわないと困る。

  「守っておいてくれよ、カーネスのことをよお……！」

  　ゴーヴェドルは前を向き、より力強く駆る。

  　進むにつれて、徐々に湿度が高まっていくのが感じられた。微かすかな湿気がゴーヴェドルの冷たい皮ひ膚ふに触れ、凝ぎよう固こし、粒りゆう子しとなって後方へと流れていく。

  　目を凝こらすと遙はるか前方に王都が小さく見えてきた。

  　王都の全容よりも、その上空の存在が強く目を惹ひき、目印となった。

  　空の天井に届かんばかりの、冗談のように分厚い黒雲。

  　獰どう猛もうな色をした雷らい雲うんが、巨大な重石おもしとなって王都にのしかかっていた。
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  　長剣士ノラ・グライドの意識は、半覚かく醒せいの状態で彷徨さまよっていた。

  　ぼんやりと、幼い頃の思い出が蘇よみがえってくる。

  　ノラが覚えている最も古い記憶は、おそらく三歳頃のもので、その記憶の中でもノラは剣を振っていた。

  　もちろん、当時は竜を相手に真剣を振るっていたわけではなく、短い棒切れを剣に見立てて鍛たん錬れんしていただけだ。正面には剣士である父、グレー・グライドの姿がある。早くから、ノラは剣術、妹のアイは魔術への適性が高いと認められ、両親から直じき々じきに指導を受けていた。

  　とは言え、朝から晩まで剣術漬づけの日々だったわけではない。年頃になれば学校にも通い出し、友達を大勢作った。周囲からは、街で一番の戦士と魔ま道どう師、グライド夫妻の娘として注目され、慕われた。

  　アイは必要以上に謙けん遜そんすることが多かったが、ノラは堂々と振る舞った。球技や武道の授業では鍛きたえた力を存分に披ひ露ろうし、ほとんど負けることがなかった。

  　ノラが負けた相手はたったひとりだけで、五歳年上の男児だった。

  　当時、ノラが六歳、相手は十一歳、種目は拳けん闘とうだったと記憶している。

  　年齢差を言い訳にするつもりはない。本来であれば授業で対戦することなどない年齢差だが、ノラにとってはちょうどよかった。同い年の子と戦ってしまうと相手に怪け我がをさせてしまうし、現にノラは他ほかの十一歳や十二歳にはちゃんと勝ってきたのだ。

  　ただ、その少年だけは飛び抜けて体格が大きく、腕っ節も強かった。ノラに懐ふところに入る隙すきを与えず、離れた位置から拳こぶしを飛ばす。防具の上からでも一いち撃げき一撃が重かった。

  　幾いく度どとなく敗やぶれ続けたノラだったが、諦あきらめられるわけもなかった。どんな状況だろうと、一番でなければ気が済まない性しよう分ぶんだった。

  　拳闘の練習をするために、剣術の鍛たん錬れんを休みたいと父に願い出たことがある。

  「いいよ？　拳闘の足運びも剣技に通ずるところがありそうだし。あと、剣がないときにどう戦うかを考える意味でも、いいことだ。僕も手伝おう」

  　ノラにしては珍しい願い出に、父は意外そうな顔をしていたが、嬉うれしそうでもあった。

  「しかし、驚いたなあ。五歳程度の差ならノラは敵なしだと思ってたけど、そんな少年がいるとは。その子もきっと、ノラと同じように鍛錬を積んでるんだろうなあ。いい競争相手ができて、よかったね。その子に感謝することだ」

  　父が言うには、競争相手がいることで対抗意識が生まれ、戦士としての力が磨かれていくものなのだそうだ。

  　ノラは、負けるのが悔しいのでただ勝ちたいという思いが強く、少年に対しても憎い気持ちしか持てなかったのだが、父の話を聞いてなるほどと思った。あっさり一番になってしまっては、慢心していたかもしれない。そうならなくて、よかった。

  　父の指導を受けて練習に励んだ結果、数か月後の授業でノラは初めて少年に勝った。重さで勝てないなら、手て数かずで勝てばいい。少年の死角に回り込めるように足運びを磨き、繰り出される重い右拳の外側から接近して、無防備な腹に拳を叩たたき込む。何発か入れて、少年から降参を引き出した。

  　悔しがる少年に対して、ノラは丁てい重ちように礼を言った。

  　父からそう教えられたからというのではなく、心から感謝することができた。

  　一直線に正面から攻撃するばかりだったノラの戦法に、新たな引き出しが加えられたのは、少年のおかげだった。

  　ノラが差し出した手を、少年は戸と惑まどいながらも握ってくれた。

  　嬉しかった記憶は残っているのに、ノラはこの少年の名前を思い出せない。

  　どこか遠くに行ってしまったのか、手が届かない。

  　そう言えば、少年が学校を卒業して以来、会う機会はなくなり、数年後、若くして結婚したのだと風の[image: ]うわさに聞いた。

  　ノラは誰にも言わなかったが、なぜか寂しく思ったのを覚えている。

  　今にしてみれば、あれがノラの初恋だったのかもしれない。

  　女の子の友達の間では、金持ちの息子や顔がいい少年が人気だったが、ノラは彼女たちと違って強い男に惹ひかれていた。

  　会ったこともない王宮警備隊隊長、ハロルド・ガーティスに憧あこがれを抱いだいているところにも、その傾向は色濃く出ている。

  　自分と釣りあうくらいに、強い男がいい。

  　同時に、強い男に釣りあうような、強い女になりたいという思いもある。

  　そんなノラの原体験とも言える少年なのに、

  　どうしても名前が出てこない。

  　もしかすると、名前を忘れようとしている？

  　無意識のうちに、名前を思い出したくないと思っている？

  　思い当たる節はある。

  　二年前。

  　劫ごう火か竜ウォーフィアと、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルと、その他二十匹の竜が現れた日。

  　父グレー・グライドを筆頭に、戦士たちは勇ゆう敢かんに戦い、住民たちを避難させたが、逃げ遅れた者も大勢いた。瓦が礫れきの下敷きになり、踏み潰つぶされ、息い吹ぶきに焼かれた人々は千人や二千人どころではない。

  　住民の二割以上が死傷したあの日、少年は生き延びたのだろうか。

  　大人になった少年は、妻や子どもと一緒に難を逃のがれただろうか。

  　安あん否ぴを調べようと思えば簡単だが、ノラはそうしていない。

  　確かめたくなくて、ノラは名前を思い出さずにいるのか。

  「そうか……。そうだったか……」

  　ノラは納得して呟つぶやいた。

  　自分で自分を誤ご魔ま化かしてきたことに気づいて、落胆を味わう。

  　マッケルガーの死を受け入れられないのも、きっと同じだ。

  　強い男がいなくなることに、ノラの精神は耐えられないのだ。

  「私は、こんなに弱い女だったか……」

  「お姉ちゃん？」

  　誰かが呼ぶ声が聞こえて、ノラの意識は揺り戻された。

  　身体からだも上下に揺れている。何かに跨またがった姿勢で、振動は腰に響いてくる。

  　知らないうちに、ノラはユニコーンに乗っていた。騎き手しゆのすぐ後ろ。腕は前に伸ばされ、騎手の身体を抱くように回されている。

  「お姉ちゃん、起きた？」

  　抱き心地がいいなと思っていたら、騎き手しゆはアイだった。ノラはアイの背中に密着している。腰には転落防止の綱が巻かれていた。

  　ユニコーンは走っている。どうやら森の中の街道のようだ。近くに他ほかの馬や馬車の姿はない。昨日までと違って、マッケルガーのギルドは大半が死に、生き残った仲間たちも都市ガルズムへと戻っており、結果、ノラとアイだけがここにいる。

  「……ここは、どこだ？　どこに向かってる？」

  「都市ナリスタン方面に」

  「ナリスタン？　王おう都ととは逆方向、だよな？」

  「お姉ちゃん、宿しゆく駅えきでも話したんだけど、もう一回説明するね？　王都で竜りゆう王おうが復活したらしいの。だから、王都には近づいちゃダメだって、兵隊さんが」

  　宿駅でノラが自じ棄きになっていた間に、そんなことになっていたらしい。

  　あまりのことにノラは啞あ然ぜんとする。

  「王都近くの街の人たちは皆、できるだけ遠くに逃げてるところ。竜王が今後どんな行動をとるかわからないから、巻き込まれないようにね」

  「シェリーと、ウォーフィアがやったのか」

  「……たぶん」

  　シェリーたちは竜王復活と王都殲せん滅めつを掲かかげて戦っていた。

  　この短期間で、きっちりと本ほん懐かいを遂げたというのか。

  　執しゆう念ねんを燃やすシェリーの形ぎよう相そうを知るノラは、一瞬驚いた後で納得もした。

  「完敗だな」

  「うん、すっかり騙だまされた。シェリーさんには」

  「ところで、フレイクはどこにいる？　先に行ってるのか？」

  「…………」

  「アイ？　聞いてるか？　フレイクは？」

  「…………」

  　ノラはアイの意味ありげな沈黙の裏を読む。

  　結論を察し、ノラは目を見開いた。アイを抱く腕に力を込めて、叫ぶようにして言う。

  「おい、アイ！　まさか、そんな……！　フレイクまで死んで──！」

  「いや、お姉ちゃん、ごめんごめんごめんごめん、そうじゃないの！　フレイクさんは死んでないの！」

  　アイは血けつ相そうを変えて否定する。ノラは読み違えたらしいと悟さとった。

  「じゃあ、どうして返事を言い淀よどむんだ！　不吉すぎるぞ！」

  「言おうかどうか迷ったんだけど、フレイクさんは、今、王都」

  「……何？」

  「カーネスちゃんを助けにいくって」

  　今度はノラが沈黙する番だった。アイの答えを聞き、ノラは暫しばらく冷静に考える。

  　反応を気にしたか、アイは手た綱づなを握ったまま顔を半分だけノラのほうに向けた。

  「お姉ちゃん？」

  「おい、アイ、ユニコーンを止めろ」

  　ノラは険しい声こわ音ねで言い放った。アイは驚いて、ノラの言うとおりにする。ユニコーンはたたらを踏んで急激に減速した。

  　完全に停止するより先に、ノラは自分の腰に巻かれていた綱を解ほどいていた。アイからも手を離して支えが何もない状態になるが、抜群の均きん衡こう感覚で姿勢を保つ。

  　安全な速度になったのを見越して、ノラは飛び降りた。遅れて、ユニコーンが足を止める。足音が鳴りやんだ静かな森。アイは馬上から、心配そうにノラを見た。

  　ノラは見上げて、アイに頼む。

  「ユニコーンを追加でもう一頭召しよう喚かんしてくれ」

  「どうするつもり？」

  「私も、王おう都とへ向かう」

  　ノラはまっすぐアイを見つめて、言い切った。

  　アイは諦あきらめたように息をつき、目を閉じる。ノラの答えを半なかば予想していたのか、その表情に驚きの色は薄い。短く問うて確かめる。

  「どうしても？」

  「どうしても、だ」

  　ノラは早い口調で続ける。

  「危ないだろうから、アイは逃げておいてくれ。ただ、私は王都に行かなきゃならない。カーネスを奪われた責任は私にある。奪だつ回かいをフレイクなんかに任せておけるか。あと、ここで私が引き下がったら、私がフレイクよりも弱いみたいじゃないか。それに、任務を果たせなかったこと、ハロルド閣かつ下かに直じき々じきにお詫わびしたいし、竜りゆう王おう討とう伐ばつに苦戦されているだろうからお力にもなりたいし、それから──」

  「お姉ちゃん、フレイクさんが心配なんでしょ？」

  「──うん、それもある」

  　アイに指摘され、ノラは率直に頷うなずいた。

  「あいつの勇ゆう敢かんさは褒ほめておきたいと思う。だけど、荷が重いだろ？　竜王が復活したってことは、ハロルド様たち王宮警備隊ですらシェリーを止められなかったということだ。フレイク程度の剣士が敵かなう道理はない。私が行っても無力かもしれない。でも、フレイクを連れ戻すくらいのことはできる」

  「……ごめんね、お姉ちゃん。私、フレイクさんを止められなくて」

  「なあに、アイが謝る必要はない。世界の法則によると、こういう場合はだいたいフレイクが悪い」

  「お姉ちゃんは大丈夫？　その、さっきまでもの凄すごく怠だるそうだったけど」

  「もう治った」

  　ノラはあっさり言った。強がりではなく、本当に身体からだが軽くなっていた。

  　亡き父の言葉を思い出す。競争相手がいることで、力が磨かれていく。今この時、ノラはフレイクのことを好敵手として認識し始めていた。フレイクのおかげで奮起できる。

  　アイはノラの表情を注意深く見つめる。ノラの体調を表情から探り、結論を出した。

  「わかった、お姉ちゃん。ユニコーン出すね？」

  「ありがとう」

  「あと、私もついていっていい？」

  　アイからの提案に、ノラは虚きよを突かれた。アイは故郷に帰すつもりでいたので、この言葉は予想外だった。

  　畳たたみかけるように、アイは言う。

  「私も、ついてく。正直、怖かったけど、お姉ちゃんと一緒なら大丈夫な気がするから」

  「……随ずい分ぶんな信頼を寄せてくれるんだな、こんな姉に」
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  　止めようとも思ったが、ノラは思い直した。

  　二年前のあの日、父、グレー・グライドは娘であるノラとアイは安全な場所に逃げさせたが、名うての魔ま道どう師だった母サラ・グライドは戦線に残し、共に戦った。父だけ残り、母を娘たちとともに逃がすという選択肢もあっただろうに、そうはしなかったのだ。

  　それは、実力の多た寡かによる選別もあったのだろうが、同時に、もっと深い何かがあったのだと思う。

  　母の使命感の強さ。父から母への信頼の厚さ。

  　そういったものが、父の判断を後押しした。

  　結果としてふたりとも敗死したが、信念に基もとづく選択だったはずだ。

  　今、ノラはグレーと似た立場に立たされている。父を見習って、ノラは吟ぎん味みして決断する。

  　アイがどれだけの決意を帯びているか。ノラは、アイをどこまで信じられるか。

  　結論はすぐに出た。

  「一緒に行こう。王おう都とに」
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  　王都上空にて、戦線を維持しているのは王都常駐軍の兵たちだった。

  　その数はおよそ五千。それぞれが飛行型の召しよう喚かん獣に騎き乗じようしており、王宮の真上に滞たい空くうしている竜りゆう王おうを取り囲むようにして展開している。不用意に竜王の攻撃に巻き込まれぬよう、全員がかなりの間合いを保っている。

  　空中の、見えない巨大な競技場に集つどう無数の観客のような様よう相そう。各地方都市に派遣されている兵も相当数存在するため、これでも王都常駐軍の全員ではないが、大陸が統一されて以来、一度にこれだけの兵が展開するのは初めてである。

  　普段、兵たちは常備軍の上官たちに従うが、竜王解放という異例の事態に、指示命令系統に変更が加わった。

  　上官のさらに上に、王宮警備隊の兵が就つく。

  　数こそ少ないが、常駐軍の兵より遙はるかに格上の実力を備えた戦士たちだ。

  　鎖さ術じゆつ士チェルソ・カルダーラもそのひとりだった。召喚術師が喚よび出したペガサスに跨またがり、分厚い黒雲と竜王を睨にらんでいる。

  「しっかし、うっぜえなあ……」

  　苛いら立だちを隠さない表情で、誰へともなしに言う。

  　竜りゆう鋼こう性の鎖くさりを武器とする珍しい戦士。先端に鋼球がついた鎖を二本、腰に巻き付けてぶら下げている。

  　通常時の鎖の長さは一メートル余りだが、戦闘時には鋼鎖拡張エライトーンを発動して十数倍にまで巨大化できる。遠心力を利用して振り回せば、鋼球での打撃は中位竜の鱗うろこをものともせず、頭骨を砕くだくほどの威力になる。

  　また、加減して放てば、人間の手足を鎖くさりで捕らえることも容た易やすい。王宮に入り込んだ下げ手しゆ人にんを生け捕りにするのに有用な技術で、隊の中でも重宝されていた。

  　だが、この局面でできることは多くない。

  　闇やみ雲くもに攻めても無駄であることは承知している。昨日から既すでに何度か、チェルソを含む王宮警備隊の戦士たちが接近して攻撃を試みたが、効きいた様子がまるでない。

  　竜りゆう王おうは、さすがに急所である翼つばさや頭部への攻撃は警戒している様子だったため、戦士たちは竜王の隙すきを作り出すために、あえて急所でないところに全力で攻撃した。前脚あしや後脚や腹部への、斬ざん撃げき、刺し突とつ、殴おう打だの数々。中位竜どころか高位竜をも仕し留とめるに十分な威力があったが、全すべて鱗によって防がれた。

  　全長五十メートルを超える竜王。ただ大きいだけでなく、運動性能も鱗の強度も高位竜を遙はるかに上回っていた。

  　依い然ぜん、部隊に大きな被害が出ていないのが救いだった。竜王自ら巨体を活いかしての攻撃は繰り出してこないし、戦士たちの攻撃に対しても、目立った反撃はしてこない。

  　ただ、長時間に渡る戦線維持で、戦士たちは疲労している。

  「いつまでやらせるつもりなんだよ、これよお……？」

  　チェルソはうんざりして不平を漏もらす。

  　もはや軍は自分たちから積極的に仕掛けることはせず、竜王の体力が尽きるのを待つ戦術を採とっているが、人類の消耗のほうが早いかもしれない。

  　もちろん、竜王にだって体力の限界があるはずだ。そもそも、あんな巨大生物が数百年の間、食しよく糧りようを摂取していないという時点で、生きていること自体がおかしいくらいだ。

  　だというのに、竜王が再び低く唸うなる。

  　呼こ応おうするように、黒雲のあちこちで音と光が発生する。

  「また雷かみなりです！」

  「総員退避しとけっ！　絶対近づくんじゃねえぞ！」

  　チェルソは自分が受け持つ兵たちに怒鳴る。

  　現状でも十分な距離をとっているが、それでも緊張を強しいられる。

  　ほどなくして、目ま映ばゆい光が巨大な雲全体を白ばませた。目をやられないように、兵たちは目を伏せ、あるいは手で顔を庇かばう。続いて、地獄の門を開いたかのように、雷らい鳴めいが轟とどろく。一帯の空気、空間全体が震えた。

  　竜王が天候操作能力で雷を引き起こしたのだ。

  　中位竜である雷竜が繰り出すような、紛まがい物の雷とは段違いの規模。絶ぜつ縁えん装そう甲こうなどで防げるはずがない。直撃すれば、おそらく戦士の全身が蒸発し、後には何も残らないだろう。

  　戦せん慄りつする兵たちをよそに、雷かみなりは彼らには目もくれず真下へと落下した。

  　案あんの定じよう、王宮付近に落ちたようだ。

  　昨日からずっと、竜りゆう王おうは不定期に、思い出したように雷を落とし続けている。狙ねらいは一貫して王宮。自分を数百年封じていた王宮への恨うらみは深いらしく、執しつ拗ように攻撃を加え続けている。

  　もちろん、王宮にも王宮警備隊の兵が残存している。王族に被害が出ないように、魔ま道どう師たちが総力を尽くして雷を逸そらしたり無効化したりしているはずだ。

  「あいつらも気の毒によお……」

  　同僚の苦労を察してチェルソは呟つぶやき、そして声を張り上げる。

  「ってかよお！　結けつ界かい術師の出動はまだなのかよお！　もうこうなったら対竜結界で捕らえる以外に手はねえだろうが！」

  　自身の誇る鎖さ術じゆつが無力であることを認める言葉。

  　チェルソの言うとおり、数百年前に人類がそうしたように、竜王を再び封じるには対竜結界が最も有効な手段のはずだった。周囲の兵たちは表だって声を上げないが、胸中ではチェルソに同意していた。

  　だが、結界術師は王おう都とを守る結界を維持しているだけだ。

  　結界術師たちは複数人いて、交代で結界を発動させており、常に余よ剰じよう人員がいるはずなのだが、彼らはいったい何をしているのか。

  　王宮警備隊隊長の指示なのか、王族の指示なのか。

  　隊全体の指揮権を持たないチェルソは、ただ腹立たしく思う。

  　結界術師が地上に留とどまっていることを竜王も理解しており、だからこそ上空に居続けている。降りれば結界術の餌え食じきになるであろうことは、数百年前に学習済みである。竜王の知能を侮あなどってはならない。

  　少なくとも、上層部が結界術師を出動させるまでは、膠こう着ちやく状態は続くだろう。

  　そう思った瞬間、後方にいる兵がチェルソに叫んだ。

  「チェルソ・カルダーラ殿！　緊急報告です！」

  「んだあ!?　もっと声を張れや！」

  「は、はっ!!　包囲網の外側から、竜が王都に接近中！　高位竜と見られます！」

  「……んだとぉ!?」

  「数は一！　方角は真西！　仰ぎよう角かく十五度、距離二千！　まっすぐ飛ひ翔しようしてきます！」

  　チェルソは馬上で振り返り、言われた方向を睨にらんだ。

  　距離はあるが、普段から鍛きたえているチェルソの視力だ。器具を使うまでもなく、裸眼で視し認にんできる。確かに、飛んでくる竜の姿がそこにはあった。

  　通常であれば、竜の襲来は望まざる事態。それも高位竜となれば常駐軍では鎮ちん圧あつできないため、王宮警備隊の兵が出動する一大事となるわけだが、今は状況が違った。

  「しゃあっ！　待ってたぜ待ってたぜ！」

  　歓喜の声とともに、チェルソはユニコーンの腹を蹴けって方向転換させた。竜りゆう王おうに背を向けて、接近中の竜のほうへ近づいていく。

  　移動しながら、チェルソは兵たちに指示を飛ばした。

  「総員、後方の竜を警戒ぃ！　回避態勢をとっとけぇ！」

  　迎げい撃げき準備ではなく、時間稼ぎでもなく、回避の指示。本来、身体からだを張ってでも竜を止めるのが兵たちの仕事だ。兵が回避してしまっては、王おう都とを守れない。

  　チェルソの指示は前ぜん代だい未み聞もんの内容だったが、この状況に限っては理に適かなっていた。前もって言い含められていたということもあって、兵たちも戸と惑まどわずに従う。

  「お前ら、わかってるなぁー!?　攻撃はあくまで遠巻きに！　間合い見極めて随ずい時じ後退！　お互い無駄な傷を負わねえように誘導すんぞ！」

  「了解！」

  　戦士の攻撃が竜王に効きかず、結けつ界かい術師も出動しないという現状で、軍は奇き策さくを用意していた。

  　異常事態の王都には、おそらく、竜が様々な思おも惑わくを抱いだいて集まってくるはずだと読んだ。土地や食しよく糧りよう目当ての者や、他ほかの竜たちに自分の勇ゆう敢かんさを知らしめたい者もいるだろう。

  　そんな竜たちと、竜王を潰つぶしあわせる。

  　竜の攻撃であれば、竜王を倒すまでいかなくとも、一いつ矢し報むくいられるのではないかという期待からの作戦だった。これまで試みたことはなく、成功率は未知数ではあるが、うまくいけば兵力を消耗せずに戦闘を進められる。

  　思惑は外れ、竜たちはなかなか王都に近づいてこなかったが、ようやく一匹目が現れ、チェルソの口に笑みが浮かぶ。

  　しかも、願ってもないことに、高位竜だ。

  　力強く翼つばさを羽ばたかせて近づいてくる。中位以下の竜とは一線を画かくする躍動感だ。全身に白い冷気を纏まとっており、巨体を覆おおうのは氷白色の鱗うろこ。

  　氷属性なのだろうと察せられた。


  


  第三章　刀身粉砕

  

  　視界に兵たちの存在を捉とらえた時点で、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルは減速を始めた。

  　王おう都との城壁は既すでに通り過ぎて、眼下には街並みが広がっている。街は全域が対竜結けつ界かいで守られており、高位竜であろうと竜りゆう王おうであろうと降り立つことは不可能だ。

  　当然、ゴーヴェドルに攻撃の意思はない。王都の軍と戦う理由は、一いつ切さいない。まずはカーネスの状況を確かめたいという思いがあるだけだ。

  　だが、兵士たちが友好的に迎えてくれるわけがないことはわかっていた。

  　人間にとって竜は、自分たちの命を脅おびやかす敵だ。

  　兵士たちの視線が我が身に刺さる。彼らは自衛のために、命を懸かけて刃やいばを向けてくるだろう。

  　まともに戦えばゴーヴェドルに勝ち目はない。遠目に見ても、兵の数は百や二百どころではない。ただ頭数が多いだけでなく、技量も装備も充実している。王都にはノラと同等以上の戦士が相当数いるはずで、高位竜ですら近づけば狩られる。

  　ゴーヴェドルはそれを理解し、衝突は避け、間合いをとって停止した。

  　その場で羽ばたいて滞たい空くう。彼ひ我がの距離は三百メートルほどか。腕利ききの弓きゆう術じゆつ士の矢であれば優ゆうに届くだろうが、これだけ離れていればいかようにも回避や防御が可能だ。

  　兵たちの立場でも同じことが言える。高位竜の息い吹ぶきは脅きよう威いだが、射程範囲外にいれば安全だ。仮に届いたところで、距離があれば威力は落ち、命の危険はなくなる。

  　お互いに間合いの外で、なおかつ、声が届く距離。

  　会話を始める条件がひとまず整う。

  「王宮警備隊隊長の、ハロルドという奴やつはいるか？　話がしたい」

  　氷剣竜ゴーヴェドルが話を切りだした。

  　グライズは自分たちの街を出発する前に、王宮が発行した書状を手にしている。ゴーヴェドルは人間の文字を読めなかったが、アイの解説によると、そこにはカーネスを呼び出すという王宮の意思がしたためられており、王宮警備隊隊長の署名があるという話だった。

  　末端の兵では、カーネスのことを知らないかもしれない。書状に署名した本人に直接確かめるのが一番の早道だろうと、ゴーヴェドルは判断した。

  　兵たちは答えない。ただ弓を構えて、初しよ撃げきの号令を待っている。

  　ゴーヴェドルは続ける。

  「ここにはいないのか？　まあ、もちろん忙しい身なんだろうが……。もしかして、竜王と戦闘中か？」

  　慮おもんぱかりながらの質問だったが、やはり返答はない。

  　先ほど宿しゆく駅えきにやってきた連絡兵もそうだったが、なかなか口を割ってくれない。苛いら立だちを覚え、ゴーヴェドルは語調を変えることにした。

  「おいおい、まさかとは思うが、竜りゆう王おうが出てきたっていう緊急事態なのに隊長が出動してないのか？　大陸最強の剣士様ともあろうお方が、ここで出てこないならいつお出ましになられるんだ？」

  「うぜえ！　口を慎つつしみやがれ！　部外者にぐだぐだ言われる筋合いはねえんだよぉっ！」

  　威勢のいい怒声が飛んできた。挑発した甲か斐いがあったと、ゴーヴェドルはほくそ笑む。

  　兵たちが左右に分かれ、この場の統率者と思おぼしき人物が姿を現した。

  　端正な顔立ちの男だが、怒りで顔をしかめている。ペガサスに騎き乗じようしており、腰からは鋼球つきの鎖くさりがぶら下がって揺れていた。口調や態度からは若さ故ゆえの横おう柄へいさが感じられる。ゴーヴェドルの目には、ノラやアイよりも少し上のように映ったが、同い年と言われても驚かない。

  　鎖の男はペガサスをゆっくりと前進させる。ゴーヴェドルとの会話に応じるつもりのようだ。

  「おっと近づきすぎか？　この距離なら、竜の息い吹ぶきも当たっちゃうんじゃねえの？　ははっ！」

  　今度は男がゴーヴェドルを煽あおろうとするが、ゴーヴェドルは乗らない。

  「念のため確かめておくが、見たところ、お前は剣を持っていない。剣士ではないということは、ハロルドではないよな？」

  「あー、ご期待に添えなくて悪うござんしたねえ。あいにく、俺はハロルド・ガーティス閣かつ下かじゃあない。だが一応、この中では閣下に一番近い立場にあるんで、代理で話を聞いとくことにした。文句あっか？」

  「ハロルドの側近か。名は何という？」

  「王宮警備隊所属戦士、チェルソ・カルダーラ。側近ってほど近くないが、あの方の部下だ。毎日のように顔を合わせてる」

  　と言っても、閣下は全身甲かつ冑ちゆうで素顔を見せてくれないけどな、とチェルソは笑い混じりに言う。話の本筋とは関係ないと見て、ゴーヴェドルは受け流した。

  「おい、こっちが名乗ったんだ！　てめえも名乗るのが筋ってもんだろがっ！」

  「ああ、俺は氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルだ」

  「ほおー、ゴーヴェドル、ゴーヴェドル……。確か、二年くらい前に地方都市を襲った竜にそんな名前の奴やつがいたと思うが、合ってっか？」

  「……まあ、間違ってない」

  　実情は違うのだ、襲ったわけではないのだと釈明したいところではあるが、これも本筋とは関係ない。誤解させたままでいい。

  「で、ゴーヴェドルよ？　閣下に何の用だ？」

  「カーネス・オルコットという少女の状況を知りたい」

  　婉えん曲きよくも何もなく、ゴーヴェドルは本題に入った。

  「王宮が保護しているのか否いなか、保護していないとしたら、行方を知っているのか否か、聞かせてくれ」

  「ってか、悪い、誰だって？　カーネス・オルコット？」

  　チェルソが困惑した表情で聞き返してきた。決して、知っていて回答を拒否しているわけではなく、本当に知らない様子だった。

  「カーネスのことを、ハロルドから聞いてないか」

  「初めて聞く名前だ」

  「そうか……」

  　やはり、結けつ界かい術師の実名は機密であり、王宮警備隊の中でも限られた人間にしか知らされていないらしい。もともと、グライズの前にカーネス護衛の任務を負っていた特務部隊の一員、魔ま道どう剣士クリス・フェデルタですら何も知らなかったのだ。情報統制は徹底している。

  「そのカーネスってのは、閣かつ下かと関わりのあるガキなのか？　閣下なら状況を知っていると？」

  「まあ、な」

  「しかし何だ、どういう風の吹き回しだ、ゴーヴェドルさんよお？　高位竜が、どうしてひとりの人間のガキのことを気にする？」

  「内密な事情がある。話すと長い」

  「はっ！　すかしたこと言いやがって。まあ、いいけどよ。いや、よくないな。こっちは忙しい。お前の勝手な事情に付き合ってやれる暇ひまはないんだ。今、竜りゆう王おうへの対応で常駐軍も王宮警備隊も大忙し。閣下も大忙し。ここにお呼び立てすることなんて、とてもできない」

  　カーネスを王おう都とに呼んだのはお前たち王宮の人間ではないか、とゴーヴェドルは心の中で憤いきどおるが、カーネスが結界術師であることを知らないチェルソに言っても無駄だ。

  　焦じれるゴーヴェドルは、無む謀ぼうな、破壊的な考えを思いついてしまう。

  　こうなったら、ハロルドが駆けつけざるを得ない事態を引き起こしてやろうか。

  　ここにいる兵たちを攻撃し、殺傷し、ハロルドが来るまでやめないと宣言して暴れ続ければ、ハロルドも対応を考えるだろう。

  　もちろん、戦力差を考えれば、そんな試みは失敗に終わる公算が高いし、そもそも試みてはならない。カーネスを救うためとは言え、そのために兵の命を犠ぎ牲せいにするような真ま似ねをしてしまっては、彼女が心から喜ぶことなど到とう底てい望めない。

  　そして、兵たちにも家族がある。兵が死ねば、その家族は悲嘆に暮れ、ゴーヴェドルに対して、そして竜族全体に対して憎ぞう悪おを抱いだくことになるだろう。この二年、ノラを間近で見てきた身として、そのことは痛感している。

  　だから、ここで兵たちが攻撃してくるなら、逃げるしかない。アイに対して、危険からは逃げないと宣言したが、ここは逃げるべき局面だ。カーネスの情報は得られないと見て、一度離脱すべく、ゴーヴェドルは翼つばさに力を入れようとしたが、

  「閣下をここにお呼びすることは無理だが、お前を閣下のところに案内することなら、できなくもねえかもな」

  　意外にも、チェルソが提案してきた。

  「……連れていってくれるのか？　ハロルドのところに」

  「会いたいなら会わせてやるぜ？　普通なら竜の話なんか聞く耳持たずにぶっ殺すとこだが、気が変わった。お前に恩を売っておくのも悪くないかもしれねえ」

  「後で俺に何かを要求するつもりか？」

  「それは閣かつ下かのご判断次第だ。竜りゆう王おうの打破への協力を命じるかもしれねえし、あるいは、有う無むを言わさずお前の首を刎はねることだってある、かもなあ」

  　ゴーヴェドルを見み下くだすようなチェルソの笑み。大陸最強の剣士の強さを笠かさに着ての言動のようだが、ゴーヴェドルが怖おじ気けづくことはない。

  「ハロルドは冷静沈着を旨むねとする男のはずだ。問もん答どう無む用ようということはないだろう」

  「さすが、肝きもが据すわってるな」

  「仮にいきなり斬きりかかってくるようなことがあっても、自分の身は自分で守れる。交換条件も、俺にできることならやってやる。時間が惜しい。さっさと案内してくれ」

  「……急せかしぶりから察するに、そのカーネスというガキはよほど重要な事情を秘めてるようだな」

  　チェルソは洞察を述べ、大きな手振りで兵たちに陣形の変更を指示する。兵は左右に分かれ、ゴーヴェドルとの間合いを保ちながら、取り囲むように位置どった。一騎き一騎は小さな人間とペガサスだが、数百騎に囲まれるとさすがに圧迫感がある。

  　凄すごみを利きかせて、チェルソは告げる。

  「これから案内するが、妙な真ま似ねはすんじゃねえぞ？　ちょっとでもやべえと感じたら、俺の鋼球を叩たたき込んだ上で、この兵たちを一いつ斉せいにけしかける。高位竜だろうが数分で肉にく塊かいだぜ？」

  　一瞬ではなく数分という時間単位に、現実味を感じられた。大おお袈げ裟さに誇張されたものではなく、本当にやってのける能力はあるのだろう。

  　チェルソは腰に巻いた鎖くさりを一部解いて、右手に持って縦に高速回転させた。自らが乗るペガサスの脇わきで風が唸うなる。直径二メートルほどの円運動。動どう態たい視力に優すぐれる高位竜の眼まなこをもってしても、先端の鋼球の姿は霞かすんでいた。凄すさまじい遠心力がチェルソの腕を襲っているはずだが、逞たくましい右腕の動きに乱れはまったく見られない。

  　戦闘時には、おそらく鎖が巨大化するのだろう。最大でどれほどの威力を発揮するのかは不明だが、警戒に値あたいすることだけは、チェルソの発する戦意から感じられた。数百人の兵など出る幕もなく、チェルソひとりでゴーヴェドルに匹ひつ敵てきしかねない。

  「閣下は最前線で指揮を執とっている。竜王のそばだが、怖いとか言わねえだろうな？」

  「今さらだな。無論、平気だ。王都ここに来ると決めた時点で、そのくらいのことは覚悟している」

  「よし、ゆっくり進め。この方角だ」

  　ゴーヴェドルは指示を鵜う呑のみにして従う。

  　ここで、チェルソの言葉を疑えというのは、ゴーヴェドルにはあまりにも酷こくな要求だった。

  　人間社会で二年を過ごしたとは言え、対外的な折せつ衝しようはギルドの長ちようであるノラが担になってきたため、見ず知らずの人間とやりとりする経験はほとんど皆かい無むと言っていい。

  　実際には、現在の王宮警備隊隊長は最前線に立てるような状態にはないのだが、チェルソの噓うそを見抜けるほどの洞察力は、ゴーヴェドルには備わっていない。
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  　竜りゆう王おうの復活から丸一日以上。前ぜん代だい未み聞もんの危機は未いまだに去っていないが、王おう都との住民はほとんど全員が逃げずに留とどまっていた。

  　近隣都市の人々が少しでも王都から離れようとしているのとは対照的な反応。ほぼ全域に豪雨が降っているため、扉とびらや窓に目張りをして自宅に引きこもっている。自宅が浸水してしまった住民は公的な施設に避難して、とりあえず難を逃のがれていた。

  　王都の外壁を出入りする者はいない。普段なら交こう易えき業者の馬車がひっきりなしに行き交うのだが、今は雨音が響くだけで、他ほかに動くものはなかった。

  　もちろん、王都の住民が脳のう天てん気きに過ごしているわけではない。危険に鈍感なわけでも、命知らずなわけでもない。

  　彼らが拠より所としているのは、王都全域を覆おおう対竜結けつ界かいだった。

  　竜王が封印を突破したとは言え、対竜結界は依い然ぜん健在であり、王都の中に竜が入ってくることはない。竜王が王都の地に降り立つことも不可能だ。

  　逆に言えば、王都から一歩でも出れば、そこは危険地帯。竜王の動きが予想できない今、外に出た者が竜王に襲われるという事態が十分に考えられた。

  　巨大な脚あしが天空から降り、人間数十人をひと纏まとめにして踏み砕き、遺い骸がいを大地にめり込ませる。常なる竜とは別次元の破壊行為を想像してしまい、住民は恐怖で動けない。今の王都が危険とわかっていても、王都から離れるのも危ないため、人々は二に律りつ背はい反はんに悩んだ結果として現状維持を選んだのだ。

  　いずれ、王宮警備隊や常駐軍が何とかしてくれるはず。

  　竜王は力尽きるはず。

  　そんな期待を向けながら、上空の様子を窓から恐る恐る窺うかがうのだった。

  「要するに、奴やつらは座ざして死を待つことにしたってわけだ！　この辺には馬ば鹿かしかいないらしい！　王都の外に出たら竜王が襲ってくる？　想像するのは自由だが、ちょっと考えてみろ！　それで竜王に何の得があるってんだ!?」

  　大多数の住民と違い、恐怖に囚とらわれることなく合理的に考えた男がいた。

  　王おう都とを含む複数の都市に事務所を構える、壮年の大商人。恰かつ幅ぷくのいい体格を高級店の背広に包み、両手を広げ、不敵に声を上げて笑っている。

  　父親から引き継いだ事業を、自らの手腕で飛躍的に拡大させたやり手である。商取引の場で発揮してきた剛ごう胆たんさを今日も働かせ、王都からの離脱を決意していた。

  　もちろん、外の危険は正当に認識している。竜りゆう王おうがわざわざ降りてくることはないと看かん破ぱしたが、他ほかの竜が飛来してくる可能性は無視できない。王都の緊急事態にあわせて竜の活動も活発になるだろうと踏んで、普段の移動よりも入念に私兵を手配した。

  　金に物を言わせて雇やとった腕利ききの兵が、総勢十九名。元盗賊など、ならず者上がりの者も多くいて、周囲からの評判は決して芳かんばしくないが、腕力と度胸は申し分なかった。

  　竜との交戦も何度か経験しており、死線を潜くぐり抜けた猛も者さ揃ぞろい。死傷者を出しながらも中位竜を撃退した実績があり、戦闘ギルドに引けを取らない戦闘力を誇っている。

  　五台の馬車に分乗し、商人を護衛する隊列を組んで出発する。

  「さらば王都よ、臆おく病びよう者どもよ！　雷かみなりに打たれて死ぬがいい！」

  　優越感に満ちた言葉を残し、王都外壁の門を潜る。

  　馬車の屋根を叩たたく雨音が消えた。王都上空とはうって変わって、街道の真上には晴天が広がっていた。道の両側は見渡す限りの平原で、緑が瑞みず々みずしく輝いている。

  　商人自身は、竜王が追ってなどこないことを確信していたが、同乗する私兵たちは窓から身を乗り出して、後方の空を仰ぎ見た。

  　分厚い雷らい雲うんは依い然ぜん動かず。

  　上空で戦線維持する軍の兵たちにも、特に動きは見られなかった。

  　ただただ、王都の外壁が遠ざかっていく。

  「異常ありませんでしたぜ」

  　兵たちは安あん堵どの笑みとともに、窓を閉じて商人に報告した。

  　商人は座席でふんぞり返り、誇らしげに講釈する。

  「我わが輩はいの言ったとおりであろうが！　いいかお前たち！　自分の頭で考えることが肝要なのだ！　周囲に流されず！　常に疑問を持ち！　根拠を探す姿勢！　それこそが我ガッ！」

  　それこそが、商人の最さい期ごの言葉となった。

  　兵たちが警戒を解いた直後に、馬車の真上の空間で召しよう喚かん魔術が発動していた。

  　予あらかじめ、高度数十メートルの位置に仕掛けられていた召喚陣の数は二十を超える。術師は離れたところにある茂みに隠れていた。息を潜ひそめて街道の様子を窺うかがい、時機を見て召喚陣を遠隔操作したのだ。

  　喚よび出されたのは、軍用象ボニ・ガージヤの群れ。

  　二十頭もの軍用象ボニ・ガージヤが、空中から馬車めがけて降り注いだ。

  　一頭一頭が体高五メートル、体重十トンを超える巨体。それが二十頭ともなれば、総体としては竜すらも凌りよう駕がする質量となる。おまけに皮ひ膚ふは硬く、頑丈そのもの。それが高所から犇ひしめきあいながら落下し、馬車一台に対して四頭の割合で襲来する。

  　軍の特殊車両ですら危ういところ、商人の移動用馬車の耐久力では持ちこたえられるはずがない。車両は乗員ごと平らに潰つぶされ、車輪が弾はじけ飛んで遠くまで転がった。街道には血ち溜だまりがじわじわと広がっていく。

  　周囲に土つち煙けむりが漂ただよう中、絶命した軍用象ボニ・ガージヤたちは光となって、もといた異世界に還かえっていった。

  「やりました！」

  　隠れていた術師が、小さな拳こぶしを天高く突き上げた。

  　茂みから立ち上がって笑顔を見せたのは、魔ま道どう師シェリー・モットレイだった。

  「我われながらばっちりな発動でした！　とっても痛快です！」

  　商人の考えは概おおむねのところ正しかったが、いくら考えたところで、シェリーの待ち伏せを想定することは最初から不可能だった。

  「王おう都とから逃げようったって、そうはいきませぬよー？　戦士や結けつ界かい術師をあれだけかき集めておいて、都合が悪くなったら逃げるだなんて、そんな虫のいい話は私が許しませぬ。皆さんには、私たちの村の人たちと、おんなじ目に遭あっていただきます！」

  　シェリーの恨うらみは、王都に住む者全員、出入りする者全員に向かっている。

  　隠れるのは止やめ、両手を口に添え、遠い城壁に向けて叫んだ。

  「ここで死んでいただきますよー！」

  「シェリー……」

  　そばには、カーネスが立っていた。もはや縄や猿ぐつわの拘束はないが、おとなしくシェリーに引き続き連れられている。走り回れるだけの自由があっても、逃げようとしたところで取り押さえられてしまうし、そもそも、カーネスには逃げ場がなかった。

  　ただ力なくシェリーに声をかけるだけ。制止しようとする意思は失われていた。拉ら致ちされた昨日からずっと、思いとどまるように説得してきたが、とうとう諦あきらめてしまった。どれだけ思いを込めたところで、カーネスの言葉はシェリーの心にまったく響かないのだ。

  　今もシェリーは、カーネスの虚うつろな声こわ色いろをまったく違う形に解釈する。

  「あー、カーネスさん、もしかしてお腹なか減ってます？　夕ご飯にはまだ早いですよ？　もうちょっと待っていただけませぬか？」

  　シェリーは長期戦を見越して、干した果物を保存食として携行していた。砂糖漬づけにしてあり、カーネスも好む味ではあったが、大量虐ぎやく殺さつを目にした後で何か食べたいとは思えない。

  「食欲なんてないにゃ……」

  「そうですか？　体調が優すぐれませぬか？　ちょっと昨日から、カーネスさんを連れ回しすぎましたから、申し訳なかったです。休んでていいですよ？」

  　引き続き慇いん懃ぎん無ぶ礼れいで、気き遣づかいもずれていたが、それでも一貫して優しい態度なのはカーネスにとってはせめてもの救いだった。反逆者が粗暴な男性だった場合のことを考えると雲うん泥でいの差だ。男性恐怖症のカーネスである。拉ら致ちされたという恐怖と緊張に加えて、発ほつ作さまで出ていたら負担はさらに重くなるところだった。

  　シェリーはカーネスに笑いかけ、小さく手を振りながら街道へ向かおうとした。今し方発動した召しよう喚かん陣と同じものを、再び用意しにいく。

  　だが、踏み出したところで足を止めた。

  　王おう都ととは反対側、西の空に気配があった。翼つばさを生はやした人型の生物が、空を飛んでくる。刺とげ々とげしい形状の翼が、風を優雅に捉とらえている。

  　間違いなく、竜人だ。

  　王都に向けて飛行していた竜人は、シェリーたちに気づいて方向転換した。急激に曲がって高度を落とし、地面めがけて降ってくる。頭から墜落するかのような体勢だったが、途中で減速。宙返りするように姿勢を整え、そっと脚あしから着地した。

  　大多数の人間にとって、竜の接近は絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危機だが、シェリーは動じなかった。相手の竜とは浅からぬ面識がある。

  　竜人は、人間の少女の顔で微笑を浮かべている。

  　劫ごう火か竜ウォーフィアだった。

  「ま、また来たのにゃ……？」

  「二日ぶりくらいかしら、カーネス嬢？」

  　冷ややかに声をかけるウォーフィア。カーネスは恐れ戦おののき、震えながら一歩一歩後退し、距離をおいてへたり込んだ。

  　ウォーフィアはそれ以上カーネスに興味を示さず、街道に目を向けた。

  「凄すごいわね、ぺしゃんこになってるあの馬車の一団。あれは、あなたがやったの、シェリー？」

  「ウォーフィアさん、遅いですよう！　治療とかに時間かけすぎです！」

  　シェリーは開かい口こう一番、不満をぶつけた。ウォーフィアとは竜りゆう王おう復活のために手を組んでいたのだが、肝心の作戦開始時に現れなかったため、シェリーは計画を微修正したのだった。

  「面めん目ぼくないわ。でも、治療のことを知ってるってことは、地ち殻かく竜グルヴァーダの伝言を聞いてくれたのね？」

  「ええ、聞きました、聞きましたよ。ノラさんにやられたと伺うかがいましたよ。すぐに追いつくという話でしたのに、とんだ計算違いでしたね」

  　ひとしきり詰なじった後で、シェリーはウォーフィアの表情を観察した。

  　両目ともに、開いている。

  　都市ガルズムで会った際には右目が塞ふさがっていたが、今は問題なく見えるようだ。形だけ治したわけではなく、眼球運動も正常だ。

  「しかし、よく治りましたねえ、その右目。いったいどうやったんです？」

  「別の竜の眼球を移植したわ。腕のいい、医療専門の魔ま道どう師に協力してもらってね」

  　要約して報告するウォーフィア。

  　過程を大胆に省いた言葉であり、その裏には魔道師探しや、火竜の探索と戦闘という苦労、さらには想像を絶する激痛が隠されていたが、ウォーフィアはくどくどと誇示しない。

  　シェリーも特に深読みはせず、ただ感心した。

  「あー、そんな手があったんですねー。まったく思いつきませんでした。まあ、思いついたところで、実際にそんな技術のある魔道師さんなんて、本当に珍しいと思いますけど」

  「その点、私は運がよかったわ。ところで」

  　涼しげにそう言った後で、ウォーフィアは東に目を向けた。

  　雷らい雲うんは変わらず、これ以上なく局地的に王おう都とだけを襲い続けている。

  「途中で情報は聞いたけど、本当に竜りゆう王おう様は出られたのね。私が出る幕はなかった、と」

  「いえいえ、遅かったとはいえ、来ていただいたのはありがたいですよ？　仕事はまだまだ残ってますので」

  　シェリーは親指を立てて、街道を指し示す。商人の馬車の残ざん骸がいが道を塞ふさいでいた。

  「あんな風に、王都から逃げようとする輩やからが現れ始めてるんです。まだごく少数ですけど、今後、増える可能性があります。せっかく王都を滅ぼしても、蛻もぬけの殻からではウォーフィアさんも拍ひよう子し抜けでしょう？」

  「なるほどね。それは確かに大事なことだわ。王都の人口は百万人。ここに閉じこめて、都市ごと死んでもらいましょう」

  　王都に恨うらみを持つシェリーと、大陸の覇は権けん奪だつ取しゆを期するウォーフィア。望みはそれぞれ違っているが、王都の人々を全滅させたいという点では利害が一致していた。

  「私ひとりでは、出入り口一か所を見張ることしかできませぬ。私はここ、西側に張りつきますから、ウォーフィアさんは東側をご担当いただけますか？」

  「竜の飛ひ翔しよう能力を甘く見ないでくれる？　東側の一か所と言わず、広範囲を巡回して睨にらみを利きかせるくらいのことはできるわよ？」

  「それでは手薄になりませぬか？　移動する隙すきに逃げられてしまうのでは……？」

  「東につきっきりになって、北や南が安全と知られれば、そこから大勢出ていく可能性があるわ。多少手薄になっても、各地に不定期に現れたほうが脅おどしになるはず。違う？」

  「言われてみれば、ごもっともな話ですね……。わかりました！　西側以外を満まん遍べんなくお願いいたします！」

  　ウォーフィアの提案が採用され、封鎖の方針が定まった。合流したのも束つかの間ま、ウォーフィアとシェリーは再び別行動をとる。

  　はずだったが、

  「その前に、私の仕事はもうひとつ……！」

  　ウォーフィアは東ではなく、シェリーのほうを見ていた。

  　正確にはシェリーの背後、虚うつろな表情でへたり込むカーネスを見て、

  　瞬間。

  　ウォーフィアの突撃は、その場に現れた軍用象ボニ・ガージヤに阻はばまれていた。

  　助走せず、予備動作も最小限に抑えて踏み切って飛びかかったが、その進路はシェリーの召しよう喚かん魔術で遮さえぎられた。横並びに壁を作るように、軍用象ボニ・ガージヤが三頭。

  　避よけきれずに激突し、ウォーフィアは跳はね返された。

  　無傷で着地したウォーフィアに対し、軍用象ボニ・ガージヤは痛がっている。嘶いななく声が耳みみ障ざわりに響いた。

  　カーネスは驚きで目を見開いた。今の今まで、シェリーとウォーフィアは仲間として語らっていたのに、何が起きたというのか。

  　シェリーは冷静に、しかし、ただならぬ憤いきどおりを込めて聞く。

  「何のつもりです、ウォーフィアさん？」

  「ちゃんと防御したってことは、薄々予感はしてたんでしょう、シェリー？」

  　ウォーフィアは激突した手首を軽く振りながら、言う。

  「竜りゆう王おう様が解放された今、カーネス嬢はもう要いらない。違う？」

  　今現在、ウォーフィアの標的はカーネスだった。
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  　鎖さ術じゆつ士チェルソと兵たちは、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルを取り巻きながらゆっくりと進み、竜王のそばにまで到達していた。

  　当初の予定では戦闘しながら後退し、ゴーヴェドルの深追いを誘うつもりだったが、そんな必要はまるでなかった。兵のひとりどころか、矢の一本も失うことなく、チェルソは目的を果たしつつあった。

  　とは言え、楽な展開ではない。

  　雷らい雲うんの頂上に近い部分、雲が薄くなっているところを前進する。

  　視界が悪く、竜王の正確な位置までは見通せない。雲越しにもわかる程度の存在感があり、近づけばそれとわかるはずだが、油断して不用意に遭そう遇ぐうしてしまうと兵に甚じん大だいな被害が出てしまう。気を切らさず、いつでも離脱できるように心づもりをする。接近すればするほど、緊張感が高まっていく。

  「ハロルドってのは、お前よりも強いのか？」

  　不意に、ゴーヴェドルが口を開いた。前を向いたまま質問を投げかける。

  　チェルソの騎きはゴーヴェドルの斜め後方に控え、後頭部を見下ろす位置にいた。そのため、ゴーヴェドルの言葉が自分に向けられたものだと気づくのが遅れた。

  「……ああん？　俺に言ったのか、今のは？」

  「この中で一番強いのはお前なんだろ？　ハロルドと比較するなら、お前しかいない。で、ハロルドは強いのか？」

  「そりゃあ、隊長だからな。……てか、俺の強さを知らないお前がそんな質問して、意味あんのか？」

  「お前の強さはだいたい想像がついた。その鎖くさりがどのくらいでかくなるかにもよるけど、全力でやれば、いい勝負になると思う」

  　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルは、外見や会話からチェルソの力量を推おし量はかっていた。高位竜から評価を下くだされ、チェルソは獰どう猛もうな笑みを浮かべて尋たずねる。

  「ほおー……？　それは俺を褒ほめたつもりか？　それとも、挑発してんのか？」

  「どっちでもない。事実だろ？」

  「お前が並の高位竜だとしたら、まあ、そのとおりだろーな」

  「ということは、ハロルドは俺より強い、と」

  「言うまでもねえ。閣かつ下かが倒せない竜なんて、この世に存在しねえ」

  　チェルソは自らの上司のことを誇らしげに語る。

  　しかし、訂正を加えなければならないことに気づいた。

  「……竜りゆう王おう以外には、な」

  　遂に、竜王のそばにまで到達した。

  　雲はそれ自体が黒いが、中にある巨大な姿がさらに濃い影となって浮かび上がる。

  　王宮敷地内の宝ほう物もつ庫、二十階建て相当の大きさのものが、呼吸し、思考している。今は静かに浮ふ遊ゆうしているが、その場で羽ばたいているだけでも強風が生じる。周囲の雲は吹き飛ばされるが、入れ替わるようにして別の雲が竜王に吸い寄せられ、その姿は一瞬見え隠れするだけだ。

  　今、チェルソの視界には二匹の竜がいる。見比べてみると存在感の差は歴然。都市を滅ぼすとされる高位竜ですら、竜王の前では痩やせた野の良ら猫のように見えた。

  　ゴーヴェドルは感想を述べることもせず、ただ見下ろしている。口をぽかんと開けているのは、決して息い吹ぶきの前兆などではない。

  　チェルソは、ペガサスの手た綱づなを操あやつり速度を上げ、ゴーヴェドルの前方に出た。

  　ここから、任務のために演技をしなければならない。

  「閣下、お待たせいたしました」

  　向かう先には、チェルソと同じようにペガサスに乗った戦士がいる。

  　全身甲かつ冑ちゆうの人物。顔は兜かぶとで隠し、腰には剣を帯びている。馬上で堂々と胸を張って、微み塵じんも揺るがない姿勢。

  　チェルソは、ゴーヴェドルや兵たちに対するのとは違い、丁てい重ちような態度で話す。

  「先にお伝えしていたように、閣下に用件のあるという竜を連れてまいりました」

  「……ご苦労でした」

  　甲かつ冑ちゆうの剣士は低い声で応じ、頷うなずいた。

  「あれが、ハロルドか……？」

  　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルは、やりとりを遠目に観察して、納得した風に呟つぶやいた。

  　チェルソは、思わずほくそ笑む。

  　今、チェルソの前にいる甲冑の男は、王宮警備隊隊長などではない。

  　氷剣竜ゴーヴェドルが現れたことを受けて、密ひそかに手を回して急きゆう遽きよ用意した影かげ武む者しやである。

  　精度はさほど高くない。王おう都と常駐軍の剣士の中から器用な者を選び出し、甲冑を着せただけの変装であり、演技指導はまったくしていない。本気で似せるなら、ガーティス家の人材を使うか、普段からハロルドと会話する機会のある王宮警備隊の剣士を使うべきなのだが、いずれも要所に配備されており、持ち場を離れられなかった。

  　だが、騙だます相手はハロルドと初対面の竜である。

  　目立つ特徴さえ再現しておけば、雑な変装でも十分通用するはずだ。

  「話は聞いています、氷剣竜ゴーヴェドルよ」

  　甲冑の剣士は風格たっぷりに呼びかける。なかなか様さまになってるじゃねえかと、チェルソは心の中で剣士の演技を褒ほめた。

  「カーネス・オルコットの消息を知りたいと。相違ありませんか？」

  「……ああ」

  「よろしい。お教えするのは吝やぶさかではありませんが、その前にいくつか、あなたにお聞きしたいことがあります」

  　影武者はひと呼吸おいて、尋たずねる。

  「あなたは、なぜカーネスのことを知っているのですか？　どこでその名を知りましたか？」

  「ん？　ここでそれを言っていいのか？　他ほかの兵たちの前だが？」

  　ゴーヴェドルは周囲を見回し、チェルソたちの存在を気にする素そ振ぶりを見せた。

  「構いません。述べなさい」

  「じゃあ、いいか……。ええと、お前がカーネスを呼ぶために派遣した部隊が、途中で壊かい滅めつしたのは知ってるよな？　その場に、俺は居合わせた。誤解してほしくないが、俺が壊滅させたわけじゃない。居合わせただけだ。そこで俺はカーネスと話した。柄じゃないが、その後の無事が気になったんだ。あいつは、他の竜に狙ねらわれていたようだからな」

  　チェルソを含め、この場の全員がゴーヴェドルの話を注意深く聞いた。

  　彼らはカーネスの行方どころか、カーネスが何者なのかすらわかっていない。もちろん、王宮警備隊の上層部にはカーネスのことを知る者が存在するが、機密情報であるため共有されていない。

  　ゴーヴェドルに竜りゆう王おうを攻撃させるよう仕向けるためには、会話を円えん滑かつに運び、ゴーヴェドルが納得するような答えを返さなくてはならない。そのためには、カーネスにまつわる情報が必要だ。矛む盾じゆんすることを口走れば、ゴーヴェドルが違和感を抱いだいてしまう。

  　会話がどう転がるかわからないため、影かげ武む者しやの機転が鍵かぎを握る。ひたすら話を合わせつつ、ゴーヴェドルの協力を勝ち取りにいく。

  「そうですか……。竜であるあなたが、カーネスに温情を抱きましたか……」

  「自分の村を離れて寂しそうにしてたからな。俺も似たようなもんだったから、親近感？　ではないかもしれないが、まあ、何というかその」

  「わかりました。あなたを信じましょう」

  「……それは助かる」

  　影武者はゴーヴェドルの話を遮さえぎって収束させた。まだ情報を引き出す余地はありそうだったが、ゴーヴェドルが会話をさほど得え手てとしていないと見ての判断。影武者の思い切った独断だったが、悪くないとチェルソは思う。

  「もうひとつ。私は、あなたに情報を提供する代わりに、あなたの協力を求めます。竜りゆう王おう討とう伐ばつの力になっていただきたいのですが、支障ありますか？」

  「条件次第だ」

  　ゴーヴェドルは自分の要求を告げる。

  「俺は、カーネスを救うためにここに来た。カーネスが危険な状態にあるとしたら、一刻も早くその場に駆けつけたい。カーネスのことを解決するのが先で、戦うのが後。そういう条件なら構わない」

  「…………」

  　影武者は黙もつ考こうに沈む。チェルソにも、彼の気持ちはよくわかった。

  　選択を迫られている。

  　まずは「カーネスは王宮が保護したので安全だ」と答えるか、「行方不明で危険だ」と答えるかの二に択たく。

  　仮に「安全」と答えたら、ゴーヴェドルがカーネスのために動く理由はなくなる。カーネスが無事とわかって満足してしまい、王宮の指示を聞き入れる必要もなくなってしまう。

  　仮に「危険」と答えるとしたら、さらなる二択を迫られる。ゴーヴェドルの条件を認めるか否いなかを決めなくてはならない。

  　認めれば、ゴーヴェドルは一いつ旦たんこの場から離脱する。その後、本当にここに戻ってくるのか。戻るよう強制できるのか。そもそも、どこに向かわせるべきなのかもわからない。

  　認めないとしたら、意見は対立する。

  　この選択は常駐軍の兵にはあまりにも酷こくだ。兵たちを預かる立場のチェルソが動かなくてはならない。チェルソはゴーヴェドルの死角に入り、身振りと表情で影武者に合図する。

  　要求は、蹴けれ。

  　影かげ武む者しやは一瞬だけ視線をチェルソに向け、指示を確認した。

  「その条件は認められません」

  　あたかも自分で判断したかのように、ゴーヴェドルに告げる。

  「カーネスが無事になった後で、あなたがここに戻ってくる保証がありません」

  「そりゃ確かにそうかもしれないが……！」

  「竜りゆう王おうと戦うのが先。カーネスのところに向かうのは後です」

  「……じゃあ、やっぱり王宮はカーネスを保護していないってことだな」

  「そう受け取っていただいて結構です」

  　影武者は落ち着き払って、虚きよ偽ぎの情報を伝える。

  「カーネスの居場所は特定できていませんが、軍の捜査により手がかりは得られています。あなたが竜王と戦った後で、お教えしましょう」

  「どうしても、戦うのが先か」

  「そこは譲れません」

  「もう一度聞く。どうしても、戦うのが先か」

  　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルが凄すごんだ。全身から冷気が盛大に放出され、間合いを保っている戦士たちのところにまで届く。肉体的にも精神的にも寒気が走り、戦士たちは浮き足だった。ゴーヴェドル自身はまだ動いていないが、あからさまな威い嚇かく行為だ。

  「てめえ……！」

  　チェルソは腰の鎖くさりを解いて構えた。まずは短く持ち、手首の回転で振り回す。全力攻撃のための助走である。ゴーヴェドルが暴走するようならやむを得ない、鋼球を叩たたき込んで殺す。

  　そう警告しようとしたところ、

  「脅おどしには応じません」

  　影武者が宣言した。他ほかの兵たちと同様、自らも気け圧おされているだろうに、それを感じさせない口振り。もちろん、甲冑があって表情が見えないからこそだろうが、大陸最強の剣士にふさわしい威厳を維持し続けている。

  「我々、王おう都と常駐軍は怯ひるみません。ここで暴れて強引に譲歩を引き出そうとしているなら、よろしい、やってみなさい。こちらにも被害は出るでしょうが、あなたはここで無む為いに死ぬことになります。それはお互い困るでしょう？」

  　影武者の冷静さは賞賛に値あたいする。それは大いに認めるところだが、チェルソは影武者の言葉に綻ほころびを見いだし、心臓に汗をかいていた。

  　我々、王都常駐軍。

  　本物のハロルドの口からは出ない言葉。正しくは、王宮警備隊だ。常駐軍所属の剣士を使ったがための失策に、チェルソは密ひそかに唇を嚙かむ。

  　やばい。

  　頼むから、気づくな。

  　ゴーヴェドルよ、この違いに気づいてくれるな。

  　お前の目の前にいるのは正しよう真しん正しよう銘めいハロルド・ガーティスであり、大陸最強の剣士だ。お前はその威厳に負けて、ハロルドの要求を呑のむんだ。

  　催さい眠みん魔術などまったく使えないチェルソだが、強く念じる。

  　念じながら、手元では鎖くさりを回し続ける。

  　数秒の膠こう着ちやく状態。

  　ふっと柔らかな風音がして、ゴーヴェドルの冷気が和やわらいだ。

  「確かに、お前の言うとおりだな、ハロルド」

  　ゴーヴェドルの声からは棘とげが消えていた。

  　無駄な戦闘は回避された。

  　チェルソも、鎖を回すのを止やめた。

  　やった。よくやったぞ。チェルソは剣士への労ねぎらいの気持ちを胸に抱いだく。直属の部下というわけではないが、祝い酒でも振る舞ってやりたい気分だった。

  　交渉はほぼ纏まとまり、最後の詰めに入る。

  「先に竜りゆう王おうと戦うのは了解した。だが、少しだけ譲ってもらえないか？　竜王を倒すまで戦えと言われても、正直、勝てる気がしない。俺が死んだらカーネスを助けにいけないわけで、それでは意味がないんだ」

  「そうですね。あなたの立場もわかります」

  「だから、戦うのは日没までということにさせてくれ。何とか、竜王に手傷を負わせられるように力を尽くす。それを見届けたら、カーネスの手がかりを教えてくれ」

  　日没までは、あと数時間といったところだ。竜の体力をもってすれば丸一日戦い続けることも可能なはずだが、相手が竜王ではそうもいかないだろう。数時間というのは、ゴーヴェドルを利用する限度としていい落としどころかもしれない。

  　チェルソは剣士への合図のために、大きく繰り返して頷うなずいた。剣士はそれを確認し、ゴーヴェドルに応じる。

  「……いいでしょう。あなたが日没まで戦い抜いたら、こちらの情報を提供します」

  　カーネスの情報など持っていないが、交渉上はこれで問題ない。

  　ようやく、竜王と氷ひよう剣けん竜を潰つぶしあわせることができる。

  「話は決まったようだな」

  　突如。

  　雷かみなりのように、空間を割る響きを伴ともなう声。

  　耳じ孔こうに割り込み、頭を侵おかすような声。

  　チェルソは警戒心を高める。兵たちも向きを変え、声の主ぬしを視界に捉とらえて武器を構えた。

  　兵は全員、この声を昨日聞いている。巡回警備中だった者や、待機中だった者はもちろんのこと、交代勤務で睡眠中だった者も聞いて飛び起きた。昨日の声は遙はるか遠くまで届いたため、この場にいない、近隣都市に向かった兵ですら例外ではない。

  　これは、竜りゆう王おうの声だ。

  　竜王は会話の一部始終を聞いて、交渉が纏まとまったところで声をかけてきたのだ。

  「私に挑むのだろう？　そんな身のほど知らずの竜がいるとは思っていなかったが、面白そうだ。日没直前まで遊んでやるから、それまでは壊れるなよ？」
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  「どいてくれるかしら、シェリー？　竜王様が出られたんだから、結けつ界かい術師は不要どころか邪魔なのよ」

  　ウォーフィアは淀よどみなく自分の要求を述べ、シェリーと軍用象ボニ・ガージヤと向かいあっている。

  　目を治し、力を取り戻した高位竜。その気になれば、軍用象ボニ・ガージヤなど瞬時に焼死させられる。人間が対たい峙じするにはあまりにも分ぶが悪い相手だ。

  「あなたは私と組んでるからいいとしても、カーネス嬢は私たちに反抗的だわ。今始末しておかないと、後々、竜族の脅きよう威いになる可能性もあるわけだし。竜王様にだってご安心いただきたいもの」

  　ウォーフィアにとって今この場は、竜の天敵である結界術師を排除する絶好機となっていた。

  　シェリーは怯ひるまずに立つ。

  　カーネスを守るために立ちはだかる。

  　かつて、シェリーもカーネスと同じように、結界術師として王おう都とに招かれた。

  　故郷の村を離れ、遠く、縁もゆかりもない王都へ。

  　王宮は、シェリーに発現した稀き少しような才能を求めていた。地上最強の生物、竜を寄せつけない結界を作り出し、王都全域を守るのがシェリーに課せられた任務だった。

  　だが、それは同時に、竜への対抗戦力が村から奪われることを意味していた。

  　村の人々は困惑し、シェリーも村を離れたくないと強く願ったが、王都の権力と武力の前に、逆らうことは許されなかった。

  　結局、シェリーは連れていかれ、王宮から労働者数百人分の給料を受け取る立場となった。結界術師を輩はい出しゆつしたということで、村にも報ほう奨しようとしてかなりの金が入ったと聞く。

  　貧乏な村だったので、金銭的に恵まれることの大切さはわかっているつもりだったが、シェリーは、どれだけ金を得ても幸せにはなれなかった。

  　本当は、ずっと村にいたかった。

  　温かい家族と、慣れ親しんだ友達と、優しい大人たちと一緒に暮らし、この慎つつましい生活を守っていたかった。

  　王おう都とから出ることが許されず、彼らに会いにいけなくなって数年が過ぎ、村は滅びた。

  　竜によって、滅ぼされた。

  　シェリーがいさえすれば、竜なんて追い返せたのに。

  　王都なんかじゃなくて、村を守りたかったのに。

  　なぜ、私はここにいるんだろう。

  　いなきゃいけないんだろう。

  　こんなのはおかしい、とシェリーは思った。

  　正さなくてはならないと思った。

  　シェリーは、故郷の村にいるべきだった。

  　カーネスも、故郷に帰るべきだ。

  　シェリーが竜りゆう王おう解放後もカーネスを連れ回している理由は、そこにこそあった。

  　強い信念を胸に、シェリーは口を開く。

  「言いましたよね、ウォーフィアさん？　私が憎むのは王都の人々であり、地方の人々はそうではない、と」

  「…………」

  　治ったばかりの右目を、不機嫌そうに顰しかめるウォーフィア。


  [image: ]


  　シェリーは、宣言する。

  「カーネスちゃんは、私が守ります」

  「ふうん。あっ、そう」

  　ウォーフィアは諦てい念ねんを込めた相あい槌づちを打った。殺気が解かれ、空気の緊迫が和やわらぐ。

  「いいわ。ここは諦あきらめておいてあげる。カーネス嬢ひとりの命のために、あなたと本気でやり合う危険を冒おかすのは、ちょっと割りに合わなさそうだし」

  　ウォーフィアは、シェリーがいざとなれば結けつ界かい術を使用できることをわかっていた。ウォーフィアに手傷を負わせてしまうと、王おう都と封鎖に支障が出る恐れがあるため、シェリーは結界術による攻撃を最後の手段として温存していた。

  　シェリーも笑顔を作る。

  「ですよね！　ウォーフィアさんならわかってくださると思ってました！　改めて、王都壊かい滅めつに向けて一緒に頑張りましょう！」

  「でもさ、シェリー。王都内にいる結界術師は死んでも平気なわけ？　彼らも地方から召しよう集しゆうされたんでしょう？　あと、ガルズムとナリスタンを壊滅させたのはよかったのかしら？」

  「多少の巻き添えは仕方ありませぬ。まあ、結界術師の皆さんは、自分の身を守るくらいのことはできると思いますけど、それができないならそれまでのことです」

  「なるほど。割り切れるのね。じゃあ、私は彼らを巻き添えにできるように努力するわ」

  　ウォーフィアは東に飛び立つため、再び翼つばさを動かし始めた。身体からだが浮かび上がり、シェリーを見下ろす位置関係になる。

  「ところで、シェルグーヴとグルヴァーダは今何をしているの？　彼らは王都封鎖に加わらないの？」

  「ああ、彼らは死にました」

  「……意外ね。シェルには見所があったんだけど」

  「シェルグーヴさんはよく働いてくれましたよ？　王都に来るまでにノラさんをやっつけましたし、私が王都を攻めたときは、囮おとりとして大活躍してくれました。さすがに、大陸最強の剣士さんの前には及ばなかったみたいですけれど」

  「……そう、ノラ・グライド、あの剣士も死んだのね」

  　ウォーフィアは右目を押さえて微ほほ笑えむ。

  「私の手で報ほう復ふくできなくなったのは残念だけど、シェルに感謝しておくことにするわ」

  　そう言うと、ウォーフィアは翼で風を捕まえ、発進した。進路は北東。豪雨の王都を北回りに迂う回かいして東へ向かう。

  　その姿が遠くなっていくのを確認し、シェリーはほっと息をついた。

  「やれやれ、竜は本当に油断なりませぬ。とりわけ、ウォーフィアさんは格別ですね」

  「何も……、何もできなかったにゃ……！」

  　カーネスは地べたにヘたり込んだまま、ウォーフィアの姿を目で追いながら、愕がく然ぜんとした面おも持もちで言う。

  「結けつ界かい術を、発動できなかったにゃ……！」

  　ウォーフィアの攻撃に対して、カーネスが結界術で防御するという手があるはずだった。現に、都市ガルズムでの攻防では、命中はしなかったものの、結界術によってウォーフィアの攻め手を一歩遅らせることができていた。

  　それが、今はできなかった。シェリーから教わったように両手のひらを向かい合わせて、魔力を集中させようとしたが、まるで手て応ごたえがなかった。

  「しかたありませぬよ、カーネスさん。昨日の発動が大がかりすぎて、ありったけの魔力を絞しぼり出しちゃいましたからねえ。まっ、二、三日休めば回復しますよ、きっと。私も、指導を受け始めた頃におんなじようなことがありましたから」

  　魔ま道どう師として経験豊富なシェリーが講釈する。

  「魔力の絶対量や回復速度は、才能次第のところが大きいのですけど、修練で増やすこともできますから。私もそうでしたし、ノラさんの妹のアイさんだってきっとそうだったはずです。だから、気落ちすることないですよ？」

  　話題に上った、剣士ノラ・グライドと魔道師アイ・グライド。

  　シェリーは、彼女たちが死んだものと思っている。陰いん風ぷう竜シェルグーヴの報告によって、思い込まされている。

  　実際には、グライド姉妹が今、猛然とユニコーンを駆って王おう都とに向かってきているとも知らずに。
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  　王都上空に竜りゆう王おうの声が響くのと同時に、巨大な雲に切れ目が生じた。生物の卵が孵かえるように、真ん中から左右両側に裂けていく。

  　裂け目の奥に、竜王の姿が現れた。

  　雲越しの影などではない。遮さえぎるものがなくなり、直じかにその肉体を視し認にんできる。

  「いつでもくるがいい。私は、ここにいる」

  　竜王は漆しつ黒こくの鱗うろこを身に纏まとっていた。夜空を破り取って我が物としたかのような黒。雷らい雲うんよりも濃く、密な存在感を漲みなぎらせている。

  　額には太い角つのが生はえている。一般的な竜にはない、巨大な角。鎚つちとして用いて一突きすれば、どんな建築物だろうと木こつ端ぱにできる。ゴーヴェドルは、人間の王が頭に載のせるという王冠を連想したが、むしろ逆に、その王冠こそ竜王の角を模もして作られたのかもしれない。

  　竜王よりも高い位置に滞たい空くうし、王都の兵たちとともに竜王を見下ろしながら、ゴーヴェドルは思わず息を呑のむ。

  　空中戦では、高い位置にいたほうが攻撃の威力や精度が向上し、戦せん況きようも見渡しやすいものだが、そんな有利不利など、ちっぽけなものなのだと思い知らされる。

  　高密度で逞たくましい巨体にくわえて、広範囲に作用する天候操作能力。

  　力の格差を埋めるには、到とう底てい足りない。

  「どうした？　怖おじ気けづいたか？」

  　竜りゆう王おうが一いつ笑しようする。笑い声もまた、独特の響きで空気に余韻を残した。

  　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルは、精一杯に答えを返す。

  「そんなわけないだろ。改めてお前を観察して、弱点を見極めてるところだ」

  「そうか。そうなのか。私に弱点。ははっ。果たしてそんなものがあるのかな」

  　当然、生物である以上、急所はあるはずだ。脳や心臓に攻撃を加え、活動を止めることさえできれば、生物は死ぬ。

  　だが、そうとわかっていても、竜王の脳や心臓には手が届かない。

  　数百年の封印を生き延びた存在である。人類は竜王の動きは封じても、絶命させることはできなかったのだ。封印中、竜王の肉体を損傷させようという試みは数多くあっただろうに、ことごとく跳はね退のけて未いまだに健在。地球上の全生物の中でも、耐久力は頭ず抜ぬけている。

  　だが、この局面ではやるしかない。

  　日没まで戦い抜けば、カーネスの手がかりが得られる。

  　氷剣竜ゴーヴェドルは、そのために垂直降下する。

  　空中で姿勢を変え、頭を下に向けて全力で飛び、竜王との距離を詰めていく。

  「腹を決めたか」

  　竜王はその場で動かず、ただゴーヴェドルを見上げて待っていた。仮に正面から激突したとしても、重さと強度に勝まさる竜王が優位だ。悠ゆう然ぜんと構えている。

  　ゴーヴェドルは、無策に突撃したわけではなかった。

  　距離を詰めきる前に、周囲の空気中の水分を凝ぎよう固こさせる。竜王が雲を呼び寄せていたおかげで、水分には不自由しない。氷属性の竜の能力が存分に発揮できる環境だ。

  　氷剣が次々に生成される。自らの尾に匹ひつ敵てきする規模の剣が、およそ百本、浮ふ遊ゆうする。ゴーヴェドルは自分の盾たてとするように、それらを正面に掲かかげ、切っ先を真下の竜王に向けた。

  「食らえええええ！」

  　ゴーヴェドルが息い吹ぶきを放つ。冷風が氷剣を圧おして射出し、雨あめ霰あられと降らせた。

  　氷剣の軌き道どうは荒々しく、お互いぶつかり合いながら落ちていく。途中で欠けたものも何本かあり、欠片かけらが煌きらめきを放った。

  　精密射撃ではないが、狙ねらいは大おお雑ざつ把ぱで構わない。無数の氷剣が広範囲に降り注ぐこととなり、竜王がすべてを回避することは不可能だ。

  　この一いち撃げきで倒せるなどとは期待しないが、氷ひよう剣けんを防御すれば別の箇所に隙すきが生じるはず。それを逃のがさないよう、ゴーヴェドル自身も氷剣の後を追っていき、竜りゆう王おうへの追つい撃げきを用意する。

  　竜王は、動かなかった。

  「ほう……、綺き麗れいだな」

  　氷剣の奏でる音と、煌きらめく光に感嘆の声を上げ、

  「そして美う味まそうだ」

  　口を大きく開け、氷剣を引きつけた上で素早く顎あごを閉じた。

  　自分の顔付近に飛んできた氷剣を、数本まとめて嚙かんで防いだ。身体からだに当たる剣には注意を払わず、鱗うろこで跳はね返す。砕けた氷剣は力なく落下していくだけだ。

  「なっ…………!?」

  　まさか嚙んで防御されるとは思っていなかった。ゴーヴェドルは竜王の翼つばさを狙ねらいにいくが、驚きで動きが硬直していた。竜王は易やす々やすと身を捻ひねり、突撃をやり過ごす。その動作だけで強い風圧が生じ、ゴーヴェドルを戦せん慄りつさせる。

  　上下の位置関係が逆転し、竜王はゴーヴェドルを見み下くだした。

  　そして、口にくわえ続けていた氷剣を嚙み砕く。

  「嚙み応ごたえがある。いい氷だ」

  　破は砕さい音を鳴らしながら、竜王が満足げに言った。ゴーヴェドルは呆ぼう然ぜんとする。これまで幾いく度どとなく敵の竜の首を刎はね、腹を貫つらぬいてきた剣である。速度にも自信があった。鱗で弾はじかれるのはまだしも、ああも無む惨ざんに牙きばで止められることになるとは。

  「お前は地球の極きよくに行ったことはあるか？　あそこにも、いい氷があった。私が封印される前の話だが、今もきっとあるだろう。氷が無む尽じん蔵ぞうにあって、とてもじゃないが私でも食い尽くせないくらいだった。お前の氷は量こそ少ないが、硬さも冷たさもなかなかいい具合で、極の氷と比べても遜そん色しよくないぞ」

  「そ、そりゃどうも……」

  　ゴーヴェドルは北極や南極のことを伝聞でしか知らない。氷属性の竜には最適の土地と聞くが、竜王はそこへも足を運んだことがあるのか。

  「どうした？　追撃しないのか？」

  「作戦を練り直してんだ。ちょっと待ってろ」

  「待てぬ」

  　竜王の言葉に、仄ほのかに怒ど気きがこもった。

  　同時に、尾を振り回し始めた。竜王の後脚あしの周囲を、巨大な鞭むちが唸うなりを上げて往復する。

  　まだ間合いが遠いためゴーヴェドルには届かないが、竜王は迫ってきた。竜王の尾は、ゴーヴェドルの全身よりも大きい。それが軽快に動いている。直撃したらどうなることか、わかったものではない。

  「私に命令するな。そして、私を退屈させるな。私の攻撃をかわしてかわしてかわし続け、防いで防いで防ぎ続けよ。そして反撃してくるがいい」

  　竜りゆう王おうは戦うつもりではなく、甚いた振ぶるつもりだ。

  　日没までのたった数時間が、長い。
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  　ノラとアイはそれぞれがユニコーンに騎き乗じようし、街道を駆ける。

  　アイは頭の中の地図と距離感で推測を働かせていた。この街道は森の中を通っているが、まもなく平地に出て、王おう都とが見えてくるはずだ。

  　斜め前を走るノラの後ろ姿を見る。

  　姿勢は前がかりになっていて、力強い。完全に復調した雰囲気。午前中までの体ていたらくが噓うそのように、動きに切れがある。アイよりも巧みな馬術で手た綱づなを操あやつっている。

  　ノラが飛ばすので、アイもユンコーンを急せかし続けていた。ノラのほうが小柄なため、ユニコーンにかかる負担が軽く、走りやすそうだった。自分の小ささを気にしているノラだが、決して悪いことばかりではない。むしろ、アイはノラが羨うらやましいとすら思うことが多い。

  　アイには、先陣を切れるほどの身軽さはない。

  　肉体的な意味でも、精神的な意味でも、アイは素早さに欠ける。

  　王都に向かうと決意したのは、フレイクであり、ノラであり、自分はそれに翻ほん弄ろうされ、追つい随ずいしているだけだ。

  　だが、今はそれで構わないとも思っている。ノラを支援するのが、今の自分の役目だ。

  「森はそこで終わりか」

  　ノラは前を向いたままで言う。

  　街道の先に森の切れ目が見えてきた。夕方になりつつあるが、まだ日は出ており、森の外は明るい。薄暗い森に目が慣れていたので、アイは目が眩くらまないように視線を落とし、光を直視しないようにする。

  　森を抜け、平地に出たところで、アイは目を上げた。

  　推測したとおり、王都の城壁が見える位置に来ていたが、予想外の光景が広がっていた。

  　王都の上空の巨大な雲も気になるが、その手前に目がいく。

  　前方、まだ距離はあるが、何かの瓦が礫れきが街道を塞ふさいでしまっている。

  　その近くに、戦闘中の人物がいた。

  　まさに決着がつこうかという局面。剣士と思われる男が、召しよう喚かん陣から生長した拘束植物エンゲイジに全身を縛られ、首を締めつけられている。剣を取り落としてしまっており、ツタを切断することができない。苦く悶もんの表情でもがいている。

  　傍かたわらには、涼しい顔で見ている魔ま道どう師の少女。拘束植物エンゲイジを喚よんだ張本人だ。もはや勝利を手しゆ中ちゆうにしている。追加の呪じゆ文もんを唱えることもせず、剣士が事こと切きれるのを待っていた。

  　シェリーだと、遠目からでもわかった。

  「そこまでだあああああ！」

  　ノラが怒号とともに、ユニコーンをさらに加速させた。

  　剣を抜き、馬の背を踏んで腰を浮かす。手た綱づなを片手で摑つかんで立ち上がり、速度に乗ったまま跳躍した。

  　重力操作グラベトリーブ。

  　全身に魔力を作用させ、ただでさえ軽い身体からだをさらに軽量化した。数十メートル残っていた距離を一息に跳び、剣士とシェリーの間に着地。地面すれすれに剣を水平に疾はしらせた。

  　拘束植物エンゲイジの根本に直線が引かれ、切断される。剣士を締めていた力が抜け、ツタは倒れ始めた。植物とはいえ召しよう喚かん獣と同様、光となって消滅した。

  　支えを失って、剣士はその場に崩れ落ちた。起き上がれる力はないようだが、小さく呻うめきが漏もれ聞こえてきて、まだ生きているのだとわかる。

  　ノラは、剣士に声をかけてやることはできない。

  　シェリーと向かい合い、剣を向ける。

  「何をしていた、シェリー」

  「……ノラさん？　ですか？」

  　シェリーはきょとんとしてノラを見る。

  「ほ……、本物ですか？　え？　あれ？　死んだはずじゃ……？」

  「正しよう真しん正しよう銘めいノラ・グライドだ。竜をけしかけたくらいで殺せるとでも思ったか？」

  「生きてたんですね！　あ、アイさんも！」

  　遅れて追いついたアイにも目をやる。ノラから敵意を向けられているにもかかわらず、シェリーはどこか嬉うれしそうだった。

  「質問に答えろ、シェリー。今、この男に何をしていた？」

  「え？　見てのとおりですけど？　拘束植物エンゲイジで絞しめ殺そうとしてました」

  「……彼が何か悪いことでもしたのか？」

  「王おう都とから逃げようとしてましたので。それは許せませぬから」

  　シェリーの意図を理解して、ノラは怒りに燃える。

  「王都に留とどまっている者は竜りゆう王おうが殺し、逃げようとする者はシェリーが殺す。つまり、お前はどうあっても皆殺しにするつもりなのか……！」

  「ノラさん、そこ、怒るところですか？　別にノラさんの街じゃないでしょうに」

  「…………！」

  　シェリーのあまりの極論に、ノラは言葉を失う。

  　アイも信じられない思いだった。豹ひよう変へんしたシェリーを、アイが伝聞でなく実際に見るのは初めてだ。ここまで冷たいことを言うとは、想像を絶していた。反逆の首しゆ謀ぼう者なのだと、遅ればせながらようやく実感できた。

  「王おう都とが倒れて、人が死んで、ノラさん困ります？　竜族が勢力を拡大するという意味では困るかもしれませんけど、大陸のど真ん中で偉そうにふんぞり返ってる人たちがいなくなる分、ノラさんたちも過ごしやすくなると思いますよ？」

  「シェリー……！　お前の心は痛まないのか!?　家族や友人たちを喪うしなったお前なら、人が死んだときの喪そう失しつ感はわかるはずだろうが！」

  　ノラも二年前、両親を含む多くの人々を喪った。アイの思いをも代弁する言葉だったが、

  「ええー？　それを言っちゃいます？　痛みがわかるからこそ、おんなじ痛みを王都の人たちにお届けしようと思った次第なんですけど」

  　シェリーの信念は動かない。

  「あ、もしかして、ノラさん、王都の中にお知り合いとかいたりします？　だとしたら、そうですね、ノラさんには申し訳なく思います。何でしたら、その人だけ連れ出していただいて構いませんよ？」

  　ずれた提案をするシェリーの言葉で、ノラとアイは似たような連想に至る。しかし、終着点が微妙に異なることを、アイだけが察していた。

  　フレイクは「カーネスを助けにいく」と言って別行動をとった。このため、ノラはフレイクが王都の中にいるものと思っているが、実際には、フレイクは王都に入れない。王都全域を覆おおう対竜結けつ界かいは依い然ぜん健在で、竜の生体細胞組織に反応して拒絶する。

  　カーネスを探すとすれば、王都の外をかけずり回ることになる。自分で虱しらみ潰つぶしに捜すか、兵を捕まえて情報を聞き出すつもりのはずだ。

  　フレイクを心配する気持ちは同じでも、持っている情報量の差から、アイのほうが正確に状況を把握していた。

  「この間も言いましたけど、私はノラさんとアイさんのことは本気で尊敬させていただいてますし、恨うらみもまったくありませぬから、ご要望には精一杯お応こたえさせていただくつもりです！　遠慮なく仰おつしゃってください！」

  「……カーネスはどこにいる？」

  　ノラは、シェリーにフレイクのことを聞いても無駄だと踏んで、カーネスについて聞いた。竜りゆう王おう復活に利用した後どうなったのか、シェリーが一番よくわかっているはずだ。

  　シェリーは答えようとしたが、その前に、

  「……ここにゃ」

  　少し離れた茂みから、カーネスが顔を出した。恐る恐るノラたちを見て、また顔を引っ込める。馬車の残ざん骸がいや死体を見るのが怖いのだろう。その気持ちはよく理解できた。

  「ご安心ください、ノラさん。別に見捨てたりしませんって。カーネスさんに対しても恨うらみなんてないんですから。カーネスさんは私が責任をもって故郷に送り返します！」

  　シェリーは胸を張って言う。結けつ界かい術は、王おう都とではなく自分たちの街や村を守るために使うべきだという、シェリーの主張は一貫している。

  「アイ、ふたつほど頼みがある。そのまま聞いてくれ」

  　ノラは剣をシェリーに向けたまま、アイに言う。アイは依い然ぜんユニコーンに乗ったままだ。

  「ひとつ。王都に入ってフレイクを捜してくれ。あの馬ば鹿かのことだ。まっすぐに王宮に行って不審者として捕まってるかもしれない。手間がかかるだろうが、頼む」

  「──？」

  　シェリーが怪け訝げんそうな顔をするが、ノラは構わずに続ける。

  「ふたつ」

  　聞く前から、アイには察しがついていた。ずっと一緒に戦ってきた姉だ。朝飯前の以い心しん伝でん心しん。すでに準備は整っている。

  「カーネスを連れて、王宮に届けろ！」

  　ノラが言い終わる前に、アイは召しよう喚かん陣を全力で解放した。

  　密ひそかに地面に描いていた陣から、無数の拘束植物エンゲイジが出現。長く太いツタがシェリーとカーネスに向かって伸びる。

  　ここまでノラとシェリーの会話に、アイは一いつ切さい口を挟はさまなかった。

  　会話をノラに任せきりにしたのは作戦の一いつ環かんだった。

  　その間中ずっと、アイは小声で召喚呪じゆ文もんを唱え続けていたのだ。

  　シェリーに悟さとられないように声を潜ひそめ、唇の動きも読まれないように配慮した。当然、ノラの耳にも届いていなかったはずだが、ノラはアイを見ることもなしに信じていた。

  　アイが自分の意図を汲くみ取るだろうということを。

  　アイが状況を見て、最善の手を打つだろうということを。

  　その信頼に、アイは応こたえた。

  「ちょっ────!?」

  　シェリーの対応は遅れた。もちろん、戦闘に突入する可能性は頭にあっただろうが、注意はノラにしか向いていなかった。アイが先に動いたことで意い表ひようを突けた。

  　呪文を丁てい寧ねいに詠えい唱しようしている暇ひまのない中で、シェリーが選択したのは召喚魔術ではなく縛ばく鎖さ魔術。手に魔力を集中させて輪を作り、敵に投じることで動きを封じる魔術だ。

  　自分の身に殺到する拘束植物エンゲイジに立て続けに投げつけた。ツタの伸長は強引に止められ、その場でうねるのみ。シェリーを捕らえることはできない。

  　だが、縛鎖魔術は魔力の消費が大きい。いかにシェリーとはいえ、一度に発動できる数には限度がある。自分の身を守るのが優先され、カーネスに向かう拘束植物エンゲイジには対処できなかった。

  　拘束植物エンゲイジはアイの意のままに動き、茂みの陰に到達した。カーネスの身体からだを絡からめとって、引き寄せる。

  「にゃああああああ!?」

  　一瞬、空中に浮いたカーネス。悲鳴を上げて手足をばたつかせたが、拘束植物エンゲイジは離さない。そのまま放物線を描き、ユニコーンに騎き乗じようするアイの後ろに着地した。軽い衝撃でユニコーンの身体が揺らぐが、すぐに持ち直す。

  「カーネスちゃん、しっかり摑つかまってて？」

  「……にゃ」

  　カーネスの手が自分の腰に回されたことを確認して、アイはユニコーンを走らせた。ノラに言われたとおり、王おう都と中央に位置する王宮を目指す。

  　竜りゆう王おうが復活した今、結けつ界かい術師の存在が戦せん況きようを大きく左右する可能性がある。カーネスが利用されたことによって封印は解かれたが、再び封印するための鍵かぎを握るのもまた、カーネスなのかもしれない。

  「行かせませぬ！」

  　シェリーはアイを追おうとした。同じユニコーンを召しよう喚かんすれば、二人乗りのアイとカーネスに追いつくことは決して不可能ではない。

  　だが、

  「シェリー、お前の相手は私だ！」

  　行く手を遮さえぎるのはノラ・グライド。長剣を構えて立ち塞ふさがった。

  　アイは前だけを見て駆ける。ノラがアイを信じたのと同じように、アイもノラのことを信じている。振り返らなくても、アイの目にはノラの立ち姿が見えていた。
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  「そら、そら、そら、そら！　そうだ、いいぞ、その調子だ！　いつまでも避け続けていろ！」

  　戦闘が始まってから一時間が経たち、竜王が攻勢に回っていた。

  　繰り出されるのは、巨大な尾をただ振り回すだけの単調な攻撃。竜族の力のほんの一端でしかないが、それでも十分な脅きよう威いとなっている。一いち撃げきでも食らえば、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルの身体は粉ふん砕さいされかねない。

  　豪風を伴ともない、横一いつ閃せんに振るわれる尾。

  　ゴーヴェドルはその軌き道どうを見切り、上や下へ逃のがれ続けていた。

  「素早いなあ。低位や中位の竜ではこうはいくまい。来てくれたのがお前でよかったぞ」

  　竜王は楽しげに低く笑う。

  　対するゴーヴェドルに余裕はない。集中力を保ち続けているだけでも一苦労で、なおかつ、急速回避の連発で体力も消費されていく。動けなくなれば、その時点でこの戦いは終わってしまう。動き続けるしかない。

  　そして、かわし続けるだけでもいけない。

  　竜りゆう王おうが尾を振り終えたところを狙ねらって、ゴーヴェドルは氷ひよう剣けんを生成した。

  　尾を振るためには身体からだ全体を捻ひねる必要があり、動作後は敵に背を向けた姿勢になる。竜王の翼つばさが晒さらされるのだ。翼を撃ち抜いて飛行不能に追い込めば、いかに竜王でも無事では済むまい。

  　重視するのは射出速度。必要以上に多くは生成せずに、数本の氷剣を同時に放った。

  　この一時間の間に何度か同様の攻撃を行おこない、すべては竜王の反射神経によって阻はばまれてきたが、今回は時機を完かん璧ぺきに捉とらえていた。竜王の動きに目が慣れて、コツを摑つかんだ上での射出。身体能力での防御は間に合わないはずだ。

  　だが、竜王の笑みは消えない。

  「惜しい惜しい」

  　突如、竜王の横手の雲から小規模な雷かみなりが発生した。地面に向けて落ちるのではない。細い稲いな光びかりは真横に伸びて、飛ひ翔しようする氷剣に直撃していた。

  　炸さく裂れつ音の後に残ったのは白い蒸気だけ。氷剣は跡形もなく蒸発していた。

  　電気を絶ぜつ縁えんする氷ではあるが、竜王の雷の熱量には耐えられなかった。数日前に交戦した雷竜ツォノゼヴルとは格が違う。

  「くっそ……！　便利すぎるだろ、その雷……！」

  　稲いな妻ずまの動作のあまりの精密さに、ゴーヴェドルは悪あく態たいをつく。

  　勢いに任せて、立て続けに氷剣を作り出す。竜王の雷らい撃げきの連射性能がどれほどかは未知数だが、それを上回れば勝機はある。

  　ゴーヴェドルは再び息い吹ぶきを放つ。竜族が備える最大最強の攻撃能力ではあるが、異例の連射で全身が悲鳴を上げた。

  「そうだ、攻撃しないことには、お前は人間との契約を果たせないわけだ。頑張れ頑張れ」

  　氷剣が迫る状況でも、竜王は鼻で笑う。

  　すでに姿勢は戻っている。正面から工夫なく飛んでくる剣なら、雷を使うまでもなく普通に防御するだけだ。四し肢しを動かし叩たたき落とし、頭部に来たものは嚙かんで止める。

  　竜王が防御している間に、ゴーヴェドルは一いつ旦たん後退し、間合いを広くとっていた。

  　荒くなっていた呼吸を整え、束つかの間ま、体力の回復を図る。

  　だが、その選択は竜王の癇かんに障さわった。

  　氷剣を吐き捨てて、命じる。

  「頑張れと言ってるだろう。気を抜いてるんじゃない！」

  　ゴーヴェドルは再び、竜王の応用力を思い知らされた。

  　何の前触れもなく、風がゴーヴェドルの全身を襲う。竜王が吹き出した風ではなく、竜王が吸い込む風。ゴーヴェドルは翼つばさを畳たたんで抗あらがうが、どうしようもなく引き寄せられる。

  「お……！　おおおおおおおおおお！」

  　せっかく離した間合いが、一気に縮まる。

  　無防備な姿勢でなすがままにされ、絶対的な窮きゆう地ちに追い込まれながら、ゴーヴェドルの脳裏にある思いがよぎる。

  　近辺一帯の雲を王おう都とに集中させたというのも、もしや、深呼吸で吸い寄せたものなのではないか。そんなわけがないという思いと、しかし、この風力ならあるいはという思いが同時に生じる。つい先日、陰いん風ぷう竜シェルグーヴとの戦いで凄すさまじい風を身に受け、それがゴーヴェドルの経験上の最大風速だったが、あっさりと更こう新しんされてしまった。

  　間合いが詰まっていく中、竜りゆう王おうは尾を振り始めていた。もはやゴーヴェドルは回避できない。竜王はただ遊ゆう戯ぎのように、転がってくる球たまを蹴けり返すように、向かってくる哀れな敵を打ち返すだけだ。

  　颶ぐ風ふうの後に、衝突音が短く響く。

  　瞬間、ゴーヴェドルの意識は飛んだ。

  「しまった……！」

  　計算外の事態に、竜王は思わず呟つぶやいた。勢い余って流れた姿勢を、すぐさま立て直す。

  　尾で叩たたかれたゴーヴェドルの姿は、回転しながら遙はるか遠くなっていく。翼を動かすこともなく、斜めに落ちていくだけだ。

  「力を入れ過ぎてしまった」

  　竜王の後悔は、遊び相手を予定よりも早く失ったことだった。

  「しかし、さすがは高位竜。とっさに氷ひよう剣けんを交差させて防御していたが……、ううむ、それでも耐えられないか。残念だ」

  　表情と声こわ色いろに寂せき寥りよう感が漂ただようが、竜王はすぐに切り替えた。遙か遠くで包囲網を築いている軍の兵たちに目を向ける。

  「さあ、人間どもよ。次の退屈しのぎは何かあるか？　昨日挑いどんできた斧おのの戦士と鋼球の戦士は、まだ生きてるだろう？　他ほかの者でもいい。私は次の相手が欲しいぞ」

  　兵たちの反応はない。竜王にいくら攻撃を加えても無駄だと諦あきらめているのか、現状維持を続けるだけだ。

  「そうか、ないのか」

  　竜王の眼まなこの色が変わる。

  「ないなら、また王宮に雷かみなりを落とすことにするか」

  　余裕を見せている竜王ではあるが、結けつ界かい術師のことは警戒していた。王宮の敷地のどこかにいるはずだと当たりをつけて、力を溜ためては雷を作り、虱しらみ潰つぶしに落とし続けている。

  　結界術師が全滅したときにこそ、竜王の天下は到来する。

  



  
    ＊
  


  

  　アイがカーネスを連れ去って、王おう都と西側の平原には長剣士ノラと魔ま道どう師シェリーが残された。

  「正直、ノラさんとは戦いたくありませぬ」

  　シェリーは率直に思いを吐と露ろする。

  「何度も申し上げているように、ノラさんは立派なお方だと思っています。故郷を守るために人生を捧げるその姿勢、私も大いに共感するところですし、強さを求めて鍛たん錬れんを重ねる実直さには頭が下がるばかりです。本当に、この手にかけたくないんです」

  「歯が浮くような言葉だな。ならば、戦わなければいい。ここで降参してくれれば済む話だ。私が監かん獄ごくまで付き添ってやる」

  「それだけはご勘弁を。王都の人々に裁かれるだなんて、まっぴらごめんですので」

  　王宮への反逆を二度試みて今に至るシェリー。王宮警備隊の兵を殺傷し、王都を大混乱に陥おとしいれたのは、法に照らせば間違いなく死罪に値あたいする。

  「戦うのも嫌、裁かれるのも嫌とは、随ずい分ぶんとわがままじゃないか。まるで子どもだな」

  「王都の言うことをうんうん聞いてるだけの人が大人なんでしょうか。もしそうなら、大人になどなりたくありませぬ」

  「いいや、違うな。大人は不満があっても、こんな手に訴え出たりしない。法に則のつとって、長い対話を積み重ねて変化を勝ち取るんだ」

  「その法こそが間違っていると主張したいのですけど？　あと、私の気はそんなに長くありませぬ。そうこうしているうちに、他ほかの犠ぎ牲せい者が出ますので」

  　話はどこまでも平行線だった。

  「あと、ノラさん矛む盾じゆんしてますよね？　竜に対しては、問もん答どう無む用ようで斬きるんですよね？　対話なんてしてないじゃないですか」

  「そ、それは！　人間と竜族では話が違う！」

  「違いませんよ。現に、私とウォーフィアさんとシェルグーヴさんとでは共きよう闘とうが成立しましたし。結局、気に入らない相手に武力を向けてるってところでは、私もノラさんもおんなじなんですよ」

  「…………」

  「今の王族だってそうです。元を辿たどれば大陸じゅうで最も武に優すぐれた一族で、他国との戦績や竜討とう伐ばつの功が恐れられて立場を得たのです。ならば、私も武力で我がを通します」

  「その結果、これまで何人を犠牲にした？　これから何人を死に追いやる？」

  「王族の統治のせいで出た犠牲者よりは少ないと思いますけど？」

  　険悪な視線を向けられ、ノラは気け圧おされた。天てん真しん爛らん漫まんに振る舞えるシェリーを知っているだけに、この落差には呑のまれる。このままでは都市ガルズムでの会話と同じだ。

  「ノラさんも、気き丈じように見せてますけど、私とは戦いたくないんでしょう？」

  　シェリーが的確にノラの心理を突いてくる。

  　ノラは少し考えた末すえ、認めることにした。誤ご魔ま化かすよりも、本音から嘆願するべきだ。

  「結けつ界かい術の使い手は稀き少しようだ。無む為いに傷つけるのは、人類にとって計り知れない損失になる。頼む。改心して、その力を人民の防衛に用いれば……」

  「私が本当に守りたかった人たちは、もうこの世にいませぬ」

  　とりつく島しまもなかった。

  　ゆらり、とシェリーは身体からだを揺らす。纏まとう雰囲気が変わり、視線に宿る温度が下がった。尊敬する人物ではなく、何か違うものを見る目になる。ノラの背せ筋すじが冷えていく。

  「そうです。私は何をやっていたんでしょう。うっかりしてました。ノラさんよりも、私の村の人たちのほうが大事じゃないですか。みんな、自分の家族や友達を大事にすべきなんです。だから、ノラさん。悲しいですけど、ここで討たせていただきます」

  「……させるか。お前にカーネスは追わせない」

  　精神的に劣勢の自分を戒いましめ鼓こ舞ぶするように、ノラは剣を握る両手に力を込めたが、それによって新たな不安要素が浮上した。

  　刀身がわずかに軋きしみ、それが手に伝わる。

  　剣の手入れを怠っていたことを思い出した。昨日の戦闘で、この剣は地ち殻かく竜グルヴァーダの牙きばによって受け止められている。短い時間だったものの、高位竜の咬こう合ごう力による防御。剣には尋じん常じようでない負担がかかったはずだが、傷みがどれほどか、まだ確認していない。

  　この戦いだけでいい。何とか、持ちこたえてくれ。

  　ノラは剣に願いを込める。

  「はっ！」

  　初しよ手てを放ったのはシェリーだった。間合いが近く、暢のん気きに呪じゆ文もんを詠えい唱しようできないため選択肢は限られていたが、まずは小規模な炸さく裂れつ魔術を発動。魔力で空気を弾はじくだけのもので、殺傷力は皆かい無むだが、音と光とで相手をたじろがせる。

  　ノラが瞬まばたきした隙すきに、シェリーは後方に跳んだ。中距離遠距離での戦闘こそがシェリーの真しん骨こつ頂ちよう。大規模な呪文を詠唱できるよう、間合いを確保しにかかる。

  　その思おも惑わくはわかっていた。脚力で優まさるノラは、すぐさま駆けだしてシェリーを追う。

  　だが、シェリーの詠唱速度がそれを許さない。わずかな間かん隙げきに召しよう喚かん陣を発生させ、拘束植物エンゲイジを喚よび出した。

  　速度だけではなく、質にも優すぐれている。そのツタはしなやかさと強きよう靱じんさを兼ね備え、王宮警備隊隊長の突きを逸そらすことさえ可能な品種だった。ノラの剣技で突破できるものではない。

  　シェリーの意図を汲くみ取って、ノラを捕ほ縛ばくしにかかる。

  　だが、

  「対策はアイから教わっていてなあ！」

  　いかに強度が高くても、敏びん捷しよう性ではノラに劣る。ルゥの突きを防げたのはあくまでシェリーが召しよう喚かん時機を調節したからこそのものであり、拘束植物エンゲイジ自体の追跡速度や反射神経によるものではない。

  　ノラは鞘さやに剣を収め、身を屈かがめてツタの下をかい潜くぐった。突破されぬよう、ツタの先端が方向を変え、ノラを真後ろから追う。

  　ノラはシェリーに迫るのを一いつ旦たん諦あきらめて真横に跳び、ツタを回避する。そのまま加速し、拘束植物エンゲイジの根、召喚陣の周囲を駆けだした。

  　ツタは引き続きノラを追うものの届かない。ノラの走路はさほど複雑な軌き道どうではないが、時折、小さい跳躍を挟はさんでいる。

  「ま、まさか……！」

  　シェリーは呆あつ気けにとられ、追つい撃げきの呪じゆ文もんの詠えい唱しようさえ忘れてしまった。

  「これで片かたがつく！」

  　ノラが走り終えた後には、何重にも結ばれ、こんがらがった太いツタがあるだけだった。まだ追跡の意思は失っていないが、動こうとしてもそれ以上先には行けず、結び目をより固くするだけの結果に終わる。

  「どうだ見たか！」

  「な、何と古典的な手を！」

  　胸を張るノラに対して、シェリーは目を丸くした。ノラはまったく悪びれず、恥じることもしないが、シェリーの流儀上、あまりにも意外なことだった。

  「こういうときって剣技で勝負しませんか、普通……！　そんな手を使うだなんて、本当に剣士さんですか……？　ちょっと、ノラさんを尊敬する気持ちさえ失いそうです……」

  「尊敬なんて要いらない」

  　ノラの視線に曇くもりはない。

  「ただ、シェリーには改心か降参を求めてるだけだ」

  「あーもー面倒ですよノラさん。って、こんなこと言うとシェルグーヴさんみたいですけど」

  　シェリーは改めて気を整える。両手に魔力を通わせて、これ見よがしに掲かかげて誇示した。

  「消耗が激しいので、あんまり使いたくなかったんですけどねえ。ノラさんもきっと痛いでしょうし」

  　シェリーの手から、魔力で編まれた輪が発生した。

  　巨体の岩石兵カーザ・アスカーすら捕ほ縛ばくする縛ばく鎖さ魔術。

  　妖あやしく輝き、ノラの目に像を刻む。
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  　アイとカーネスを乗せたユニコーンは、外壁の門での誰すい何かを受けることなく通過した。

  　本来であれば王おう都と常駐軍の兵が詰め所におり、呼び止めて身分を改められるところではあるが、現在は無人である。

  　シェリーたちが王都に攻め込んだ際に、シェルグーヴが囮おとりとなって詰め所に息い吹ぶきを浴びせた。壁の一部が破壊され、番兵も重傷を負った。以降、代だい替たい要員が配備されていない。竜りゆう王おうのことで軍は忙ぼう殺さつされており、通常業務の優先度は大きく下がっている、出入りする者が皆かい無むとなった門を省かえりみる余裕はなかった。

  　アイは兵の案内もなしに、王都の街路を駆ける。竜王が生み出した巨大雷らい雲うんの傘さん下かに入り、豪雨を受けながらの走行。ローブのフードを被かぶり、身を打ちつけるような雨に耐えていた。

  「カーネスちゃん、大丈夫!?」

  「何言ってるか聞こえないにゃ！」

  「え？　ごめんカーネスちゃんもう一回言って!?」

  「アイが何を言ってるのか、ぜんぜん聞こえないって言ったのにゃ！」

  「ああ、ごめん！　大丈夫かどうか気になっただけ！　しんどかったらどこかで休むよ？」

  「…………大丈夫にゃ！」

  　滝の真下にいるかのような轟ごう音おんの中で、やっとのことで会話を成立させた。ほとんど密着しているこの距離でも、恐ろしいほどに声が通らない。

  　馬上のふたりの体力もそうだが、ユニコーンも相当に疲労している。走行時の抵抗が大きく、体温も大幅に奪われていた。

  　寄り道をしている暇ひまはなく、まっすぐに王都中心部に向かう。

  　ノラが出したふたつの指示のうち、フレイクを捜せというのは無駄だとアイは知っていた。竜人であるフレイクは、どうやっても王都には入れない。だから、カーネスを王宮に渡した後で、王都の外を捜すことにする。

  「…………」

  　急に、腰の周りを抱くカーネスの手に力がこもった。

  　背中に、より強くカーネスの頭が押しつけられる。

  「カーネスちゃん、どうかした？」

  「…………にゃ」

  「ごめん！　聞こえない！　もうちょっと大きな声で！」

  「…………」

  　今度は会話が成立しなかった。

  　アイは、カーネスの言葉を聞き取るのも兼ねて、一度休憩をとることにする。折りよく、道沿いに広場を発見した。豪雨のため無人だが、屋根つきの喫きつ茶さ席が設けられている。

  　ユニコーンを広場に入れて、足を止めさせる。アイが先に降りて、カーネスを抱き抱かかえるようにして降ろす。非ひ力りきなアイでも抱えられるくらいに、カーネスは軽かった。

  　喫茶席に入ると、雨の音は分厚い屋根に遮さえぎられてかなり和やわらいだ。被かぶっていたフードを取り、頭を振って水を切る。またすぐに濡ぬれてしまうのであまり意味はないが、濡れたままでいると身体からだが重く感じられて居心地が悪かった。

  「カーネスちゃん、少し休も？　大丈夫だって言ってたけど無理しないでいいよ？　ずっと緊張しっぱなしで、きっと疲れたよね？」

  「……アイ。王宮に入ると、私はその後どうなるのにゃ？」

  　カーネスが唐とう突とつに尋たずねた。アイは聞こえているが、カーネスの質問の意味が摑つかめない。

  「……え？　王宮に入ると、軍の人か王宮警備隊の人が保護してくれるはずだよ？　カーネスちゃんは、たぶん王宮の中にいるのが一番安全。シェリーさんの手から逃のがれるためにもね」

  「じゃなくて、その後のことにゃ」

  　カーネスの表情は暗い。座席ではなく地べたに座り、将来を悲観する目で地面を見ている。

  「私も、シェリーみたいになっちゃうんじゃないかって、思うのにゃ……」

  　カーネスはシェリーと同じように、結けつ界かい術の才能を見いだされて王おう都とに呼ばれた身だ。カーネスは、自分の将来をシェリーに重ね合わせていた。

  「私がいない間に、村がどうなるのかわからないにゃ……。そうでなくとも、任務中は王都から出られないって話にゃ？　パパやママに会えないのは寂しいし、アイやフレイクやノラとも、もう会えなくなるのにゃ。それは、嫌にゃ」

  「か、カーネスちゃん……」

  　カーネスは王宮に行きたがっていない。

  　かと言って、他ほかに行き場があるわけでもない。このまま豪雨の中にいれば間違いなく体調を崩してしまうし、考えたくないが、シェリーがノラを突破した場合、カーネスを追ってくるはずだ。ノラのことを信じてはいても、敗北の可能性を無視するような真ま似ねはしない。

  　そういった状況に陥おちいる前に、アイは決断を下くだす。

  　本人が嫌がっていようと何だろうと、王宮に行かなくてはカーネスが危険だ。

  「カーネスちゃん、気持ちはわかるけど──」

  　そう言いかけたとき、雨音に混じって、空から物音が聞こえた。

  　何かを強く打ちつけ、叩たたきのめしたような衝撃音。

  　雷かみなりではない。

  　屋根の下から見上げると、東の方角、ちょうど王都があるあたりの空に何かが落ちていた。

  　一匹の竜だった。

  　死んでいるのか気を失っているのかわからないが、対竜結界の天井の上にぐったりと倒れている。結けつ界かいがあるため、地面にまでは落ちない。

  　全身の鱗うろこは、氷白色。

  「フレイクさん……？」

  　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルの姿だった。

  　なぜあんな状態になっているのか、アイは信じられないという思いで見るが、同時に、想像もできてしまった。おそらく、ゴーヴェドルは王おう都と上空にいる竜りゆう王おうと戦闘し、敗北したのだ。

  　否いや応おうなく巻き込まれてしまったのか、何らかの意図をもって自ら挑いどんだのか。いずれにせよ、ゴーヴェドルはカーネスを救うという目的を果たせず、無ぶ様ざまな姿を晒さらしている。

  「生きて、生きて戻るって、約束したじゃない……！」

  　責める気持ちと、痛ましい気持ちが入り交じり、涙になる。

  　やはり、別行動なんか許しちゃいけなかったのだと、後悔する。

  　ゴーヴェドルの身体からだはしばらくその場に留とどまっていたが、やがて横に滑り始めた。結界の表面は扁へん球きゆう体になっており傾斜がある。少しずつずり落ちていき、アイたちとは反対側、東の方角へと流れていく。ずっと目で追っていたが、建物の陰に入って見えなくなった。

  「あれは……、この間、私を助けてくれた竜にゃ？」

  　カーネスは竜の姿を見て、アイに尋たずねた。カーネスは双そう剣士フレイクの正体が氷剣竜であることを知らない。カーネスにとって氷剣竜は、数日前、ウォーフィアに拉ら致ちされかけた際に突如現れた救世主である。

  「えっと……、そう、そうだよ……」

  　アイは動揺する心を抑えながら、カーネスに話をあわせる。フレイクの名前を呼んでしまった自分の失策に気づくが、カーネスがそれを気にする様子はなかった。

  「アイ、あの竜を助けにいくにゃ！」

  　カーネスは力を込めて提案した。

  「私は、あの竜にお礼を言いたいにゃ。それに、アイが治ち癒ゆ魔術で傷を治せば、きっとまた協力してくれるにゃ。あの竜を連れてノラのところに戻って、シェリーを取り押さえることだってできるにゃ！」

  　ついさっきまでカーネスを元気づけようとしていたアイが、カーネスに背中を押されている。

  　心を動かされている。

  　王宮に行くのではなく、ゴーヴェドルの下もとへ。

  　それは、ノラの指示とも矛む盾じゆんしない。

  　フレイクを連れて帰るというのが、そもそもノラが王都まで来た動機だった。

  「────!?」

  　空が盛大に光り、ほとんど同時に雷らい鳴めいが轟とどろいた。

  　光と音の時間差のなさにアイは驚く。ここまで近距離で落雷を経験するのは初めてだ。

  　雷かみなりは王宮の近くに落ちたようだ。稲いな妻ずまはついさっきまでゴーヴェドルが倒れていた地点を通過していた。

  　おそらく、これは竜りゆう王おうが生み出した雷。敵であるゴーヴェドルに向けて放ったもののようにも思えたが、滑り落ちてから数十秒経たった後だ。王宮を狙ねらっているのだと推測するのが妥当だった。カーネスを王宮に預けては、かえって危険かもしれない。

  「わかった！　カーネスちゃん行こう！　氷ひよう剣けん竜のところへ！」

  「にゃっ！」

  　弾はずむような足取りで、カーネスはユニコーンに駆け寄る。アイも負けじと、早足で進む。
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  　シェリーの縛ばく鎖さ魔術の威力は、ノラにもよくわかっていた。

  　一般的には、罪人を拘束する用途で発動されることの多い縛鎖魔術。各都市で治ち安あん維い持じを担になう者が好んで用いるものだが、シェリーが使うと意味合いがひと味もふた味も違ってくる。

  　シェリーは、巨大な召しよう喚かん獣や、竜を拘束することも視野に入れて修練している。

  　初対面の際、シェリーは挨あい拶さつ代わりとばかりに岩石兵カーザ・アスカーの動きを封じてみせた。体高十メートルの巨体を押さえつけたその力。ノラの筋力をもってしても、一度食らってしまっては脱出できないだろう。

  　その縛鎖魔術の輪が、シェリーの両手から多重生成されていく。

  「あまり時間もかけていられませぬ。カーネスさんに追いつけなくなりますので！」

  　シェリーは左右の手を思い切り振って、魔力の輪を投じた。細腕でありながら勢いは十分。五輪、六輪と立て続けにノラに向かってくる。

  　ノラは長剣で叩たたき返す構え。縛鎖魔術の輪が物理的に破壊可能なことも知っていた。

  　集中力は極限まで研とぎ澄まされる。脳の中で普段は働かない機能が引き出され、ノラはこの局面、数秒間にすぎない攻防を引き延ばして認識する。

  　斜め下から斬きり上げる形で、先頭の輪を真っ二つに切断。

  　連なるようにしてほとんど同時に飛来する二撃目の輪を、上段からの振り下ろしで斬りながら一歩後退する。

  　ひと太た刀ちごとに後ろに下がって、被ひ弾だんまでの時間を延ばしている。ほんのわずかな差でしかないが、超高速戦闘においてはその差こそが勝負を分ける。

  　三撃目を斬った際に、鈍にぶい衝撃音とともに剣が火花を発した。ノラの剣速も、剣の強度も限界を試される。

  「うおおおおおお！」

  　気勢を上げながら剣を振り続ける。四撃目、五撃目への対応。声の荒々しさとは裏腹に、冷静に、それぞれ刀身の切っ先と中程ほどとで打ち分ける。剣への負ふ荷かが一点に集中しないよう、精密な剣技を発揮した。

  　六撃目。これが現時点でシェリーが放った最後の輪。

  　ノラは、シェリーは魔術の名手であっても投とう擲てきの名手ではなかったと感じる。すべてが単調な水平軌き道どうだったため対処が楽だ。

  　後退を続けていたが、これを防げばノラが攻めに入れる。前進に転じ、半はん身みになりながら剣を繰り出し、刺し突とつ気味に斬きり裂いた。

  「ううううっ！　の、ノラさん──！」

  　縛ばく鎖さ魔術を全すべて弾はじかれ、シェリーが呻うめく。

  　ノラはすでに距離を詰め始めていた。剣を片手持ちにして全身の可動域を広げる。次の魔術が繰り出される前に勝負を決める。

  　だが、シェリーはすでに手を打っていた。

  　表情が、一変する。

  「人間の方に奥の手を使うのは、ノラさんが初めてですよっ！」

  　嗜し虐ぎやく的な笑みとともに手を振った。

  　警戒していなかったわけではない。ノラは抜群の集中力を発揮して、シェリーの動作に注意を払っていた。シェリーの身体からだ周りの魔力に動きがあれば、即座に対応できるように備えができていた。

  　そのつもりだったが、視力には限度がある。

  　シェリーの指先から伸びる、極細の魔力の糸には気づかなかった。

  　すでに斬り裂かれた六輪の輪。すでに力を失ったはずだったそれらは、魔力の糸で指に繫つながっており、依い然ぜん、シェリーの管理下にあった。

  　魔力で同時に、輪と糸の二形態を作り出し、それらを組み合わせて意のままに操あやつる高等技術。

  　シェリーの奥の手により、ノラの死角で六輪の輪が再生し、再び浮上して襲いかかった。

  　ノラの長剣に三輪。剣を握る左腕にも三輪。

  　それぞれ固く嵌はまり、ノラの前進を押し留とどめた。

  　輪はノラの腕の動きを封じるだけでなく、空間に縫ぬいつける役割も果たす。ノラがどれだけ足を動かそうと、左腕を押すことも引くこともできず、その場から一歩も動けない。

  「ぐぅっ……ぁぁ……あああああ！」

  　ノラの心は、捕らわれたという驚きや敗北感よりも、激痛で満ちていた。縛鎖魔術が腕を容よう赦しやなく締め付ける。筋肉が断裂しかねない握力。血管が圧迫され、左腕全体が痺しびれる。

  「本当は、ルゥさん対策に用意していた技のひとつなんですけどね。ルゥさんはこの技を使う前に倒せてしまいましたけど、練習した甲か斐いがありました。あ、ルゥさんって言っても、ノラさんにはわからないですよね？」

  　痛がるノラを眺めながら、シェリーは得意げな口調で言い、縛ばく鎖さ魔術の力を強めていく。

  　縛鎖魔術には制約が多い。長時間連続で発動することはできないし、シェリーがこの場から離れても拘束が解けてしまうので、まだカーネスを追えない。ここでノラの身体からだに傷を刻み、シェリーを追えない状態にまで痛ませておく必要がある。

  「本意ではありませぬけど、ノラさん、しばらく剣が振れない身体になっていただきますね？」

  「ああっ……、ま、まだだ……、まだ私はっ！」

  　ノラは右腕を動かし、左腕を縛る輪を摑つかむ。必死の形ぎよう相そうで引くが、ノラの腕の筋肉が震えるだけ。結ばれて動けなくなった拘束植物エンゲイジと同じことしかできなかった。

  「無駄ですって。人間の力では外せませぬ。言いましたよね？　竜だって捕らえられるんですから。高位竜には効きかないかもしれませぬけど、竜人形態のときであれば、あの双そう剣士さんにだって通用する自信がありますよ」

  「諦あきらめ、られるか……！　……んん？」

  　ノラは抵抗を続けながら、シェリーの言葉に違和感を覚えた。息を荒らげながら尋たずねる。

  「あの双剣士というのは、フレイクのことか？」

  「ええ」

  「なぜ、そこでフレイクのことを持ち出す？　例えとして、おかしくないか？」

  「え？　だって、双剣士さんの正体って高位竜なんですよね？　シェルグーヴさんからそう聞いたんですけど」

  　シェリーはきょとんとする。

  　ノラもきょとんとする。

  　お互い、相手のことをおかしな人を見る目で見ている。

  　シェリーは、ギルドの長ちようのノラであれば当然、仲間であるフレイクの正体を知っているものだと思っている。不可能に近い例ではあるが、シェリー自身が竜と手を組んだ身だ。何らかの深い事情や経緯があれば、戦闘ギルドが竜人を迎え入れることだってあるだろう。

  　一方、ノラはフレイクが竜人であることを知らない。正体が氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルであることを、知らないままここにいる。

  「何かおかしいですね。シェルグーヴさんの勘違い？　いやいや、でもでも……」

  「フレイクが、竜……？　竜人……？」

  　あまりの内容にノラは一瞬混乱したが、気を強くもって立て直す。

  「さては、私に疑念を抱いだかせて、戦意を挫くじくのが狙ねらいか。だとしたら下へ手たな噓うそだ」

  「噓じゃありません！」

  　シェリーは言い返す。

  「だって、シェルグーヴさんは大怪け我がをしていました！　ただの戦士や魔ま道どう師相手に不覚をとるわけありませぬ！」

  　その疑問は、ノラの心の片隅にもあった。当時はギルドが別行動をとっており、フレイクとアイのふたりをナリスタンに行かせていた。アイの技量を信じてはいたが、どのように切り抜けたのか、ノラは誰にも聞いていない。

  「……アイがうまくやったに違いない」

  「そうでしょうか。シェルグーヴさんは高位竜ですよ？　高位竜を上回る召しよう喚かん獣なんて、いないでしょう……？」

  「シェリー。お前は自分でも召喚魔術を操あやつるくせに、何にもわかっていない。召喚獣単体では、確かに難しい。だが、複数の召喚獣に連係を命じて力を引き出してやれば、単体ではできなかったことができるようになる」

  　痛みに表情を歪ゆがめながらも、ノラは超然とした佇たたずまいで語る。

  「要するに応用力だ。用途を限定せず、先入観を捨て、考えに考え抜けば、思いも寄らない力を手にできる。アイには、それができるだけの力がある」

  「うーん、仰おつしゃってることはわかりますけど、それにしたって……」

  　シェリーは釈然としない様子で応じた。

  「まだ話は終わっていないぞ」

  　ノラは不敵に笑う。

  「私も、アイを見習うことにする。ぶっつけ本番で、成功するかどうかまったくわからないが、剣士の応用力、見せてやろう」

  　そう言うと、ノラは深呼吸をした。次の一いち撃げきに全身全霊を込める。この肉体がどうなっても構わない覚悟で、縛ばく鎖さ魔術からの脱出を図る。

  　ただならぬ雰囲気に、シェリーもさすがに身構えた。この状態からノラができることは限られているが、それでも、底力は侮あなどれない。万ばん全ぜんの警戒でノラの動きに備える。

  　ノラは、あらん限りの力で叫ぶ。

  「おおおおおおおおおおおおおおお刀身拡──張エライト──ン！」

  　剣に魔力を込め、質量を増大させる魔術。剣士の基本技術のひとつにして、奥おう義ぎでもある。ノラほどの実力者が発動させれば、刀身は自分の全身の数倍の大きさにまで膨ふくれ上がる。

  　だが、シェリーは恐れない。

  　ノラを相手取っている時点で、シェリーは当然、刀身拡張エライトーンのことも想定していた。

  「残念ですけど、ノラさん、私が何のためにその剣に輪っかをかけたと思ってるんです？」

  　剣の質量は変わらなかった。縛鎖魔術の輪が剣を押さえ込んでいる。

  　輪は刀身の切っ先、中程ほど、根本の三か所を鞘さやのように包つつんで押し留とどめている。刀身が長さを伸ばすことも、幅を広げることも許さない。軋きしむ音が激しく、しかし虚むなしく響く。

  「おおおおおおおお！」

  　叫びは続く。続くが、剣が動くことはない。ノラの刀身拡張エライトーンよりも、シェリーの縛鎖魔術のほうが強い。

  「ノラさん、話を聞いてくれませんね？　ノラさんが優すぐれた剣士であることは認めますけど、限界はね！　あるんですよ！」

  　シェリーは指先の糸を通じて、輪にさらなる魔力を供給する。余裕ぶりつつも備えは怠らない。ノラの魔力に拮きつ抗こうするのは、シェリーにとってはさほど難しいことではなかった。

  「どこが応用力ですか！　ただの力押しではありませぬか！　その力押しでも、私を上回ることはできませぬ！」

  「応おおおお用おおおおは、ここからだあああああ！」

  　ノラは、拘束されていない右腕を動かしていた。

  　左腕で剣に魔力を送りながら、右拳こぶしを振りかぶっていた。

  　当然、ノラの足は依い然ぜん動かない。その拳がシェリーに届くことはない。

  　拳が向かう先はシェリーではない。

  「ま、まさか！」

  　シェリーは驚きよう愕がくの声を上げた。

  　ノラは固定された剣の刀身、その側面を殴なぐりにかかった。

  　それも、戦闘によって最も磨ま耗もうし、脆もろくなった部分を見抜き、的確に撃ち抜く。

  　六歳の頃に戦った、あの少年に。

  　都市ガルズム最強の拳けん闘とう士、マッケルガーに。

  　力強かった彼らに挑いどむような心持ちで、右拳に思いを込めた。

  　学生時代に鍛きたえた拳闘の足運びは披ひ露ろうできなかったが、それでも拳は恐るべき鋭さで繰り出される。重力操作グラベトリーブで拳だけを重くしており、遠心力がノラの拳速に加わった。

  　拳はただ一いち撃げき。

  　刀身に衝突し、割り砕いた。

  　衝突箇所が力点、縛ばく鎖さ魔術の固定箇所が支点と作用点になり、作用点で砕け、力点で折れた。刀身は爆発でも受けたように飛び散り、最も大きく長い破片がシェリーに向かっていた。

  　魔力のほとんどを縛鎖魔術に集中させ、他ほかの魔術を発動できないシェリーへ。

  　シェリーの顔が焦しよう燥そう一色に塗ぬり潰つぶされる。とっさにノラの拘束を解いた。魔力の糸を引き戻し、六輪を防御のために使おうとするが、突然のことに動揺したシェリーの動作は、正確性を欠いていた。

  　破片は輪の隙すき間まを通過した。

  　肉が刺される、湿り気のある音が辺りに響く。

  　シェリーは脂あぶら汗をかきながらも、視線を努めて高く水平に保っていた。

  　信じたくなかった。

  　見なければ信じずに済むと思った。

  　だが、目を落として見てしまった。

  　破片は、シェリーの胸に突き刺さっていた。

  「そん、な────！」

  　シェリーは刺さった箇所を凝ぎよう視ししながら、その場に崩れるように両膝ひざをついた。

  　刀身が傷の蓋ふたをしていて出血はさほどなく、わずかに刀身を伝つたうだけだが、深々と刺さっているのは間違いなかった。心臓は無事だろうか。シェリーは自分の鼓動の様子から類推しようとするが、うまくいかない。動転していて、冷静に判断できない。

  「こんな、こんなことで負けるって……、運が悪すぎるじゃないですか……。こんなの、ただの偶然ですよ……。ノラさんには、私、完全に、勝っ、勝っ、私、勝ってた、のに……」

  　シェリーは、しゃくりあげるように泣き出した。

  　胸の傷の血よりも、涙のほうが先にこぼれ落ちて草原を濡ぬらした。

  「認めるよ。確かに、私は偶然に頼った」

  　ようやくのこと自由になったノラ。

  　左腕には痛ましい跡が残っている。肘ひじから下は竜りゆう鋼こう性の防具で守っていたが、その防具ですら輪によって凹くぼんでいた。防具がない二の腕の袖そでには血が滲にじんでいる。筋肉が痺しびれており、しばらくは動かせそうにないが、左手は折れた剣を握り続ける。

  　右手の指の付け根にも傷。思い切り殴なぐった名な残ごりを見ながら、ノラは言う。


  [image: ]


  「殴なぐった後で刀身がどっちに飛んでいくかは、完全に運任せだった。狙ねらって飛ばせたわけじゃない。そもそも、剣の強度が落ちてたのも私が整備を怠っていたからで、作戦じゃない。本当にたまたまだ」

  「で、です、よね……」

  「だが、それがどうした」

  　泣き続けるシェリーに、ノラは告げる。

  「私は、人類を守るためなら何でもする。運にだって頼る。だが、勝利のために他人を犠ぎ牲せいにしたりはしないし、負けを偶然のせいにもしない。私が理想とする剣士像は、勝っても負けてもかっこいいものなんだ」

  　初めて、ノラはシェリーに思いをぶつけられた気がした。

  　これが私が言いたかったことなのだと、ようやく思い至る。

  「シェリー。お前は確かに強かった。強かったが、私から見てお前の思想はかっこよくない。目的のために巻き添えをやむなしとし、自分に不都合なことが起きると泣くようなわがままな奴やつに、人を断罪する権利を与えたくはない。境遇には同情するし、訴えたいこともわからないでもないが、もっとかっこよく訴え出ろ。そうしたら、私も、みんなも、シェリーの話を聞いてくれると思う」

  「…………」

  　シェリーは頰ほおを涙で濡ぬらしたまま、ノラを見上げた。

  　ノラはふと気づいたように尋たずねる。

  「自分で治ち癒ゆできるか、その傷？」

  「…………はい」

  「では、私はもう行く。フレイクの奴を連れ戻さないといけないんでな」

  　ノラは自分の足で王おう都とへ向かおうとした。乗ってきたユニコーンが街道でずっと待っていたが、腕の状態が悪く手た綱づなを握れそうにないための選択だった。

  「ノラさん、私にとどめを刺さないおつもりですか!?」

  「とどめを刺してほしいのか？」

  「いえ、あの、そういうわけではなく……」

  「言っただろ？　我ながら甘いと思うが、同情しているんだ。それに、私は人間を信じたい。根っから腐っている竜と違って、シェリー、お前は改心できる。改心しているはずだ」

  　ノラはシェリーの顏を見て、精神状態を正確に読み取っていた。

  　ノラはそのまま走り去り、シェリーはその場に残された。

  「どうして……、どうしてそこまで真っ直ぐなんですか……？　もう、私、立てつく気になれませぬ……」

  　王都西方の平原には風が吹くだけで、答える者はいなかった。
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  　竜りゆう王おう復活以後、凄すさまじい天候が続く王おう都とではあったが、ここまで、曲がりなりにも膠こう着ちやく状態を保っていた。

  　それは決着を焦らない竜王の性格によるところが大きいが、王宮警備隊や王都常駐軍の兵たちの努力の成果とも言える。戦闘面で、竜王に対して攻め手がないのは決して褒ほめられた話ではないが、豪雨に襲われる人民に避難所や物資を提供し、混乱を最小限に抑えた働きは賞賛に値あたいする。兵たちは緊急事態に動揺しつつも、献身的に奔ほん走そうし続けた。

  　だが、彼らを嘲あざ笑わらうかのように、膠着状態は唐とう突とつに崩れる。

  　大いなる変化が王都に生じる。

  　王都全域を守護する対竜結けつ界かいが、この日、初めて消滅した。


  


  第四章　巨星明滅

  

  　王宮警備隊の結けつ界かい術師たちが生み出す対竜結界は、ほとんど無色透明である。多くの人間がその中で生活を営むのに、濁にごっていては視界が遮さえぎられて支障が出てしまう。そのため、結界術師たちは魔力の発光具合や色調を調節する訓練を積んでいた。

  　生活のために必ひつ須すの存在であるにもかかわらず、住民たちがその存在を五感で感じ取ることはできない。感じ取らせないことに心しん血けつが注がれている。

  　したがって、対竜結界が消滅した瞬間、それに気づいた者は少なかった。

  　もしも、その瞬間に王おう都とから上空や外の景色を注意深く見ていたら、光の屈折具合のわずかな変化を見て取ることができたかもしれない。常人が気づける可能性はそこにしかないが、豪雨という環境下ではそれも望めなかった。屋内に閉じこもって窓越しに見るのでは絶対に気づけない。そのくらい微妙な変化だった。

  　アイは氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルの下もとへ急いでいる最中で、そもそも空を見上げている余裕などなかった。雨避よけのためにフードを目ま深ぶかに被かぶり、前だけを見て王都の東側へとユニコーンを駆る。

  　当初の目的地だった王宮を素通りした。敷地内に立つ、一ひと際きわ背の高い建物が遠くからでも目を惹ひいたが、その屋根は無む惨ざんに破壊されていた。

  「うわ……、雷かみなりにやられたのかな、あれ……」

  　やはり、カーネスを王宮に引き渡すのは得策ではない。

  　王宮の意図には反するだろうが、アイはそれで構わないと割り切ることにした。たとえ後で何らかの処罰を受けることになっても、アイは後悔しない。

  　カーネスはアイの後ろでユニコーンに跨またがり、こちらもフードを被かぶっている。落下しないようにアイの身体からだにしがみついており、空どころか前も見えない。真横を向いて、流れる街並みを見ているしかなかった。

  　それにもかかわらず、カーネスだけは異変を察知していた。

  　結けつ界かい術の才能を生まれつき持っているカーネスは、結界の魔力波長を視覚と肌感覚で感じ取ることができる。無色だろうが透明だろうが、どんなにさりげなく消え去ろうが、カーネスにはわかる。

  　しかし、カーネスにわかったのは空気の変化だけであり、それが結界の消滅だとは理解しなかった。

  　カーネスは、自分を取り巻いて存在している何かが対竜結界であるという肝心の事実をわかっていない。そもそも、対竜結界に初めて触れたのが数日前であり、経験が絶対的に足りなかった。シェリーの王宮攻略の折りに結界内部に入り、違和感を覚えたものだが、王おう都との空気は他ほかとは違うのだと誤解してしまっていた。

  　その空気が、今は他の街や村と同じになっている。

  　自分でもよく理解できない現象。

  　カーネスは何とかしてそれをアイに伝えようとした。

  「何か……、何かおかしいにゃ……！」

  「カーネスちゃん、何か言った!?」

  「今、変な感じがしたのにゃ！　空気が変わったような気がしたにゃ！」

  「ど、どういうこと!?　私はぜんぜん感じなかったけど！」

  「うまく説明できないけど、さっきと今とで街の雰囲気がぜんぜん違うにゃ！」

  　拙つたなく、要領を得ない会話だが、アイは我慢強く聞く。

  「変な人の気配とかそんな感じ!?」

  「わからないのにゃ！　でも、何かよくない感じがするにゃ！　さっきまでは何かに包まれてる安心感があったのに、今はそれがなくなったにゃ！」

  「それって、もしかして結界術と何か関係ある!?」

  「……かもしれないにゃ！」

  　当てずっぽうの推測によって、アイは正解に肉薄した。

  　そして、考えをさらに進めていく。

  　何かに包まれていたのに、今はそれがない。

  　確証は持てないし、言えばカーネスを不安にさせてしまうが、危機感の共有のためにアイは告げる。

  「対竜結けつ界かいそのものが消えたってことはあり得る？　結界術師の人が雷かみなりに撃たれたとか……」

  　カーネスは無言。返事の代わりに、アイの背中に顔をくっつけて頷うなずく動作をした。怖いので口には出さないが、カーネスもアイが言った可能性を認めている。

  　アイはさらに踏み込む。今、王おう都との中でこの危機を最も正確に把握しているのはアイだった。

  「結界がなくなったとしたら、竜りゆう王おうが降りてくるかもしれない！」

  

  ＊

  

  「結界が消えたか」

  　上空にいる竜王も、王都の異変を察知していた。

  　竜族は、対竜結界の存在を視し認にんすることができる。結界術師のように魔力波長を読み取っているわけではなく、単に、人類と竜族とで視神経の性能が違い、可か視し光線の分布に差があるというだけのことである。対竜結界に限らず、竜族は人間が発する魔力であれば、発光・発色しているか否いなかにかかわらず目で確認できる。それでなくとも最強の生物とされる竜が、戦闘や追跡の際にさらに有利になる。

  「ううむ、しかし素直に喜べぬな……」

  　結界術師を警戒し、王宮に雷を落とし続けてきた竜王である。結界の消滅は歓迎すべき出来事だったが、竜王は疑念の目で王都を見ていた。

  「消え方が不自然だった。雷で結界術師が倒れたにしては、落雷と結界消滅の間に時間差がありすぎる。それに、一発の雷で結界術師全員が倒れるなんてことが、果たしてあるか……？」

  　結界術師が複数いるであろうことは、竜王にもわかっている。人間の体力や魔力に限度がある以上、ひとりで王都を守り続けることなどできない。数時間交代の当番制が敷かれている。

  　それはつまり、常に控えの人員が存在することを意味する。仮に雷が結界術師に命中して、結界を維持できなくなったとしても、他ほかの者が代わりを務つとめるはずである。

  　しかし、いつまで経たっても再発動の気配がない。

  「罠わなか」

  　竜王は鼻で笑うように言った。

  「わざと結界を消して、私が着陸するのを誘っている可能性はあるな。そこへきて結界を再発動。私を捕らえるという腹か。なあ、お前たち、そういうことか？」

  　竜王の言葉はすべてが独り言というわけではない。遠巻きに包囲網を築く兵たちに質問を投げかけ、反応を見ようとしていた。

  　だが、兵たちは答えない。それどころか、竜王が語る内容に驚いている様子にも見えた。隣の者同士で囁ささやきあい、不安そうに私見を交換している風ふ情ぜい。

  　本当に結けつ界かい術師が倒れて慌あわてふためいているともとれるが、演技の可能性もあり、あるいは上層部が情報統制を敷き、末端の兵に作戦を伝えていないだけなのかもしれない。

  　結局、兵たちを見て確実に断言できる事柄は少ない。

  「やはり、しばらく様子を見るのが賢明か」

  　高い戦闘力を誇り、自分の力に酔いしれている節ふしもある竜りゆう王おうだが、結界術師に対しては慎重な姿勢を崩さない。数百年の孤独で竜王は大いに学んでいた。せっかく得られた自由を手放さないよう、不用意な突撃は自じ重ちようする。

  「そうだな……。この機に乗じて、私よりも勇ゆう猛もう果か敢かんな竜が王おう都とを攻めてはくれないものだろうか。そうすれば、本当に結界術師がいないかどうかがわかるのだが」

  　竜王は呟つぶやいた後で、唐とう突とつに叫んだ。

  「大陸にいる竜どもよ！　我こそはという者はおらぬか！　人間の兵どもなど恐れることはあるまい！　歴史に名を刻む千載一遇の好機ぞ！」

  　竜王は遙はるか彼方かなたにまで届くように声を張った。空気が裂けるような大音声が響き渡る。

  　だが、反応は返ってこない。

  「まあ、たいして期待はしてなかったがな」

  　竜王は自じ嘲ちよう気味に笑った。

  「雑魚の竜どもは王都の兵に勝てぬだろうし、高位竜には野心が足りぬ。すでに縄張りを大きく確保していることが多いから、無理もない話だ。どこかにいないものか。自信家で、なおかつ、力と動機を併あわせ持つ竜が」

  　ふざけ半分の発言だったが、竜王にとって好都合なことに、条件に適合する竜は存在した。

  　それも、王都のすぐそばに。

  　王都の出入り口を封鎖するために、劫ごう火か竜ウォーフィアが外壁付近を飛び回っていた。
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  　劫火竜ウォーフィアは、王都封鎖にあたって全身を竜形態に戻していた。全長二十メートルを超える巨体を駆り、外壁付近を低空飛行。自分の姿を住民たちに見せつけて脅おどしを利きかせる。

  　もちろん王宮警備隊もウォーフィアを看かん過かしないが、竜王に戦力を割さいている関係上、ウォーフィアに向けられる兵の数は限られ、実力も格落ちしていた。

  　警備隊の中でも下位の戦士たち。常駐軍の兵を遙かに上回る精鋭には違いないが、単独で高位竜を狩れるほどの実力はない。複数人で組んで、ウォーフィアに連係攻撃を浴びせる目もく論ろ見みだった。

  　ウォーフィアはまともに相手をしなかった。

  「戦っても負けはしないけど、その隙すきに住民に逃げられたら間抜けだものね……」

  　瞬殺するのは難しいと見ての判断。兵の接近を察知しては方向転換し、別の方角へと向かう。兵が大人数であればウォーフィアも包囲されていただろうが、そこまでの規模の部隊は出陣してこなかった。これ幸いと高速で飛ひ翔しようし、神しん出しゆつ鬼き没ぼつに各方面の街道を襲った。

  　結果、移動中の隙を突かれて少人数の脱出者こそ取り逃がしているが、大規模な避難は未いまだ許していない。

  「シェリーに宣言した手前、このくらいのことはこなさなくちゃ……」

  　竜のことを見み下くだすシェリーの態度は気に食わない。シェリーからどう思われようと損も得もしないのだが、ウォーフィアの自尊心は高い。負傷による戦線離脱という失態を、早いうちに返上しておかなくては、ウォーフィアの心は苛いら立だつばかりだ。

  　しかし、治療に時間を費やしたのは正解だったと自己評価する。

  　目の状態はすこぶるいい。どの方向に目を向けても、動きに違和感がまったくない。魔ま道どう師マリエル・ティリエの腕は確かだった。

  　ウォーフィアは当初、用が済んだらマリエルを殺すつもりでいた。彼女の仲間の戦士たちを殺してしまった禍か根こんは、念のため断っておいたほうがいいという合理的な判断だった。

  　しかし、結局ウォーフィアはそうしなかった。マリエルの技術は貴重で、殺すにはあまりにも惜しかった。性格も従じゆう順じゆんで気に入った。手術による激痛は記憶に新しいところだが、また利用できる機会がないとも限らない。

  「竜りゆう王おう様が、封印の数百年の間にお身体からだを痛めていたりしたら、またマリエルを脅おどして診みさせるってこともできるわけだし」

  　利用価値があるものは、とことんまで利用してやるつもりだ。

  　その姿勢があるからこそ、ウォーフィアは大たい望もうに向かっていける。

  　全人類の排除。

  　竜族による大陸支配。

  　すべてを竜王が掌しよう握あくし、自分がその側近の座に就つく。

  　一匹の竜には過ぎたる望みではあったが、大勢の竜や人間たちを踏み台にして竜王復活まで漕こぎ着けた。

  「早く竜王様にご挨あい拶さつしたいところだけど、どうしようかしら。迂う闊かつに近寄って敵だと誤解されたら、さっき落ちてきた竜みたく問もん答どう無む用ように殺されてしまうかもしれないし……。ああ、でも、機を逃のがして失礼になってもいけないわ……」

  　ウォーフィアが熱っぽい調子で、珍しく迷いを口にした。

  　ひとまずは王おう都とを封鎖し続けるが、その後の展開も視野に入れている。早くそこまで到達したいという思いで、気がはやる。

  「────あら」

  　折りよく、待ち侘わびていた出来事が起きる。ウォーフィアは高こう雅がな声こわ音ねでそれを迎えた。

  　対竜結けつ界かいの消滅。

  　治療したウォーフィアの目は、傷を負う前とほぼ同じ水準にまで回復しており、対竜結界の光の波長も捉とらえていた。竜を遮断する忌いま忌ましい壁であり、竜りゆう王おうを封じていた檻おりでもあった。

  　それが、跡形もなく消え去った。

  「さすがは竜王様。お見事だわ」

  　落雷が結界術師を撃ち抜いた。そう解釈して、竜王の偉業を褒ほめ称たたえる。竜王封印と王おう都と建立以来、数百年存在し続けていた結界が、初めて取り払われたのだ。

  　ウォーフィアは、自分がどうするべきか考える。

  　まだ王都住民は結界消滅に気づいていない様子だが、いずれ、竜王が降り立てば嫌でも知るところとなる。そうなれば、人々は自分の家を捨て、散り散りに逃げていくだろう。

  　いかに竜王の力が凄すさまじくとも、逃げる百万の住民すべてを殺害することはできまい。そもそも、その意思が竜王にあるかどうかもわからない。王都は制圧できるが、多数の生き残りを許すことになる。

  「ならば、ここは私の出番ね」

  　ウォーフィアは空中を旋せん回かいし、王都東端に向かう。

  　結界がなくなった今、ウォーフィアも王都に入り込める。東側一帯を血祭りに上げれば、多くの人々は西に逃げるだろう。西にはシェリーが待ち伏せており、そちらも地獄と化す。北や南に逃げる者は助かるが、東西での挟はさみ撃ちで住民の大部分を殺せると見た。

  　実際には、この時点でシェリーはノラに敗北しており、戦力にはならない。挟み撃ちの目もく論ろ見みは最初から瓦が解かいしていたが、ウォーフィアはそれを知らなかった。

  「では、始めましょう。ただ、空中からの攻撃だけで何とかしたいわね。着陸すると人間どもがうざったいし、記念すべき王都初の竜族の足跡は、やっぱり竜王様に刻んでいただきたいもの」

  　竜王の期待を知って応こたえるかのように、力と動機をもった自信家の竜が王都に入る。

  　飛ひ翔しようしたまま、ごく自然に外壁を越えた。降り続ける雨の範囲内。雨粒が身体からだを打つが、その痛みはむしろ心地よいくらいだ。竜王が作ったものとあれば、ウォーフィアは喜びをもって受け入れる。

  「さて、手始めにどこから──あら？」

  　歌うように言いながら街並みを見回したが、早速、ある一点に目が留まった。

  「あれって、カーネス嬢？」

  　通りを駆けてくるユニコーンが一頭。騎き手しゆは女魔ま道どう師で、その後ろには結界術師の卵の少女、カーネス・オルコットがしがみついて乗っていた。

  　ここまで数日、ずっと付け狙ねらっていた少女。フードを被かぶっていても見間違えることはない。

  「シェリーと一緒にいたはずだけど……？」

  　先刻、王おう都と西方の平原で会った際、シェリーはカーネスを故郷に帰すと息巻いていたが、どうやら何かがあったらしい。おそらく、シェリーは負けたのだ。

  　意外だとは思ったが、悲しみはない。ただ踏み台をひとつ失っただけだ。有用な存在ではあったが、竜りゆう王おう復活が済んで利用価値は落ちたところだった。

  「お気の毒様ね、シェリー。でも、私にとっては好機。飛んで火に入いる結けつ界かい術師ってことで」

  　早々と予定を変更し、逃げる住民は放っておく。優先すべきは結界術師の抹まつ殺さつ。接近を始めたウォーフィアの顔は喜色に塗まみれていた。
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  　結界消失についての解釈は、大きくふたつに分かれた。

  　ひとつは「結界術師が倒れた」というもので、アイとウォーフィアはこの考えに則のつとって動いている。

  　もうひとつは「結界術師が倒れたと見せかけるために結界を消しただけで、いつでも再発動が可能である」というもので、慎重な竜王はそれを警戒した。

  　真相を知るのは王宮関係者のみ。それも、王族と結界術師本人たち、そしてごく少数の兵たちに限られる。

  　ふたつの解釈は、両方とも外れていた。

  　結界術師はひとりも死んでいない。そして、罠わなを張るために結界を消したわけでもない。

  　結界術師は全員が連れ去られ、王宮から忽こつ然ぜんと姿を消していた。

  　彼らは普段、王宮本殿の一室に勤務し、そこで結界術を発動している。室内外は王宮警備隊の上位戦士たちによって警備されており、隙すきはない。大陸最強の剣士、ハロルドことルゥ・ガーティスに匹ひつ敵てきしかねない戦士が複数人。彼らを打破することは反逆者のシェリーでも匙さじを投げるほどの難事である。

  　誰も結界術師を連れ去ることなどできない。

  　上位戦士たちに命令できる立場の人物でもない限りは。

  



  
    ＊
  


  

  　結界が消えたことを前提に動き、竜との遭そう遇ぐうを覚悟していたアイは、決して慌あわてることはなかった。住民たちが騒然とし、雨のことを忘れたようにひたすら逃げていく中で、竜の姿から冷静に情報を読みとった。

  　曇どん天てんの下もとに映える、緋ひ色いろの鱗うろこ。

  　竜りゆう王おう復活に一役買った劫ごう火か竜ウォーフィアが、ここぞとばかりに突入してきた。

  「目が治ってる……！」

  　アイの観察眼は竜の変化を見み逃のがさない。姉のノラが負わせ、竜の再生能力でも治せなかったはずの傷が癒いえている。両目の瞳ひとみは正常に動き、アイとカーネスの姿を捉とらえていた。

  　目が合うや否いなや、ウォーフィアは速度を上げて接近してきた。街を無差別に襲うのではなく、明らかにアイたちを狙ねらっている。

  　アイはユニコーンの手た綱づなを強引に引いて、猛然と方向転換。前ぜん衛えいの戦士がいない今、接近を許すわけにはいかない。横道に入り、少しでも距離を稼ぐ。

  　だが、ウォーフィアは委い細さい構わない。まだ間合いが詰まらないうちから、胸を膨ふくらませた。肺に空気が取り込まれていく。息い吹ぶきを放つための予備動作だ。

  　一瞬後、頭を振りながら大口を開ける。

  　その勢いのままに、口こう腔こうから地上に向けて猛火が放たれた。

  　アイとカーネスには届かないが、背後の空間を焼いていく。道沿いには商店や住居が犇ひしめいていたが、大規模な火炎が百軒近くをまとめて呑のみ込んでいく。多くは炎上して赤々と燃え盛ったが、ウォーフィアの近くにあった建物は一瞬で燃え尽きて灰になっていた。ただ黒く焦げた骨格が残るだけだ。

  　強い雨が降るこの環境ではほどなく鎮ちん火かされるだろうが、それでも炎熱が周囲に広がった。人々の悲鳴が響き、逃げる足音が速くなる。

  　ウォーフィアはアイとカーネスを追って、自らが放った炎の上を飛ぶ。火炎の広がり具合や熱波の温度を確認し、残念そうに言った。

  「ううん……、この雨だと私の息吹もいまひとつねえ。わかっていたことだけど」

  　初しよ手ては、アイとカーネスに当てる気で放ったわけではない。当たれば儲もうけものという気持ちはあったが、主たる目的はこの環境での自分の性能を把握することだった。息吹が風にどの程度流され、雨でどの程度減殺されるか、試し撃ちで確認したのだ。

  　都市に深い傷を残しながらも、ウォーフィアは不満げだった。

  「ついでに……」

  　ウォーフィアは全身から炎を発して、身に纏まとわせた。低空飛行する小太陽が街を照らしていく。降りかかる雨粒はすべて蒸発し、自身の身体からだもたちまち乾く。

  　劫火竜の切り札である能力、炎熱の鎧よろいだった。攻防両面に絶大な威力を発揮し、近づく戦士を骨まで焼いて消し炭にできる。

  　これも、試しに発動させただけ。すぐに炎を収め、通常の形態に戻る。

  「なるほど、この程度。物足りないけど、人間を焼くには十分ね」

  　自らに及第点をつけていた。

  　遠ざかるアイはウォーフィアの言葉を聞き取れないが、その様子は馬上で振り返って見ていて、試し撃ちの意図は察した。

  　ただ練習のために、人々の生活の場を一瞬にして奪った。

  　アイは罪の意識も感じる。ウォーフィアが一帯の建物を焼いたのは、アイがこの方角に逃げたためだ。どこへ逃げようと似たような被害が出てしまうのは避けられないが、後ろめたさは残る。逃げ遅れた人がいないことをただ祈った。

  「カーネスちゃん、結けつ界かい術、発動できる!?」

  　アイは雨音に負けないように声を張る。王宮の結界術師がいなくとも、カーネスが結界を張ればウォーフィアを追い返すことができる。

  　だが、カーネスは悲痛に叫ぶ。

  「さっきからやろうとしてるけど無理にゃ！　魔力が手に集まってこないのにゃ……！」

  　シェリーが解説したとおり、カーネスは魔ま道どう師として未熟で、魔力の回復は遅かった。

  　このままではいずれ追いつかれてしまう。ユニコーンの速度は決して遅くないが、都市の中では走路が限定されている。障害物のない空中を翔かけられる竜が圧倒的に有利だ。建物に身を隠してやり過ごそうにも、ウォーフィアはその建物ごと焼き払ってしまうだろう。

  　アイはノラと違い、竜に大打撃を与えられるような攻撃力は持ち合わせていない。小型の召しよう喚かん獣を多数向かわせて足止めすることならできるが、ウォーフィア相手にどれだけ通用するものか。

  　距離を詰められていく状況。

  　しかし、アイは決して悲観はしていなかった。

  「そこの竜！　結界が消えたからっていい気になってるんじゃない！」

  「王宮警備隊をいつまでも舐なめるな！」

  「我々が相手だ！」

  　雨にかき消され気味ではあったが、しかし確かに声が聞こえた。

  　王宮警備隊の戦士たちがウォーフィアを追って駆けつけ、口々に叫んで威圧していた。

  　結界消失前から追跡していた精鋭たちで、体力の消耗はあるが士気は高い。王おう都と内での戦闘という異例の事態にも適応して駆ける。召喚獣に騎き乗じようしている者がほとんどだが、自分の足で走る者もいる。人家の屋根を踏んで跳躍し、重力操作グラベトリーブで加速していた。

  　常駐軍の部隊も続々と揃そろう。高位竜討とう伐ばつは王宮警備隊の領分というのが原則だったが、街が破壊されつつある今、被害の拡大防止のために出動していた。

  　いかに高位竜でも、この戦力を前にしては苦戦を強しいられるだろう。

  「うざったいわ……！」

  　ウォーフィアは兵の群れを空から見下ろして言う。

  　自分でもわかるほどに激しく苛いら立だっているが、しかし撤てつ退たいは考えない。カーネスが結界術を発動できない今が好機なのだ。回復を許してしまえば、もう二度とカーネスを抹まつ殺さつする機会は訪れない。

  「竜の前で！　竜りゆう王おう様の前で！　人間なんて■■みたいな存在のくせして、でかい顔してるんじゃないわよこの■■どもおおお■■■■■■■おおおおお！」

  　吠ほえ猛たけり、人類を気迫で圧するウォーフィア。

  　アイは間合いを十分確保した上で、目に力を入れて強く睨にらみ返した。
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  　王宮警備隊の上位戦士たちを統率するのは、原則として王宮警備隊隊長の役目である。戦術を練り、兵を配置し、装備を整えさせ、休養をとらせることまで考えて指示を出す。

  　だが、それらはあくまで王族から授かった任務だ。組織の頂点ではあるが、その上には王族が立っている。

  　王族が口を出してくれば、王宮警備隊隊長はその命めいに従う。そもそも、彼らは王宮を守るために存在しており、そこで暮らす王族たちの要望を聞き入れるのは当たり前の話だ。隊長以下の戦士たちも同様で、全員が王族への忠誠を誓っている。

  　結けつ界かい術師たちも例外ではなく、対竜結界を作るようにという王族の命があるからこそ、宮殿で結界術を毎日発動させ続ける。

  　もしも王族が「こちらに来い」と呼べば、結界術師たちはそこへ行く。

  　もしも王族が、

  「我々とともに王宮を捨てて逃げよ」

  　と命じれば。

  　結界術師たちは持ち場を放棄して、王族と行動をともにする。

  　そんな事態を想像していた者はいなかったが、王宮に豪雨と雷かみなりが降り注ぐこの現状で、王族はついに逃走を決意するに至った。

  　このまま居続けていては、王族や結界術師が死んで取り返しがつかないことになる。手遅れになる前に結界術師を連れ、戦士たちに護衛させ、地下に張り巡めぐらされた隠し通路を使って王おう都とを脱出する。

  　王族に従うという鉄則。

  　指示を受けた者の多くがそれを甘んじて受け入れたが、内容が内容なだけに、さすがに全員がその決定に唯い々い諾だく々だくと従ったわけではない。人民を見捨てることなどできないと、強硬に主張した戦士や結界術師もいたし、王族の中からも反対の声は上がっていた。

  　意見は割れた。

  　それも、これ以上なく激しく割れた。

  　宮殿内で死者が出るほどに。

  　広間に転がっているのは、王宮警備隊の弓きゆう術じゆつ士の死体。逃亡に反対したため、同僚の剣士に粛しゆく正せいされたのだ。それを見た、他ほかの反対していた者たちも押し黙ってしまった。

  　こうして、王族による逃とう避ひ行こうは相あい成なった。移動中に結けつ界かい術を発動してしまえば、再び竜りゆう王おうの雷かみなりの標的になってしまうため、結界は消した。

  　竜王捕ほ獲かくに向けて、結界術師は出動しない。

  　王おう都とに現れた劫ごう火か竜に対しても、結界術師は出で張ばらない。

  　大多数の兵たちは、王族逃亡を知らされることなく竜王や劫火竜に対処し、人民や王宮を守り続けている。
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  　アイは王都常駐軍を抜け目なく利用しようとした。

  　部隊の後こう衛えいにいた魔ま道どう師たちに、カーネスを回復させてもらえるように頼み込んだ。王宮にカーネスを預けないと決めてはいたが、カーネスの魔力を回復させてやることで戦せん況きようを大きく変えられる可能性があった。アイには扱えない回復系魔術をカーネスに行こう使しし、再び結界術を使えるようにする。

  　当初、魔道師たちは取り合わなかった。劫火竜との戦闘のため、前ぜん衛えいの戦士たちを援護せねばならず、余計なことに力を使うことなどできない。

  　アイはカーネスの身を案じて、カーネスが結界術師であることを伏せていたため、魔道師たちの反応は当然のものだった。負傷者ならば治療院に運べ、危ないからここから離れろと人民に伝えて回るのも彼らの仕事の一部である。

  　その様子にいてもたってもいられなくなり、カーネスは言った。

  「私は結界術師にゃ」

  「魔力さえ戻れば、結界でウォーフィアをやっつけられるにゃ」

  　決意を込め、まっすぐに語ったその言葉も一いつ笑しように付ふされそうになったが、アイが懐ふところから取り出した書状によって反応は一変した。

  　ハロルド・ガーティスの署名入りの書状。

  　そこには護衛対象が結界術師である旨むねは記されていなかったが、アイの補足説明が聞き入れられた。最終的には部隊の上官にまで話が届き、アイとカーネスの言うことは真実だと判断された。上官は適任の魔道師を数名集め、カーネスの回復に全力を尽くすよう命じたのだった。

  「これでよかったの、カーネスちゃん？　事が済んだ後、誰もカーネスちゃんのことを放っておいてくれないよ？　王宮に連れていかれちゃうんじゃ……？」

  「いいのにゃ。ここでウォーフィアを倒せるんなら、そっちのほうが大事にゃ」

  　アイの心配に対して、カーネスはきっぱりと言い切った。

  　これで、カーネスはもう父母と会えなくなる。

  　父母との別れについては、アイにも思うところがないわけではない。

  　アイもすでに経験したことだが、その形はカーネスとはかなり違う。戦闘の結果として死別してしまい、選択の余地がなかったアイ。王宮に喚よばれて離ればなれになったが、わずかながら選択の余地があったカーネス。

  　カーネスは自分で決断した。

  　それが正しいかどうか、アイにはわからない。王宮の人々は歓迎するだろうし、反対に、カーネスの故郷の人々や、シェリーのような立場からは悲嘆の声が上がるだろう。どちらが正しいなどと、おいそれとは言えない。

  　だが、カーネスが決めたという事実に、アイは目を細める。

  　カーネスのことを立派だと思う。

  　幼い身でありながら、私心を抑え、目の前の竜に立ち向かうことを決めたのだ。

  「だったら、私も立ち向かわなきゃじゃない……！」

  　アイはカーネスに付き添っていても、回復の役には立たないので、その場を離れていた。治ち癒ゆ魔術は負傷者には有効だが、魔力回復の効果はない。

  　また、カーネス防衛のために貢こう献けんできることもほとんどない。ウォーフィアは依い然ぜんカーネスを狙ねらっているが、前ぜん衛えいの戦士たちがそれを食い止めており、常駐軍の陣形もカーネスを手厚く守るために組み替えられていた。竜の飛来に対応すべく、兵たちはカーネスがいる地点を何重にも取り囲んで並んでおり、アイがひとり加わったところで、たいした影響はない。

  　今、最も必要なのは、ウォーフィアに対する攻撃での貢献だ。

  　前線では双方が苦戦している。戦士たちの武器は空を舞うウォーフィアになかなか届かず、届いても鱗うろこに跳はね返される。ウォーフィアは大勢を相手にしなければらないため隙すきが大きい息い吹ぶきを放てず、放ったとしても本来の威力を出せない。

  　上官からの指示を受ける立場にないアイは、カーネスに倣ならって自ら決断し、戦場を自分の足で駆けていた。

  　当然、他ほかの戦士たちの作戦行動の邪魔にならないよう、最前線に割って入ることはしないが、魔ま道どう師であるアイには遠くからでもできることがあるはずだ。

  　やはり、まずはウォーフィアの翼つばさを封じなくては。

  　アイはウォーフィアを地上に引きずり下ろすため、呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始めた。
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  　交戦開始から数十分が経過してもなお、劫ごう火か竜ウォーフィアは最前線を崩すことすらできていない。こんなことでは、いつになったらカーネスのところに辿たどり着けるのか、わかったものではなかった。

  　それだけ王宮警備隊の戦士たちは手て強ごわい。ひとりひとりの動きを見るに、全員がノラ・グライドと同程度の技量を備えている。竜りゆう王おう対策に大勢が出払っており、戦力が格落ちしているにもかかわらず、この高水準である。

  　ウォーフィアは、もっと楽に勝てるつもりでいた。

  　数日前、酸竜、毒竜、雷竜という三匹の中位竜をけしかけて王宮警備隊の馬車を襲わせた際は、あっさりと戦士五人を全滅させていたので、王宮の戦士もその程度のものと思っていたのだが、とんでもない。彼らの実力が同じ水準なのだとしたら、おそらく、あの三匹はよほどうまくやってのけたのだろう。

  　あるいは、戦場が遠く離れた地か、本拠である王おう都とかという違いで、戦士たちの実力が変化するのだろうか。

  　長旅を強しいられた者とそうでない者という疲労状態の差もあるが、それよりも、目の前の戦士たちからは独特の覚悟が感じられる。

  　王都と住民を守るために、勇ゆう敢かんに戦い抜く。

  　忠誠を誓う王や王族に、無ぶ様ざまな姿は見せられない。

  　戦場が王都だからこそ、戦士たちはここまでの精神状態で戦いに臨めるのではないかと、ウォーフィアは思った。

  「■■のくせに、気概だけは一いつ丁ちよう前まえで……！」

  　だとすれば、ウォーフィアにも同じことができないはずがない。

  　竜王が王都に降り立つ際に、そこにあるべき亡なき骸がらは兵や結けつ界かい術師たちのものであり、決して自分のものではあってはならない。

  　ウォーフィアは生きて、竜王に頭こうべを垂たれて恭きよう順じゆんの意を示し、同時に胸を張って自分の戦果を献上しなくてはならない。絶対にするのだ。

  「それを思うと、高鳴るわね……」

  　輝かしい将来を思い描き、ウォーフィアは笑みを浮かべた。尾を調子よく、鞭むちのように俊しゆん敏びんに振り、弓きゆう術じゆつ士が放った矢を払いのける。

  　生き延びなければならないという前提がある以上、捨て身の攻撃には軽々しく打って出られない。

  　例えば、ウォーフィアがその気になれば、実はカーネスに攻撃を加えるのは簡単なことだ。一いつ旦たん、高度を上げて戦士たちから遠ざかり、上空で奥おう義ぎである炎熱の鎧よろいを発動し、全身に炎を纏まとったままカーネスめがけて降下、滑かつ空くうすればいい。もちろん、周囲を取り巻く兵たちが身を挺ていして防ぎにかかるだろうが、成功率は悪くないと踏んでいる。

  　問題は、その後でウォーフィアが討たれる可能性も極めて高いという点にある。炎熱の鎧の発動限界時間が過ぎ、しかも上空でなく地上付近にいるとなれば、無数の刃やいばと矢が届く格好の的になってしまう。

  　竜族全体としては、一匹の命と引き替えにカーネスを葬ほうむることができれば上出来だが、その一匹が自分であってはならないのだ。ウォーフィアにあるのはあくまで竜りゆう王おうへの傾倒であり、人類絶滅の野望を見届けたいという思いである。

  「邪魔よ！　消えなさい！」

  　向かってくる召しよう喚かん獣を前脚あしの爪つめで叩たたき落とした。数十羽の鋼鳥スタリダーが群れとなって飛来し、鋭い嘴くちばしで襲いかかってきて目め障ざわりだったが、何度か搔かいてすべて粉ふん砕さいできた。嘴が眼球に刺さると危険だが、それさえ気をつければまったく怖くない種族だ。

  　確か、アイ・グライドがこの種族を使っていた。ここ数日を思い返して召喚術師に思いを馳はせるが、ノラのような剣士と違って、さほど脅きよう威いを感じない。

  　というのも、高位竜に伍ごする力を備えた召喚獣など存在しないためだ。

  　ウォーフィアがこれまで見てきた中で最強の召喚獣は岩石兵カーザ・アスカーで、たかだが体長十メートル程度。並なみ大たい抵ていの刃やいばを通さない防御力を誇ってはいても、動きが鈍にぶく攻撃が苦手だ。シェリーが愛用する軍用象ボニ・ガージヤも似たようなものだった。

  　召喚獣は、あくまで人間の戦士を補佐する役回りであるべきで、竜に対する決め手とはなり得ない。

  「鬱うつ陶とうしいわよ、さっきからっ！」

  　ウォーフィアが前方の鋼鳥スタリダーに対処している間に、他ほかの鋼鳥スタリダーたちが背後に回ってきていた。死角から翼つばさを突こうという狙ねらいなのだろうが、甘い。いくら羽音を消していても、豪雨の雨粒が当たる音は消せない。それが合図となって嫌でも気づく。

  　尾を上下させ、軌き道どう上の鋼鳥スタリダーを一いつ掃そうする。硬い感触とともに、鋼鳥スタリダーの破片が飛び散るのを感じた。翼にも何かが微かすかに触れるが、痛手は全くない。金属片は雨粒とともに落ちていき、召喚獣の性質で地面に到達する前に光となって消失した。

  　それをいつまでも眺めていられるほど暇ひまではなかった。今度は前方から、警備隊所属の槍そう術じゆつ士たちが三人がかりで襲いかかってくる。重力操作グラベトリーブによる跳躍で空中のウォーフィアの高度を超え、降下しながら攻撃してくる。

  「やばいぞ避よけろっ！」

  　危険を察知した槍術士が、仲間の戦士たちを横に蹴けって跳躍の軌道を変えた。とっさの好判断。自らも反動で反対側に跳はねる。

  　ウォーフィアが放った息い吹ぶきは誰もいなくなった空間を通過した。火炎が斜め上方に伸びていき、その範囲の雨粒を蒸発させる。

  　鋼鳥スタリダーに攻撃している最中に息を溜ためていたためにできた芸当。勘のいい槍術士に察されたが、ウォーフィアに落ち度はなく、察したほうを褒ほめるしかない。

  　ここまでの戦いぶりを見ても、槍術士の腕前は一級品。この場の兵で最も警戒すべき存在と言えた。

  　その姿を目で追っていたところで、背後に違和感。

  「────なっ!?」

  　飛ひ翔しようしていたウォーフィアの巨体が、一瞬、浮力を失い大きく揺れた。翼つばさをうまく動かせない。まるで何かがつっかえているような不自由さ。失速して、高度が落ちる。

  「何これ何これ何これ!?　こんなのいつのまに──」

  　ウォーフィアからは見えないが、背中には巨大な花が咲いていた。左右の翼の間で、無数の花弁が誇らしげに輝いている。表面構造により雨粒が弾はじかれる。花は茎によって支えられ、その茎はウォーフィアの両翼に結ゆわえられていた。

  　アイが、ウォーフィアの羽ばたきを妨さまたげるために召しよう喚かんし、鋼鳥スタリダーに運ばせたのは拘束植物エンゲイジの亜あ種しゆ。それも、光を受けずとも水分だけで急速成長する一種だった。

  　ツタを運ばせて結ぼうとしても、絶えず動く翼を捉とらえるのは困難だったため、アイは工夫を講じ、鋼鳥スタリダーに上空から種子をばらまかせた。種子の多くは羽ばたきの風圧に負けて左右に流されたが、いくつかがウォーフィアの背に落ちた。十分な水を吸って成長したツタが、翼を絡からめ取る。実を結び、花を咲かせるまでになり、ウォーフィアにのしかかった。

  　ウォーフィアの感覚的には背中に突然重石おもしが降ってきたに等しい。警戒を解いた時機を見計らったかのような効力発揮で、見事に決まっていた。

  　翼に力を入れて羽ばたき、ウォーフィアはツタを強引にちぎる。ようやく翼が自由を取り戻したが、地面がかなり近くなっていた。地上の弓きゆう兵たちの射程圏内に入ってしまい、兵が一いつ斉せいに弓矢を構え出す。

  「ウォーフィア、ここよ！」

  　別の方向から、女の声が雨音を裂いて劫ごう火か竜の名を呼んだ。

  　見れば、魔ま道どう師アイ・グライドの姿がそこにはあった。通りの真ん中に堂々と立って、優しげな顔をしかめてウォーフィアを睨にらんでいる。

  　鋼鳥スタリダーと拘束植物エンゲイジを喚よび出した張本人。

  　身を隠して召喚魔術を続けていればいいものを、何のつもりか姿を晒さらしている。兵たちによって護衛されておらず、姉の剣士ノラ・グライドもそばにいない。ひとりで立って、ウォーフィアに挑いどもうとしている。

  　前ぜん衛えいと一緒にいない魔道師など、竜の前ではまったくの無力だ。シェリーほど極めていれば話は別だが、アイはまだその域には達していない。

  　ウォーフィアはアイを片づけにいく。二度と小こ癪しやくな召喚ができないよう、焼き尽くしてやる。

  「決定！　あなたは即刻、消し炭になりなさい！」

  　やや距離はあるが、すでに息い吹ぶきの射程範囲。ウォーフィアは深く息を吸い、狙ねらいを定めて猛火を発射する。

  　発射しようとした瞬間、ウォーフィアの顔面は巨大な何かに殴なぐられた。

  「────!?」

  　真下から殴られ、空を仰ぎ見る。顎あごに強い痛みを感じ、脳が揺れる。炎は射出直後にかき消されてしまっていた。

  　ウォーフィアがよろめき着地すると、殴った者の正体が明らかになる。

  　大量の水だった。

  　地面から噴ふき上げ、空高くまで水柱を作っている。

  　ウォーフィアの足あし下もとの路面には、召しよう喚かん獣が穿うがった穴が貫通していた。落とし穴ではなく、ちょうど竜の頭部ほどの大きさの穴。地下の雨水道を的確に射抜いている。

  　雨水道をねじ曲げて待ち構え、ウォーフィアを引きつけて穴を穿ち、大量の雨水を真上に発射して攻撃したのだ。

  　この攻撃を当てるために、アイは声を張ってウォーフィアを呼び、わざわざ姿を現したのか──！

  「私の！　私の顔に竜りゆう王おう様が降らせた水をおおお■■■!?　竜王様の力を勝手に利用■■■■それにれに竜の足跡が■■■記念すべき一歩目なのに■■ふざけ■■って■■■■どもおおおおお■■おお■■お！」

  　ウォーフィアは激げき高こうし、言葉を制御できず暴走する。

  　その行動は大きな隙すきになった。

  　足下周辺に仕掛けられていた無数の召喚陣が同時発動。水柱に負けるなとばかりに、まっすぐ無数の柱が立ち上がった。

  　いずれも、拘束植物エンゲイジや弾性植物エクステンドなど、ウォーフィアを捕ほ縛ばくするために用意されたものだった。その数は三百を超えている。アイひとりで仕掛けるのは不可能だったが、常駐軍や警備隊の魔ま道どう師たちが一緒になって仕掛けてこの数になった。

  　ツタはウォーフィアの前脚あし後脚尾といった先端部分だけでなく、胴や翼つばさ、そして当然、頭部までを縛りにかかる。目も塞ふさがれてしまい、視界が闇やみとなる。

  　一本一本のツタの強度は大したことはないが、さながら竜のミイラでも作るかのような様よう相そうになり、すべてを一瞬でふりほどくのは不可能だった。

  　特に、首を絞しめられているのが大きい。気管が圧迫され、脳に空気が届かない。水柱に殴られて揺さぶられた脳が回復しないし、息い吹ぶきも放てない。

  「■■!?　■■■■！　そうだ、炎熱……！　炎熱の鎧よろい……！」

  　ようやく正常な思考を取り戻し、ウォーフィアは最善手を打った。劫ごう火か竜の奥おう義ぎさえあれば、水を吸った植物くらい悠ゆう々ゆう焼き切れる。全身から炎を立ち上がらせ、拘束を引き剝はがしていく。

  　目を塞ぐツタがちぎれたことで、視界が復活する。

  　依い然ぜんとしてアイはそこに立ったまま。動けないウォーフィアに対して兵たちが襲いかかってくるわけでもなく、状況は拘束前からさほど変化していないように見えた。

  　人類は、勝機を逃のがした。

  　ウォーフィアはそう思って笑んだが、アイの顔を見て思い直す。

  　アイは、何事かを口走った。

  　雨音に消されて聞こえないが、口の動きを見た。

  　その口は明らかに「間に合った」と発声していた。

  「ウォーフィア！　もうこれで終わりにゃ！」

  　それは、ウォーフィアが間に合わなかったことを意味する。

  　カーネス・オルコットの再起を防げなかったことを意味する。

  　軍の兵たちに手厚く守られた安全な場所で、カーネスは両手を向かい合わせて、膨大な魔力を集中させていく。

  　もう、カーネスへの攻撃は届かない。

  　間まをおかず、発動。

  　球状の対竜結けつ界かいはカーネスを中心として広がり、瞬時に半径数キロの規模まで拡大した。王おう都と全域を覆おおうには至らないが、それで十分だった。

  　ウォーフィアは、迫る結界の壁を回避できるわけもなかった。

  　壁に衝突し、押される。いかなる筋力をもってしても、対竜結界に抗あらがうことはできない。結界の拡大と同じ速度で、ウォーフィアの身体からだは吹き飛ばされる。人家を砕き、いつの間にか斜め上方へ。西の空へと飛ばされ、アイやカーネスや槍そう術じゆつ士たちの姿がどんどん遠くなっていく。

  　激痛を身に受けながら、ウォーフィアはこれで自分は終わったと思った。

  　これでは空中で姿勢を整えることも、受け身をとることもできそうにない。

  　地面に激突し、絶命するのだろう。

  　竜りゆう王おう様に、会えなかった。

  　大陸の覇は権けんを奪うところを、見届けられなかった。

  　無数の踏み台を踏みしめ、ここまで、ここまで来たっていうのに──！

  　ウォーフィアが流した涙は、結界拡大によってあっという間に置き去りにされた。
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  　上空から情勢を見ていた竜王は「ふむ」と唸うなった。

  　さすがに高度がありすぎて、戦士たちひとりひとりの技量や言動までを観察することはできないが、重要な出来事が確認できた。

  「やはり残っていたのだな、結界術師は」

  　王族の逃とう避ひ行こうを知らない竜王は、自分の推測が正しかったのだと判断した。結界が消えたのは人類が仕掛けた罠わなだった。

  「ならば、私は着陸するわけにはいかぬ。また雷かみなりを撃たねば。結けつ界かいの中心は、どうやら王宮ではない。場所を変えたのか」

  　竜りゆう王おうの周囲の雲が再び帯電していく。

  　結界術師を殺害すべく、竜王は狙ねらいを定める。

  「しかし、人間どもが大勢いて、どこに結界術師がいるものか、大おお雑ざつ把ぱにしかわからんな。虱しらみ潰つぶしに撃っていくとして、地道にいくと全員殺すには二年か三年かかることになるか？」

  　自じ嘲ちよう気味に笑うが、数百年の封印を我慢した竜王にとって、この程度のことはまったく苦にならない。結界術師が全滅したと確認できるまでは、何年でも同じことを続けるつもりだった。


  


  第五章　空を裂く光

  

  　王おう都と内の東側で戦闘していた劫ごう火か竜ウォーフィアは、対竜結けつ界かいによって吹き飛ばされた。直線距離にして二十キロ近くを、ほんの十数秒で駆け抜けるという超高速移動。竜の強度をもってしても肉体が損傷する速度だった。

  　飛ばされた方角は、ほぼ真西。

  　ウォーフィアの身体からだは、王宮を飛び越して王都西側に落ちていた。

  　周辺の住民はすでに王都外へ避難しており、兵たちもまだウォーフィアに追いついておらず、一帯は無人。雨の音だけが激しく響く。

  「う……うう……」

  　耳に雨音が届き、ウォーフィアは目覚めた。まだ自分が生きていることを知る。強い雨が顔に当たるので、開けた目はすぐに細めた。

  　仰あお向むけに倒れたまま、顔を横に向ける。自分の身体から人間の手が伸びているのが見えた。どうやら吹き飛ばされている間に、竜人形態に変化していたらしい。竜形態の体重で地面に激突するよりも、負傷の程度は軽く済んでいた。

  「さ、さすがは、私……。やる、じゃない」

  　自分の無意識的、本能的な判断を、ウォーフィアは褒ほめた。

  　重傷には違いない。王宮警備隊所属戦士たちとの交戦で蓄積された痛みに加え、結けつ界かいによる大打撃。四し肢しの骨が至るところで折れているのがわかった。内部に格かく納のうしている尾や翼つばさの骨も無事ではない。これでは打撃攻撃を繰り出すことはできないし、防御姿勢もまともにとれないだろう。

  　それにもかかわらず、ウォーフィアは身を起こした。

  「まだ……、まだ機が失われたわけじゃない……！」

  　折れた脚あしを地に突き刺すようにして立つ。激痛が走り、膝ひざから崩れた。再び倒れ込むウォーフィアだが、諦あきらめずにまた立とうとする。

  「結界は、消えてるんだから……！」

  　どうやらカーネスは結界を長時間維持できなかったようだ。ウォーフィアを吹き飛ばした壁は、今や影も形もない。となれば、まだカーネスに近づくことも可能だ。

  　通常ならば撤てつ退たいを選ぶが、結界術師抹まつ殺さつの機と、全身の痛みがウォーフィアから冷静さを奪い、駆り立てた。

  　ウォーフィアは東の雨空に向けて吼ほえる。

  「カーネス・オルコット……！　それに、アイ・グライド……！　竜りゆう王おう様の邪魔になる■■ども……！　燃やす！　全員燃やして処分するわ！」

  「そこまでだ、ウォーフィア」

  　唐とう突とつに、すぐそばから声がした。

  　無人だったはずのこの場に、人間がひとり。

  　怒ど気きで沸ふつ騰とうしていたウォーフィアは、横手から近づくその人物に気づかなかった。

  　刃やいばが、すでにウォーフィアの右目に通っていた。

  「────!?」

  　とっさに刃を握り止めるが、折れた腕では力が入らない。ウォーフィアの握力は、並の人間以下の水準にまで落ちていた。

  　剣を握る人物を左目で見る。

  　華きや奢しやな輪郭の女剣士。

  　凛り々りしく燃えるふたつの瞳ひとみが、ウォーフィアを見み据すえていた。

  「ノラ・グライドおおおおおおお!?」

  　剣士の正体に気づくと同時に、ウォーフィアは叫ぶ。驚きが先行して感じていなかった痛みに、遅れて気づいた。顔筋が裂かれていき、身み悶もだえる。

  「言い振りから察するに、アイとカーネスがお前を倒したのか……」

  「おごっ、い、痛いっ、嫌だ、嫌だ、嫌だ……！」

  「私は、私たちは今日こそ敵かたきを討てるわけだ」

  　ノラの顔には笑みはなかった。神妙な表情で剣を握り、ウォーフィアの目に押し込み続ける。

  「死ぬのは！　死ぬのは嫌！　死ぬのだけは嫌あああああ!!」

  「どの口がほざく！　これまで人々を死に追いやってきたお前が！」

  　剣にさらなる力が込められた。

  　すべては、大陸支配のための踏み台のはずだった。殺し、あるいは利用することで、一歩ずつ大願に近づいていた。その踏み台がウォーフィアの脚あしを絡からめとり、今、死の淵ふちへと引きずっていく。

  「傷を負っててくれて好都合だ。折れたこの剣でも止とどめを刺せる！」

  「謝るっ！　謝るからっ！」

  　ウォーフィアは必死に声を上げた。満まん身しん創そう痍いの身で上げられる、最大限の声量で泣き叫ぶ。

  「ごめんなさいごめんなさいごめんなさあああああああい！」

  「うるさいぞ黙れウォーフィア！　お前はただ痛いから謝ってるだけだろうが！」

  　ノラの剣は、ウォーフィアの脳にまで達した。

  「死んでから詫わびろ！　お前が殺してきたすべての人々に！」

  　刀身拡張エライトーン。

  　折れた剣が、砕けた形そのままに巨大化する。ウォーフィアの脳を貫通し、頭の後ろから突き出た。

  「怖い怖い怖い死ぬのは怖いいいいい■■■■■■■■痛い痛い痛いもう無理いいいいいいいい…………■■■■■■■■いいっ■■■■いぃ………………」

  　やがて、ウォーフィアの声は消えた。全身から力が抜け、その重みを支えるのはノラの剣だけになる。

  　ノラは剣の質量を戻して抜きとる。崩れ落ちたウォーフィアの身体からだを見下ろし、死んだことを確認して、目を閉じ思いを馳はせた。

  「遅くなりましたが、ようやくウォーフィアをそちらに送れました。父さん……、母さん……」

  　激しく降る雨の中、ノラは亡き両親に語りかける。

  「あの竜の本当の懺悔はそちらで聞いてください」
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  　妹のアイもまた戦闘を終えた後、東へと駆けていた。再びユニコーンに騎き乗じようし、大通りをまっすぐに進む。

  　やがて外壁が見えてきた。王おう都と東端の出入り口。アイたちが入ってきた門とはちょうど反対の位置にある。この数時間のうちに、アイは王都を横断する運びとなった。

  　門にはやはり番兵の姿はなかった。大勢の住民が避難して出ていった後で、誰もいない。

  　アイは門を出て外壁沿いの左右を見た。方向を一瞬迷ってから、アイは右側、南へと折れ曲がって走る。

  　目指しているのは、空から落ちてきた氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルの落下地点。当時は結けつ界かいが有効だったため、ゴーヴェドルは王おう都との外に落ちているはずだ。アイは落下途中の様子を思い出し、方向を類推した。

  　しばらく走ると、案あんの定じよう、そこには竜の姿があった。

  　翼つばさを畳たたみ、背を丸めてうつ伏せになっている。さながら溶け残った雪のように、白い巨体は動かない。

  「フレイクさん！」

  　アイはユニコーンを降りて駆け寄る。氷剣竜ゴーヴェドルの頭に近づいて膝ひざをついた。自分の全身より大きな竜の頭部を、両手で勢いよく揺さぶる。

  「フレイクさん、起きて起きて起きて！　死んでない？　死んでないよね!?　生きて戻るって約束したもんね!?」

  　ゴーヴェドルは目を閉じたまま、されるがままになる。

  　ただし、反応がなかったわけではなかった。大きく鼻息をつき、冷気が吹き上がる。

  　アイはそれに気づかぬまま、懸命に呼びかけ続けた。

  　拳こぶしを振り上げながら叫ぶ。

  「フレイクさん生き返って！」

  「ぐふぅっ！」

  　首筋に拳がめり込み、ゴーヴェドルは覚かく醒せいした。眼球が飛び出さんばかりに目を見開き、口も開いた。

  　アイの顔が一瞬で明るくなる。

  「ああ！　フレイクさん起きた起きた！」

  「痛いってえ……」

  　ゴーヴェドルは咳せき込みつつ、姿勢は動かさず横目で見た。

  「……アイ、か？」

  「そうだよ！　フレイクさん大丈夫!?」

  「どうしてアイがここに……？」

  「フレイクさんとカーネスちゃんが心配だったから。お姉ちゃんが元気になったから、一緒に行こう、って。今は、ちょっと別行動なんだけど」

  「ノラが復活したのか。それは、よかった」

  　ゴーヴェドルは微ほほ笑えんで言う。

  「しかし、今のは凄すごかったな。てっきり竜りゆう王おうが追つい撃げきしてきたのかと思ったぜ……。アイは魔ま道どう師じゃなくて拳けん闘とう士にもなれるだろこれ……」

  「……やっぱり竜りゆう王おうと戦ったの？」

  　アイが表情を一転させ、心配そうに確認する。

  「王宮警備隊と取引したんだ。ほら、ノラが尊敬してたハロルド何とかに会ってさ。俺が竜王と戦ったら、カーネスの居場所の手がかりを教えてくれるって話になったんだ」

  「そうだったの……」

  「だが情けないな。結局、戦い抜く前にやられちまって、カーネスの手がかりは得られず、だ」

  「あ、それは大丈夫だよ。カーネスちゃんなら、シェリーさんから取り戻したから！」

  「本当か！　……って、今ここにはいないのか？」

  「王おう都との軍の人たちと一緒にいる」

  　アイは壁越しに王都内の様子を気にする。

  「今ね、王都の結けつ界かいが消えちゃってて、カーネスちゃんしか結界術を使える人がいないみたい。ウォーフィアを結界術で撃退できて、その雰囲気ですっかりカーネスちゃんが軍の一員として歓迎されちゃって……」

  「俺がいない間に、ウォーフィアが出てきたのか」

  「心配しないでね？　私にもカーネスちゃんにも怪け我がはないから」

  「何だよ、高位竜に完勝か。アイは天才かよ……」

  「べ、別にそんなことないよ。カーネスちゃんのおかげだし」

  「謙けん遜そんすんなよ、天才魔ま道どう拳けん闘とう士さん」

  「いやいやいや違うよ？　フレイクさん、私、天才でも拳闘士でもないからね？」

  　アイは不服そうに顔をゴーヴェドルに近づけながら、首を激しく振った。

  　ゴーヴェドルはアイを微ほほ笑えましく見た後、唐とう突とつに言い出す。

  「……カーネスに会いにいきたいな。一いつ旦たん、竜人形態に戻るか」

  「あ、そうだね。フレイクさんに治ち癒ゆ魔術をかけるのにも、そっちのほうが都合いいし」

  「でも待てよ。カーネスが結界術を使ってると、俺は近づけないか」

  「それは大丈夫。いや、大丈夫って言い方は変なんだけど、カーネスちゃんは結界を発動し続けることはできてないの。ウォーフィアと戦ったときに、一瞬出せただけなんだ」

  　両者の言葉に、切迫感はなかった。ゴーヴェドルが全身を負傷しているものの、受け身はとれていて、しかも竜の再生能力が働いたため、命に別状はない。アイもそれをわかっていて、ゆっくりと治癒魔術を施ほどこせると考えた。

  　シェリーもウォーフィアも敗やぶれた今、差し迫って戦うべき相手はいない。空に竜王が君臨してはいるが、それに対処するのは王都の兵たちであって、自分たちではない。ゴーヴェドルもアイもすでに戦いを終えていた。

  　はずだったが、

  「…………」

  「…………」

  「竜人形態になってる場合じゃなさそうだ」

  　ゴーヴェドルは遙はるか遠くを見て、ゆっくりと身を起こしていく。アイは同じ方角に目を向けて愕がく然ぜんとしていた。

  「そん、な……。こんなの、どうしようもないじゃない……」

  　複数の竜が、王おう都とに向けて飛んでくる。

  　その数はざっと見ただけでも十近い。お互い邪魔しあうことなく、王都を取り囲むようにして近づいてくる。結けつ界かい消滅を察知して示し合わせたのか、その目的は明らかに王都攻略だった。
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  　竜の接近は、ゴーヴェドルたちのいる東側からだけではなかった。東西南北、あらゆる方角から竜が集つどっていた。

  　王都を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらいつつ、しかし、竜りゆう王おうと結界を恐れて遠巻きに様子を窺うかがっていた竜たち。

  　膠こう着ちやく状態は丸一日以上続いていたが、王都から大勢の住民が逃げていく様子から結界消滅を知った。

  　もうひとつの問題である竜王についても、解決は得られていた。猛威に巻き込まれるのが恐ろしいことに変わりはないが、これまでの竜王の行動はほとんど定まっており、王宮付近に雷かみなりを落とすか、空中で小こ競ぜり合いに興きようじるかのふたつしかない。そうとわかれば、巻き添えを避けるのは容た易やすいことだ。

  　逃げる住民に喧けん嘩かを売る竜もいたが、これは少数派で、多くは王都の土地そのものを狙っている。

  　低位や中位の竜ばかりであっても、その数が百近いとなれば、さすがの王都でも揺らぐ。

  　かつて都市コーグスに現れた竜が二十二匹で、歴史上稀まれに見る異例な事態だったが、それを遙かに上回る規模。財力をふんだんに使って膨大な兵を擁ようする王都ではあるが、総力を振り絞しぼってようやく切り抜けられるかどうかという危機だ。

  　それなのに、結界術師と王宮警備隊上位戦士はここにいなかった。王族の逃とう避ひ行こうに同伴してしまい、王都にはもう戻ってこない。

  「腰抜け……！　王様たちには本当に幻げん滅めつ！」

  　少女の声が王宮に響いた。

  　王宮警備隊隊長、ハロルドことルゥ・ガーティス。公式には三十代男性の剣士とされる人物だが、実は本人は死去しており、年の離れた姪めいのルゥが成り代わっている。

  　普段は全身を甲かつ冑ちゆうに身を包んで、顔や体格を偽ぎ装そうしている。会話する際は、あえて声こわ色いろを不明瞭にするため、仮面と兜かぶとに反響させて発声する。

  　それが、今は違う。

  　ルゥは素顔を晒さらし、素すの声を王宮に響かせた。

  「何のための王なの!?　何のために民に税を課して兵を集めてたの!?　何のために……、何のために私がここまで剣技を極めたと思ってたわけ!?」

  　忠誠を誓っていた王族への罵ば倒とうの言葉だった。

  　昨日昼、ルゥは反逆者シェリー・モットレイと交戦し、敗北した。意識不明の重態に追い込まれた上、竜りゆう王おうの解放まで許すという大失態だった。

  　ガーティス家は、過去に当主を殺害された経験から学び、ルゥの甲かつ冑ちゆうにあらかじめ魔術的な仕掛けを施ほどこしていた。特殊な術式により、ルゥの危機に反応して応急的な治ち癒ゆ魔術が自動発動。秘中の秘の魔術が功こうを奏そうし、ルゥは一命を取りとめ、正体を悟さとられることなく治療を受けることができた。

  　よって、公式には依い然ぜんとしてハロルドは生存しており、王宮警備隊隊長の任にんも解かれてはいない。

  　だが、それは表面上の話でしかない。

  　王族はハロルドを見限った。ハロルドに限らず、名門ガーティス家全体をも見限った。ハロルドの負傷だけでなく、竜王の身体からだを一緒に警備していた魔ま道どう師リサ・ガーティスが殺害されていたのも一因となった。今回の事態の戦せん犯ぱんとする理由には十分すぎた。その直前の陰いん風ぷう竜討とう伐ばつなど、省かえりみられるはずもない。

  　ルゥを含めたガーティス家の人間は、王族の逃とう避ひ行こうを知らされなかった。知ったのは、全員が去った後のことである。

  　剣技をいくら極めていようと、敗やぶれた者に発言権はない。

  　王族の冷徹な意思が、無言のうちに示されていた。

  「……それは私が負けたのは悪かったわよ！　でも、竜王の警備に兵を割さかせなかったのは誰よ!?　王族と結けつ界かい術師の周辺に手厚く配備せよって言ったのは、外ほかならぬ王様じゃないの!!」

  　ルゥは王宮を闊かつ歩ぽしながら、あからさまな王族批判を繰り返す。

  　王宮内は無人ではない。ルゥと同じく逃避行を伏せられていた者が多くいる。王族たちの世話係や事務官僚などが残され、事態の把握のために右う往おう左さ往おうしていた。

  　彼らはルゥの姿を見ても、彼女を王宮警備隊隊長として認識しない。見知らぬ少女が喚わめいているだけと思うだけだ。普通ならば警備隊の戦士に見み咎とがめられて尋じん問もんを受けるところだが、その戦士たちは不在だった。

  　広間に残っていたのは、弓きゆう術じゆつ士の男がひとりだけ。

  　壮そう麗れいな天井画の中央からは巨大なシャンデリアが吊つるされ、無数の蠟ろう燭そくが備え付けられている。その真下。複雑な格こう子し状の模様が描かれた絨じゆう毯たんに、無む惨ざんな姿があった。

  　四し肢しを投げ出し、うつ伏せに倒れている。昨日の昼のルゥ自身のような姿。

  　ただ、心臓を貫つらぬかれて絶命しているという点では、決定的に違っていた。

  「可哀かわい相そうに……。たぶん、あなたは王族に反対したんでしょうね、レスク。あなたは正しいことをしたのに、こんなことになって……」

  　弓きゆう術じゆつ士の名を呼んで悼いたむ。ルゥも彼と同じ思いだった。

  「ふざけないでよ……！　王おう都とを放棄して、王族はそれは無事でしょうよ。でも、王都の百万の人々はどこへ落ち延びろっていうの!?　近隣都市で全員を受け入れられるわけがない！　ただでさえ、ガルズムとナリスタンが滅びてるっていうのに！」

  　ここで、ルゥ自身も王都から逃げるという選択肢は当然あった。

  　怒りに駆られて王宮を歩き回っているが、本来は安静にして昨日の傷を癒いやさなければならない身である。戦線に復帰したとしても、本来の実力の二割も発揮できそうにない。甲かつ冑ちゆうを身につけていないのも、今の状態では重さに耐えられないためだ。

  　指揮官としての責任がないわけではないが、隊長不在時の指揮官代行は予あらかじめ決まっている。手て筈はずどおりに、ルゥが意識不明のうちに代行がその任務を務つとめており、それが支障なく回っている。まだ若く経験が足りないルゥよりも、むしろ代行者のほうが適任かもしれなかった。

  　ルゥが王宮警備隊隊長としてできることは、もはや少ない。

  　だが、ルゥにとって逃亡は論外だった。

  　ルゥを見限った王族と同じ選択をするなど、自分の心が許さない。

  「王都まで滅びるなんて絶対にダメ！　何が何でもこの土地は守り抜く！」

  　王宮警備隊隊長のハロルド・ガーティスとしてではなく、一個人のルゥ・ガーティスとして。

  　王族を守るためではなく、より大きなものを守るために。

  　彼女は竜の群れに相対すべく出陣した。
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  　高位竜であるゴーヴェドルにとって、中位以下の竜を相手取るのは簡単なことだ。

  　竜りゆう王おうから重い一いち撃げきを食らって万ばん全ぜんとはとても言えない状態ではあるが、すでに再生能力である程度回復しており、戦闘に臨むにあたっては支障なかった。

  　向かってくる十匹近くの竜たちに対し、ゴーヴェドルは遠距離から氷ひよう剣けんを無数に降らせた。

  　ただ、それだけ。

  　それだけのことで、竜を遠ざけるには十分な攻撃だった。

  　低位竜は避よけきれず、鱗うろこに一撃を受けただけで戦闘不能になり、中位竜は氷剣の勢いを見た瞬間、危機を察して離脱した。

  　十匹が同時に突っ込んでも、到とう底てい及ばない。

  　高位竜と中位以下の竜の間には、それほどまでの力の差がある。

  「すご……！」

  　アイはその光景を見て立ち尽くしていた。

  　二年前の都市コーグスの悲劇が再現されること必至だったこの場面を、ゴーヴェドルが何のこともなしに片づけてしまった。

  　ここ数日のうちに高位竜との戦闘を繰り返していたため、感覚が麻ま痺ひしてしまっていたが、改めて高位竜の実力を思い知る。

  　後ろ姿が、大きい。

  「この一群だけで済むんなら話は早いんだが、そうはならないよな……」

  　ゴーヴェドルは呟つぶやきながら上空を見上げた。

  　分厚い雷らい雲うんが、そこに鎮ちん座ざし続けている。

  「あれがある限り、王おう都とを狙ねらう竜が際限なくやって来る」

  「フレイクさん、その……」

  「アイは危ないから逃げたほうがいいかもしれない。だけど、カーネスは逃げられないんだろ？　だったら俺はここで戦う。竜りゆう王おうともう一戦交まじえてくる。カーネスが危険な目に遭あうのは嫌だからな」

  　高位竜の視線を身に受けるアイ。

  　先ほど完敗したばかりの相手に再戦を挑いどむとは無む謀ぼうすぎる。

  　返す言葉は、決まっていた。

  「私も一緒に竜王と戦う。戦って、倒す。そうしなきゃいけないと思う」

  　無謀な戦いを止めるのがアイの役目だったはずだが、今は違う。ここはカーネスのために、逃げてはいけない場面なのだと、アイもわかっていた。

  「フレイクさんを、ゴーヴェドルさんをひとりで戦わせたりはしない」

  「……死ぬかもしれないぞ。俺は、アイには助かってほしい」

  「何言ってるの。天才魔ま道どう拳けん闘とう士に向かって言う言葉？」

  　アイは思い切り茶ちや目めっ気けを入れて言った。拳こぶしを作って、逆の手のひらを打つ。

  　ゴーヴェドルは、信じられないという目でアイに問う。

  「心残りはないのか？　正直、いま楽勝だったのは相手が弱かったからで、竜王は異次元の強さだ。一応、俺なりの作戦で挑みにはいくが、勝てるかどうかまったくわからない」

  「心残りってわけじゃないけど、やり残しっていうか、準備にもうひと手間欲しいかな？」

  「？」

  「ねえ、ゴーヴェドルさん、乗っていい？」

  　アイは跨またがる仕し草ぐさをしながら、ゴーヴェドルの頭の後ろに目をやった。
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  　ノラもまた、西側から押し寄せてきた竜たちと戦闘していた。竜は飛ひ翔しようしているわけではなく、街を破壊するために全員が着地している。地に脚あしをつけて、堂々と歩き回って街並みを踏み砕く。

  　ノラは重力操作グラベトリーブによる跳躍で人家の屋根に上り、見通しのいい位置から敵の数を確認する。

  「ひい、ふう、みい、よお……、ふん、残り七匹か。そのうち、中位竜は二匹だけで、他ほかはすべて低位竜。いけるな、いける」

  　あえて強気な発言をするが、形勢は決してよくない。

  　ノラが手にしている剣はすでに折れており、長さが半分以下になっている。刀身拡張エライトーンをすればある程度伸びるが、その最大拡張規模もまた半分以下。ノラの戦闘力は半減とは言わないまでも、刃渡りの減少がノラの戦いに及ぼす影響は大きい。

  　くわえて、シェリーに捕らわれた左腕のことがある。縛ばく鎖さ魔術で万まん力りきのように腕を締めつけられた痛みが、未いまだ筋肉に残っている。腕を動かすたびに痺しびれが走り、ノラは顔を苦痛に歪ゆがめる。

  　万ばん全ぜんでありさえすれば、ノラは中位以下の竜の頭部を一いつ刀とう両りよう断だんできるが、今はそこまでの大技は望めない。間合いを極限まで詰めて、片手持ちにした短い剣を、急所に的確に刺して敵を葬ほうむっていく。

  　だが、竜の急所とは即ち頭部だ。

  　一歩間違えば牙きばに捕らわれ、息い吹ぶきの餌え食じきになる死の領域。地ち殻かく竜グルヴァーダとの戦闘でも、剣を牙で受け止められたノラだ。危険性は重じゆう々じゆう承知し、神経をすり減らせ、竜のわずかな隙すきを突いて攻撃を仕掛ける。

  「死んで詫わびろ！　己おのれの愚かさを！」

  　また一匹。注意散漫な低位竜の額に着地し、次の瞬間には剣を突き入れる。竜は抵抗する間もなく絶命し、ゆっくりと仰あお向むけに倒れていく。ノラがそれに巻き込まれるわけもなく、剣を抜いて人家の上に跳び降りた。

  　竜の身体からだが地に落ちたことで轟ごう音おんが上がる。大地が震えるが、ノラは足に力を入れて踏みとどまる。

  「あと六匹……！」

  　ノラの皮ひ膚ふを濡ぬらすのは強い雨と、身体から吹き出る大量の汗。王おう都と西方の入り口から数キロを自分の足で走ってきたのも、ここにきて効きいている。戦士として鍛きたえている身からすれば大したことのない距離だが、左腕の傷を抱かかえて豪雨の下を走るのは重労働だった。

  　疲れた自らの肉体を奮い立たせて、ノラは次の敵へと向かおうとする。

  　だが、その足は止まった。

  　息切れではなく、驚きで止まった。

  　唐とう突とつに、低位竜の一匹が苦しみだした。ノラから遠い位置にいた一匹。ノラが攻撃を加えたわけではない。

  　竜は倒れる直前、自分たちが突破してきた西の方角を睨にらんだ。背後から狙そ撃げきしてきた敵を恨うらむ視線。ノラはその姿を捉とらえることはできないが、何が起きたのかは理解した。

  　竜の首には、矢が突き刺さって貫通していた。

  　低位とはいえ、竜の鱗うろこを貫つらぬくほどの強度と速度。そして、首の後ろから突き出るほどの巨大さ。竜りゆう鋼こう性の矢で、飛ひ翔しよう中に鋼矢拡張エライトーンが発動していた。

  　そんな分析をしている間に、もう一匹倒れる。

  　今度は見事に頭部を射抜いた。射しや手しゆが一射めで手て応ごたえを摑つかみ、軌き道どうを微修正したらしい。雨の中でも抜群の精度で矢を放っている。どれほどの距離で撃っているのかわからないが、ノラは思わず感嘆する。

  「お、王おう都との弓きゆう術じゆつ士か……！　これは助かる」

  　ノラはそう解釈して納得したが、事実は異なる。

  　王都常駐軍や王宮警備隊の兵は、劫ごう火か竜に対処するために東側に集中していた。全方位からの竜の接近の情報は伝わっていても、配備されるまでに時間がかかる。

  　西側から矢を放ったのは外部の戦士。

  　都市ナリスタンからやってきた、弓術士ハナティアである。

  　ナリスタンの壊かい滅めつを防げず、失意の中にあったハナティア。王都の危機を連絡兵から聞いて、避難するのではなく、ギルドを引き連れて王都へと向かった。

  　決して、無む私しの心で駆けつけたわけではない。ここでハナティアが活躍すればするほど、対外的な発言力が高まる。そうなればナリスタン復興のための支援も集めやすくなるという、抜け目ない打算が働いていた。

  　自分が王都を守り、その名声を利用して故郷を建て直す。そうすることによって、ハナティアはようやく自分の不ふ甲が斐いなさを返上することができる。

  　高位竜の前には敗北したものの、その実力は本物。

  　一キロほども離れたところに立ち、目一杯の力で弓を引く。風雨を受けてもその姿勢は揺らぐことなく、正確に竜を射る。

  　さらに一匹が射られて崩れ落ちたが、ここにきて竜もさすがに後方を警戒し始めた。今の三匹と同じ轍てつを踏むわけにはいかないとばかりに、目を光らせる。

  　次の矢が放たれたとしても、無防備に突き刺さることはない。来るとわかっていれば回避や防御が可能だ。

  「あと三匹……！」

  　弓術士の援護を借りつつも、ノラは自分で三匹を片づけるつもりで臨む。

  　三匹のうち、低位竜は残すところ一匹となった。一番汲くみしやすい相手だ。遠距離からの矢を警戒するあまり、ノラにはまったく注意が向いていない。まったく本ほん末まつ転てん倒とうなことをしている竜を哀れみつつ、死角から接近。高々と跳躍し、数十メートルの高度から後頭部に襲いかかる。

  　だが、中位竜はそこを狙ねらっていた。

  　ノラの降下を待ち構えるように、横手から近づいて息を吸う。姿勢は前のめり。自らの息い吹ぶきで、低位竜ごとノラを葬ほうむりにかかる。

  　ノラはノラで、中位竜の目もく論ろ見みはわかっていた。わかっていながら、危ない橋を渡って低位竜に斬きりかかっている。攻撃を終えた瞬間に回避に転じれば、被ひ弾だんは免まぬがれる。かなり微妙な時間差だが、可能と判断して踏み切っていた。

  　だが、ここでも助けが入る。

  　中位竜の首周りに赤い線が引かれた。

  　その刀身を目で追うことは、中位竜には不可能だった。巨大な刀身ではあったが、巨大化したのは竜に触れている間だけで、振り抜かれた直後には刀身の質量は戻されている。

  　大陸最強の剣士、ルゥ・ガーティスの剣が縦一いつ閃せんに疾はしり、中位竜を斬ざん首しゆしていた。

  　ルゥは兵が手厚い東側は安全と見て、自らは手薄で危険な西側に向かうべきと判断した。予想に反し、ノラの奮戦で竜の数は減っていたが、助すけ太だ刀ちが必要な場面にちょうどよく間に合った。

  　五十メートルほど離れた家の屋根を足場にして、縦に振りながら刀身拡張エライトーンを発動させた。

  　ただそれだけ。

  　首を輪切りにされた中位竜が、地面に崩れ落ちる。

  　ノラも低位竜を一いち撃げきで仕し留とめ、残す竜は一匹になる。

  「今のは……！」

  　長大な剣が振られた気配は、見ていなくても感じ取れた。ノラは剣士のほうを見て声を上げた。

  「ハロルド・ガーティス閣かつ下かの剣……!?」

  　この目でハロルドを見たことはないノラだが、戦法は[image: ]うわさでよく聞いている。接近戦を得え手てとしていたハロルドが、近年になって伸縮自在の剣を使いこなすようになった。大陸で一振りしかないとされる、最大五十メートルにまで伸びる剣を精密に操あやつり、遠い間合いから竜を一閃できるようになった、と。

  　成長期をとうに過ぎた三十代になってなお、恐るべき速度で進化していくハロルドに感服し、憧あこがれる気持ちを新たにしたものだった。

  　だが、ノラが見たところ、屋根の上に立つのは少女だった。自分と同年代か、その下か。

  　いずれにせよ、ハロルドではない。

  　少女は剣を振るった後の姿勢で固まったまま、表情を強こわばらせていた。痛みに必死に耐えているような風ふ情ぜい。最後の中位竜はまだ遠くにいるが、今攻撃を受けたらひとたまりもない。

  　ノラは跳び、少女のそばに着地した。

  「助すけ太だ刀ち、感謝します」

  「くうっ……！」

  　ノラの礼に、少女は呻うめくだけだった。

  　よく見れば、全身に包帯が巻かれている。満まん身しん創そう痍いの身で戦場に立ち、剣を振るっていたのだ。

  「だ、大丈夫ですか!?　こんな傷で竜と戦おうだなんて……！」

  「あなたこそ、そんな剣で、そんな左腕で戦ってるじゃない……！」

  　少女はノラを睨にらんだ。その迫力に気け圧おされる。まるで、竜が発するような威圧感。自分と同年代のように見えるが、自分以上に修しゆ羅ら場ばを経てきた剣士なのだと、ノラは思い知らされた。

  「王宮警備隊のお方、もしくは、ガーティス家のお方ですか」

  「……よく、わかったわね」

  「その剣、ハロルド閣かつ下かのものかとお見受けしましたので」

  「私はルゥ・ガーティス。ハロルドは私の叔お父じにあたるけど、彼は今、剣を振れない。だから私が借り受けたの」

  　ルゥの言葉から、ノラはハロルドが今回の事態で負傷して動けないのだと理解した。驚きはしたが、大陸最強の剣士にだってそういうことはあるだろう。竜りゆう王おう復活という状況では無理もないことなのかもしれない、とノラは思う。

  　目の前のルゥが、まさにそのハロルドの役を務つとめていたとは、気づいていない。

  「あなた、軍の兵ではないわね？　何者？」

  「都市コーグスから参りました、剣士ノラ・グライドと申します」

  「そう……、あなた、万ばん全ぜんの状態だと腕前はどの程度？」

  「相手が中位竜一匹であれば、単独で対処できます。仲間の助けを借りて、高位竜を狩った経験もあります」

  「なるほど、じゃあ、王宮警備隊に入れるくらいの力はあるかもね……」

  　ルゥは視線を泳がせ思し案あんする素そ振ぶりを見せ、改めてノラを見る。

  「あなた、何のために王おう都とに？　どうして逃げないの？」

  「仲間がここにいますので。王都から危機が去らない限り、仲間もまた危険なままです」

  「ふうん。じゃあ、竜王を倒す気、ある？」

  　急に踏み込んだ質問が飛んできて、ノラは一瞬たじろいだ。

  「……ど、どういう意味の質問でしょうか。苦戦されているようですが、王宮警備隊の方が対処するのでは？」

  「その王宮警備隊、今はかなり信用ならない状況よ？　一員である私が言うのも何だけど」

  「だとしても、私が竜りゆう王おう討とう伐ばつの力になれるかどうか……」

  「自信を持ちなさい。私のお眼鏡にかなったって言ってるの！　だからこの剣、あなたに託すわ！」

  　ルゥの会話の調子に、ノラは追いつくのがやっとだ。急に差し出された剣の柄つかを、反射的に握る。

  「は、ハロルド閣かつ下かの剣を……？」

  「ハロルドはもう振れないし、私もさっき試しに竜を斬きってみたけど、たった一回でこの様ざまだもの……。振れる人が持っていたほうがいい」

  「だったら！　王宮警備隊の中にもっとふさわしい剣士がいるはずでは……！」

  「ほら、来たわよ、中位竜が」

  　中位竜はハナティアの矢を尾で弾はじき返し、ノラたちに向かってきていた。息い吹ぶきの射程範囲に入るや否いなや、中位竜は予備動作に入った。属性を見極めている暇ひまはないし、その意味もない。

  　ノラたちが選択すべきは、息吹を回避するか、放たれる前に潰つぶすかだ。

  「やって」

  　ルゥは、潰せと命じる。避ける気はさらさらないようで、棒立ちになっている。

  　ノラがこの剣を握るのは初めてのことだ。そのノラのことを信用するというのか。

  　ならば、やるしかあるまい。

  「刀身拡張エライトーン！」

  　上段に構え、かけ声とともに剣に魔力を通わせ振り下ろした。

  　直後、爆発的に刀身が伸びた。尋じん常じようではない重みがノラの両腕にのしかかり、特に左腕が悲鳴を上げる。

  「ぐううううっ！」

  　振るのが精一杯だった。狙ねらいを定めることも、竜の動きを気にすることもできず、無む我が夢む中ちゆうの一いち撃げき。自分の重みを重力操作グラベトリーブで増して、何とか振り切った。

  　荒い呼吸とともに、恐る恐る前方を確認する。

  　竜の姿はいまだそこにあったが、その場から動くことはなく、息吹を放つこともない。

  　刀身はノラの魔力に応こたえ、五十メートル一杯まで伸び、正確に竜の正せい中ちゆう線を通っていた。

  　左右ふたつに分かれた竜の身体からだは、お互い支えあうようにして立ち尽くしていた。強い雨の下もと、奇跡的な均きん衡こうを保っている。誰かが横方向に少しでも力を加えれば、そのまま崩れてしまうだろう。

  「……上出来じゃない。竜の足あし下もとの家まで斬っちゃったのはいただけないけど、竜が生み出す被害を考えれば微々たるものだし、初めてにしては本当に凄すごい」

  「ハロルド様は、こんな剣を普段から使ってるのか……！」

  　やっとのことで刀身の質量を戻すノラ。ようやく力を抜くことができ、ノラは思わずたたらを踏んだ。

  　剣が長くなればなるほど、支えるのに必要な力も増大していく。刀身拡張エライトーンだけでなく、重力操作グラベトリーブ、それに握力や腕力や背はい筋きんや足腰といった全身の筋肉を総動員する必要がある。鍛きたえに鍛えた身でないと、この剣の真価は発揮できない。

  「お願い。その剣で竜りゆう王おうを倒して。結けつ界かい術師がいない今、その剣以外に竜王を倒す方法はないと思う」

  　ルゥの言葉はよく理解できたが、本当にハロルドの代役が自分に務つとまるのか。

  　カーネスを奪われ、ハロルドの任務に失敗してしまった自分に。

  　答えを躊ちゆう躇ちよしているところに、真上から気配を感じた。

  「…………！」

  「もう一匹いたのか！」

  　ふたりは空を睨にらむ。上空から降下してくる白い竜の姿があった。竜王ではないことは見ればわかるが、低位や中位の竜でもない。

  　高位竜。

  　ここにきての強敵の襲来に、ノラは気を尖とがらせる。

  　やはり、ハロルドの剣を使い続けるしかない。身体からだへの負担など知ったことか。五十メートルの間合いを目測し、距離が詰まったら刀身拡張エライトーンを発動させてやる。

  　その意気で構えていたが、竜からは声が聞こえた。

  「お姉ちゃーん！　攻撃しないでー！　私ー！　私だからー！」

  　竜の頭の後ろには、人間が騎き乗じようしていた。

  　よく見慣れた女魔ま道どう師が声を張りながら、手を振っている。

  「なん、だ……!?」

  　ノラは剣を下ろした。

  　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルに、妹のアイが乗っていた。
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  「……また貴様か、ゴーヴェドル」

  　ノラはうんざりした口調でそう言った。

  　ほんの一週間ほど前に、不思議な形で遭そう遇ぐうしたところである。

  　酸竜、毒竜、雷竜のように、ノラたちを付け狙ねらってきたわけでもなく。

  　劫ごう火か竜や地ち殻かく竜のように、待ち構えていたわけでもなく。

  　鉄竜のように、偶然遭遇したわけでもなく。

  　氷剣竜ゴーヴェドルは、ちょうど今ここにいるルゥのように、唐とう突とつに助すけ太だ刀ちに入ったのだ。

  「今度はアイを拉ら致ちして、何が目的だ？　私に何を要求する？」

  「拉致したわけじゃない」

  　ゴーヴェドルは大通りに着陸した。冷気を真下に放出して減速し、静かな着地。雨で濡ぬれていた路面は薄く凍り始めていた。

  「お姉ちゃん、誤解だって！　ゴーヴェドルさんは私を助けてくれたの！　東からも竜が出てきてて、ゴーヴェドルさんがやっつけてくれたの！」

  「…………」

  　アイの言葉を受けてもなお、ノラは警戒を解とかない。剣を下段に構えたまま、敵意を発し続けている。少しでも異変を感じたら、すぐさま刀身拡張エライトーンを発動できるように。

  　ゴーヴェドルは攻める気配を見せず、質問する。

  「ノラが無事ということは、シェリーは倒せたのか？」

  「ああ。何とか退しりぞけた。私も左腕をやられたが、彼女はそれ以上の深ふか手でを負って戦意を失った」

  　ノラは質問に率直に応こたえたが、ルゥが不自然に息を呑のんだ。ルゥとシェリーの因いん縁ねんを知らないノラは訝いぶかしく思うだけで、特に追及することはせず、むしろゴーヴェドルを問い詰める。

  「シェリーのことを知っていたのか？　なぜ戦いの結果を気にする？」

  「ここに来るまでに、アイから経緯を聞いた。お前が無事かどうかが気がかりだった」

  「だから、なぜ？」

  「ノラ。俺と一緒に竜りゆう王おうを倒しにいかないか？」

  　絶句するような提案。

  　奇くしくも、ルゥが持ちかけてきた話と同じ内容だったが、竜族の口からその言葉を聞くことになるとは思っていなかった。

  「……なぜ、貴様が竜王に敵意を持つ？　人類を排除できれば、竜族には好都合じゃないのか？」

  「他ほかの竜にとってはそうかもしれないが、俺は困るんだ。見てのとおり、竜王には天候を操あやつる能力がある。雷かみなりで結けつ界かい術師を掃そう討とうするつもりらしくてな。カーネスが狙ねらわれている」

  「アイ、カーネスは王宮に預けたのか？」

  「王宮にっていうか、王おう都と常駐軍の人たちに預けた。王宮は雷の集中攻撃を受けてて逆に危なそうだったから」

  　アイの答えの続きを、ゴーヴェドルが引き取る。

  「カーネスが結界を発動したことで、竜王の攻撃目標は王宮からカーネスに切り替わるはずだ。もちろん、常駐軍の魔ま道どう師が雷を無効化するよう努めるだろうが、いつまでもつか」

  「……もって数時間ね。一時間せずに瓦が解かいしてもおかしくない」

  　王宮警備隊の一員であるルゥが見立てを述べた。

  　雷竜の脅きよう威いを軽く克服した人類でも、本物の雷に立ち向かうのは難しい。

  「カーネスが討たれる前に、竜りゆう王おうを討たないといけないんだ」

  　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルは、ノラに諭さとすように言った。

  　ノラはたっぷり数秒考えた後で、問い返す。

  「……確かに、私もカーネスを助けたいと思う。だが、貴様は何なんだ？　カーネスを救って何の得になる？　この間はウォーフィアを倒すために共きよう闘とうしたが……」

  「じゃあ、今日は竜王を倒すために共闘しようじゃないか。俺、竜王には個人的に恨うらみがあって、ちょっとむかついてたんだ」

  「忘れたのか？　ウォーフィアの次は貴様だと言ったはずだ！　私は竜族を、この世から根こん絶ぜつさせるつもりで戦っているんだ！」

  「ならば、なおさら俺たちは共闘すべきだ。竜王だって竜族の一匹だろ？」

  　ゴーヴェドルは雲が立ちこめる空を仰ぎ見た。

  「お前はここで、俺と竜王を潰つぶしあわせて両方とも殺せばいいんじゃないか？　まあ、俺も簡単にやられるつもりはないが……」

  「くっ」

  　ノラは思わず声を漏もらし、笑い始めた。

  「くっくっく……。貴様、本物の馬ば鹿かだな？」

  「何とでも言え。ああだこうだ言われるのには慣れてる」

  　共闘の申し出を、ノラはこの時点で受け入れることを決めた。アイもすでに異論ない様子だった。ルゥの意見を目で窺うかがったところ、ルゥは息を呑のんで驚きつつ「交渉が成立するんなら、試してみてもいいけど……」と消極的に肯定した。

  「ただ、ごめんなさい。私は戦えない。この身体からだでは、もう無理だとわかった。私は地上から、できる範囲で支援させてもらう」

  「わかっています、ルゥさん。ご無理はなさらずに。私とアイが、このゴーヴェドルを使い潰します」

  「その剣も使い潰しちゃっていいわよ。竜王を倒すためだって言えば、叔お父じも納得すると思うし」

  「……感謝します。ハロルド様にはよろしくお伝えください」

  　ノラはルゥに丁てい重ちように礼をする。

  　大陸最強の剣士の剣。その重みを感じながら、竜王に挑いどむ覚悟を決めた。
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  「久々に動いたせいか、少し疲れた」

  　竜王は滞たい空くうしたまま呟つぶやいたが、それは半分以上、誘いのためだった。

  　疲れたと言ったことを真まに受けて、人間の兵たちがこぞって攻撃してこないものかと、竜りゆう王おうは密ひそかに期待する。

  　数で圧倒される危険と不安はわずかばかりあるが、それよりも一いち網もう打だ尽じんで攻撃できる期待のほうが大きい。さぞ爽そう快かいだろうと、その快感を想像する。

  　だが、疲れているのは事実だった。

  　竜王ほどの巨体を宙に浮かせるためには膨大な力が必要とされる。竜王は風を操作して翼つばさの負担を軽減しているが、それでも、その操作にだって力は要いる。封印の数百年に比べたら、体力を消耗しているのは間違いない。

  　体力の節約のため、竜王は竜人形態をとっていた。

  　人間に似せる気はなく、表面は漆しつ黒こくの鱗うろこのままだが、巨体を縮めに縮めて人間大にする。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした、しかし決して巨漢ではない、引き締まった肢し体たいが完成した。

  　背中と頭頂部だけは竜形態を維持しており、翼と角つのが生はえた人間の形になる。

  　質量を小さくしたことで、浮かんでいるのが楽になった。

  「最初からこうしていればよかったか」

  　竜王は自分の四し肢しの様子を確認する。軽く動かして馴な染じませてみる。皮ひ膚ふには艶つやがあり、見栄えも気に入った。仕上がりに満足して低く笑う。

  「さて、続きだ、雷かみなりだ」

  　竜王は力を溜ため始めた。ゴーヴェドルの氷ひよう剣けんを撃ち落とす程度の雷であればさほどでもないが、本物の雷を放つためには時間をかける必要がある。

  　狙ねらいは、結けつ界かい術師がいた地点。今はもう消えてしまっているが、先ほど一瞬現れた結界の中心地だ。

  「結界術師よ、お前が危険を冒おかして空を飛び、私に襲いかかってくれば勝機はあったかもしれないのにな。今となってはそうはいくまい」

  　あらゆる方角から竜がよってたかって王おう都とに向かってきているのを、竜王は確認していた。低位や中位の竜ばかりとは言え、あれだけの数がいれば十分だ。今、結界術師が竜王を攻めようとしても、その間に王都は滅びてしまうだろう。

  　誰でも、身に降り懸かかる火の粉こは振り払わなくてはならない。それは何よりも優先すべきことだ。攻めよう攻めようという思いがあっても、自分が命を落としてしまっては仕方がない。

  　竜王は不ふ憫びんさを覚えて薄笑いを浮かべた。

  　しかし、その格言は竜王自身にも当てはまった。

  「…………む？」

  　いつの間にか、周囲に無数の小さな気配が生じていた。雲に隠れて見えないが、おそらく人間よりも小さい。兵ではなさそうだ。

  「なるほど、大体想像はついたぞ。一網打尽でやられるのが嫌で、召しよう喚かん獣を前線に配置したわけだ」

  　竜りゆう王おうは雷かみなりのための準備を中断し、その電気を雲のそこここに分散させた。いざという時に自分の身を守る、小型の雷のための仕込みだ。

  「しかし、新しい相手が現れるのは歓迎しよう。何せ、何百年も暇ひまをしていたのでな。私は楽しいことに飢えている」

  　まもなく戦闘という段になり、竜王は迎げい撃げき体勢を整えたが、竜人形態のままだった。竜形態のほうが圧倒的に強度が高いとわかっているにもかかわらず、その必要はないとばかりに一いつ笑しようする。

  「さあ、人間ども！　私を何百年も退屈させた罰ばつだ！　同じ年月だけ私を楽しませろ！」

  　竜王が声を張ったことで、広範囲の空気が震えた。震動は雲の向こうの召しよう喚かん獣、鋼鳥スタリダーたちにも伝わり、早くも何羽かが落下した。
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  　竜王が音波を放ったときも、ノラは冷静だった。滞たい空くうし、竜王から遠くない位置に陣取っていたが、耳に手を翳かざして防御した。

  　叫びの内容はちょうどいい音量で聞き取れた。

  　どうやら、この竜王、ノラほど真ま面じ目めな性格ではないらしい。戦いを楽しみたいというのは不真面目さの表われだ。竜族ということがなかったとしても、個人的にも好きになれそうにない。

  　翻ひるがえって、目を下に向ける。

  　ノラは今、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルの首に跨またがっている。一週間ぶり、二度めのこと。ユニコーンの背と違い、岩のように硬い鱗うろこの感触にはなかなか慣れないが、我慢するしかない。

  　アイは今は離れた位置にいる。王おう都と常駐軍の召喚術師が喚よんだペガサスに乗り、ノラたちを補佐するために控えている。今し方落とされてしまった鋼鳥スタリダーを補充すべく、召喚呪じゆ文もんを唱え直している。

  　待っている間に、ノラはゴーヴェドルに話しかける。

  「しかし、貴様は冷たいな」

  「何の話だ？　俺はお前と誠実に交渉したつもりだが？」

  「そうではなく体温の話だ」

  「ああ、なんだ。それはそうだ。氷剣竜の体温が高かったらおかしいだろう。これでも冷気を抑えてるんだ。我慢しろ」

  「わかったが、間違っても私が乗ってる間に冷気を全開にするなよ？　力を解放するのは、私が跳び降りた後だ」

  　戦術は予あらかじめ打ち合わせた。戦せん況きようを見つつ、ノラはゴーヴェドルから離れ、鋼鳥スタリダーを足場にして戦うことになっている。

  　どうせ離れるのだから、そもそも今ゴーヴェドルに騎き乗じようしている必要も、実のところない。鋼鳥スタリダーを足場にして待機するのが疲れるということであれば、アイと同じようにペガサスに乗っていればいいだけの話だ。

  　戦術上のもの以外の理由で、ノラは自ら希望してゴーヴェドルに乗っている。

  「ノラは高いところ、怖くないんだな」

  「どういう意味だ？」

  「アイを乗せたときは怖がってたから、違うんだなと思って」

  「貴様、妹を怖い目に遭あわせたのか。後で殺す」

  「そんな理由で殺されるのは絶対嫌だな。めちゃくちゃ抵抗してやる」

  「せいぜい頑張れ。どんなに貴様が頑張ろうと、最後には私が首を刎はねる」

  　ノラは売り言葉に買い言葉で応こたえてから、素朴な疑問をぶつけてみる。

  「今のうちに私を始末しようなどとは、考えないのか、貴様は。冷気を発するだけで私を凍死させられるのに。さては、私のことを舐なめているのか」

  「別に舐めてないが、そういうつもりで共きよう闘とうを持ちかけたんじゃない。俺ひとりでは竜りゆう王おうに勝てないと思い知ったから、力を借りたいんだ。そういうお前こそ、今、俺を討てる好機だろう？　俺の口くち車ぐるまに乗った振りをして裏切ってみたり、しないんだな」

  「正面から打破しないことには勝った気がしないし、両親にも誇れないと思った」

  「親思いなんだな。竜にはあまりない文化で、よくわからないが」

  「これだから竜という種族は嫌いだ……。家系を誇り、親を尊敬するという当たり前のことができない」

  「人間の当たり前を竜に押しつけないで欲しいもんだけどな」

  「自分をこの世に送り出してくれた存在だぞ？　感謝の念があって当然と思うが……。フレイクの親は、そんなに尊敬できない竜だったのか？」

  「親とたいした会話を交わした覚えがないんだよな、それが……。戦闘の面では凄すさまじかったけど。両方とも氷属性の高位竜で、氷ひよう槍そう竜と氷ひよう鎚つい竜って言ってさ。ガキの頃はよく痛い目にあった」

  「それはフレイクへの愛情の証あかしではないか？　私だって、親から剣術の稽けい古こを受けて育った」

  「そんなもんかねえ。俺の場合は、夫婦喧げん嘩かの流れ弾だまを必死に防御してたって感じだけど」

  「……そうか」

  　ノラは、ここで会話を打ち切った。

  　ゴーヴェドルに騎乗した目的は、果たされた。

  　確かめたかったことを、確かめられた。

  　ノラはあえて、不自然な質問をした。

  　フレイクの親は、と聞き、

  　フレイクへの愛情の証あかしでは、と聞いた。

  　そのいずれにも、ゴーヴェドルは何の疑問も持つことなく自然に応こたえた。

  　やはりそうなのか、と思う。

  　この氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルは、双そう剣士フレイクだ。

  　ゴーヴェドルが竜人形態になるとフレイクになり、フレイクが竜形態に戻ったのがゴーヴェドルだ。

  　シェリーから聞いた情報と、ゴーヴェドルの不自然な出現を併あわせて推測して、鎌かまを掛けてみたが、見事に引っかかった。

  　ゴーヴェドルはそれとは知らずに、自分がフレイクであることを認めたのだ。

  　思えば、フレイクが双剣を使っているのもそうだ。

  　氷剣竜の戦法を踏まえたものだったのか。

  「ん？　どうした、ノラ？　話は終わりか？」

  「……ああ、話は終わりだ。何もない」

  　そう。確かめてみたかったから確かめただけで、その後、何かがあるわけではない。今まで騙だましてきたことを叱しかりつけたりしたいところではあるが、そうはしない。

  　こいつは、私が思っていた以上に変わり者だ。

  　人間に友情を感じて、人間になりすます道を選びやがった。

  　それも、相当な覚悟を背負って、だ。

  　劫ごう火か竜ウォーフィアや陰いん風ぷう竜シェルグーヴを敵に回し、竜りゆう王おうに刃は向むかってまでして、ゴーヴェドルは人間と一緒にいたかったのか。

  「お前は相当な馬ば鹿かだな、フレイク」

  「ああ？　何だよ、ノラ」

  　またフレイクと呼んでみたが、ゴーヴェドルはその不自然さに気づきもしない。

  「いやあ、馬鹿だ馬鹿だ。面白いなあ」

  「だから何だ。何をひとりで笑っている」

  「面白いから笑ったんだ。私は馬鹿は嫌いじゃないぞ？」

  「そうかい。何だか知らないけど、それはよかったよ」

  　ゴーヴェドルは面倒くさそうに応じた。

  　ノラは自分が気づいたことを、あえて言い出したりしない。自分の中に秘めておく。フレイクにはフレイクなりの覚悟があったのなら、私も私なりの覚悟で気づいていない振りをしてやろう。

  「私からは何もない。ただ竜王を倒して、王おう都とを平和にし、カーネスを安心させるだけだ」

  「そうだな。俺も全力を尽くす」

  　剣を駆使する者同士が、互いが互いを騙だましている。

  　状況におかしみを覚えて、ノラはまた静かに笑った。
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  　召しよう喚かん呪じゆ文もんの唱え直しで、竜りゆう王おうを取り囲む鋼鳥スタリダーの列が再び整った。静かに雲の中に潜もぐり込ませ、狭い円周上に等間隔に浮ふ遊ゆうさせている。

  　人間よりも小さく迫力に欠け、破壊力という観点からも物足りないが、体重が軽い故ゆえに速度が出て、小回りが利きき、数多く召喚できるという点では非常に優秀な種族である。

  　竜王の姿は雲に包まれていて見えないが、この雲の中心にいるものと踏んで、鋼鳥スタリダーを配置した。

  「人間どもよ。焦じらせるなあ。あんまり焦らすようだと、正直、退屈だ。私から打って出てやってもいいんだぞ？」

  　竜王の鷹おう揚ような声が響く。内容とは裏腹に、苛いら立だちはあまり感じられない。むしろ、油断している様子である。

  　好機。

  　全員が意思を統一。目と動作で合図して、いよいよ攻め込む。

  　アイが無言で手を振ると同時に、鋼鳥スタリダーがその意図を汲くんだ。

  　一いつ斉せいに円を狭せばめるようにして飛び、雲を切り裂き竜王に襲いかかる。

  　ノラとゴーヴェドルも、時間差を作って前進した。鋼鳥スタリダーの初撃で隙すきができれば、そこに大打撃を叩たたき込むつもりだ。

  「おおっと!?　鳥どもかあ！　こいつは厄やつ介かいだ！　あー、厄介厄介！　おーおー、私の翼つばさを啄ついばむな！　止やめろ、飛べなくなるだろうがー！」

  　竜王の声が聞こえるが、演技臭さが抜けていない。明らかに余裕で対処している。対決しているのではなく、戯たわむれているだけ。遊びの一いつ環かんとして、鋼鳥スタリダーを叩き落としていた。

  　ノラとゴーヴェドルが近づくにつれて、雲が風圧で分かれていく。羽ばたきは最小限に抑えているが、それでも高位竜の存在感は強い。居場所は竜王に筒抜けになっているという前提で勝負にいく。

  　雲を抜けて、拓ひらけた空間に出た。雲の中に作られた巨大な空洞。

  　ここに竜王はいた。

  　いたが、一瞬、目を疑った。

  　ノラも、竜王と一度交戦したゴーヴェドルも啞あ然ぜんとする。

  　竜王は竜人形態をとっていた。五十メートル超の巨体を縮小させ、人間大の肉体になっている。

  　姿形が変わっていても、竜りゆう王おうであることは間違いようがない。

  　皮ひ膚ふは人間の肌ではなく、漆しつ黒こくの鱗うろこ。

  　部分的には竜形態で、巨大な角つのと翼つばさ。

  　そして、その所しよ作さが圧巻だった。

  　竜王は空中で胡座あぐらをかき、自分を突きにきた鋼鳥スタリダーを食らっていた。

  　文字どおり、摂せつ食しよくしていた。

  　嘴くちばしを握り止め、折り、齧かじる。

  　翼を剝はがし、曲げて、飲み込む。

  　破片が遙はるか真下の地面へと落ちていき、雨に混じって降り注いでいくが、やがて光となって消滅した。

  　鉱物系の竜ですら、鋼鳥スタリダーを食おうとはするまい。

  　この食欲は、数百年の空腹を耐えた竜王だからこそだ。

  「そうか。召しよう喚かん獣は絶命すると異世界に還かえるから、腹が膨ふくれぬのか。久しぶりすぎて忘れていた」

  　持っていた鋼鳥スタリダーの翼を齧るのを止やめ、消滅するまで間に振りかぶり、ゴーヴェドルに投げつけた。

  　ノラは反射的に剣を抜いたが、それには及ばなかった。ゴーヴェドルが瞬時に氷ひよう剣けんを作り上げ、叩たたき返していた。
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  　竜りゆう王おうの小手調べを無傷で切り抜けた。

  「おお、昼間の氷ひよう剣けん竜よ。無事だったのか」

  　竜王は攻撃を終えた後になって、嬉うれしそうに両手を広げた。

  　ゴーヴェドルは氷剣を交差させた構えを作り、言い返す。

  「結構な歓迎だったな。しかし、ずいぶん余裕じゃないか。こっちは人間の手まで借りて再挑戦しようってのに、お前は竜人形態とは」

  「私はこれでも必死だよ。巨体で浮かんでいるのが大変なのは、お前にだって理解できよう」

  「だったら、巨体で地面に寝そべっていればいい」

  「そうしたら、結けつ界かい術師が私を捕まえにくるだろう？　あんな退屈はもうごめんだ。結界術師には死んでもらう」

  「させるか」

  　ノラが怒ど気きを込めて言う。

  「結界術師の友人がいるもんでな。絶対にお前の野望は砕く」

  「いい殺気だな、剣士よ。悪くない」

  　竜王の口が三日月の形で笑った。人間の顔の形を模もしてはいるが、その口は顔の端から端まで裂けていた。

  「そうか、友人か。なるほど、いいことを教えてもらった。私も友人を作ればいいんだ。そうしたら、結界術師に追われる危機でも助けてもらえるかもしれぬ。結界術師本人と友人になっておけば、そもそも逃げる必要もなくなるか」

  　突とつ飛ぴな連想を満足げに語る竜王に、ノラは警戒感を隠さない。

  「……貴様、本気で言っているのか？」

  「実現可能性はわからぬが、我われながら面白い思いつきだとは思っている」

  「私にとってはまったく面白くないがな」

  「それは、そういうものだ。我らは敵対する種族。どちらかに愉ゆ快かいなことは、もう一方にとっては不愉快なものなのだ。私の封印が解けたのは、私には愉快だが、人類には不愉快だろう？」

  「ならば、今日この日の出来事は貴様にとって不愉快だろうな！」

  　ノラの気合いとともにゴーヴェドルが発進。竜王に向けて突進する。ゴーヴェドルが氷剣を、ノラが長剣を構えて斬きりかかった。

  「昼間よりも遅いぞ、氷剣竜？」

  　竜王は笑ったまま、空を泳ぐかのように氷剣竜の下を潜くぐり抜けた。誰の剣も当たらない軌き道どうで飛び、その後急上昇。竜人形態のまま、ゴーヴェドルの腹の真ん中を殴なぐる。

  　あまりの衝撃にゴーヴェドルの身体からだが波打った。騎き乗じようするノラも揺さぶられ、構えが崩れる。

  「ぐふぅっ……!?」

  「夜のほうが気温が低くて、お前には適した環境かと思ったが、そうか。お前、人間を乗せて遅くなったな？」

  　竜りゆう王おうが今度は宙返りの要領で蹴けりを放つ。ゴーヴェドルの防御は間に合わず、腹にめり込んだ。竜王は反動で落下し、間合いから離れる。

  「人間の手を借りたというが、その借り方ではお互い弱くなるだけではないか？　人間も剣を振りにくかろう」

  　ゴーヴェドルもノラも、それは重じゆう々じゆう承しよう知ちの上だった。共きよう闘とうするとはいえ、常に一緒にいることが共闘ではない。

  「本番はここからだ！」

  　叫んだのはゴーヴェドルだったが、攻撃を放ったのはゴーヴェドルではなかった。

  　敵を見上げていた竜王の横手の雲から、巨大な鋼はがねの球が飛び出した。竜人形態の竜王の全身を、立ったままの姿勢で収められるような大球。それが水平円運動で、竜王を真横から襲った。

  　竜王は腕を掲かかげて防御するが、質量を抑えた身体からだでは衝撃を殺しきれない。後方に吹き飛ばされる。

  　吹き飛ばされたところに、今度は巨きよ斧ふの影。鋼球とは対照的に、刃やいばが垂直に弧こを描いた。

  　たまらず、竜王は身を捩よじる。すれすれのところで斧おのを回避し、距離をとって姿勢を整えた。

  「お前たち……、昨日の戦士か」

  「おうよ。鎖さ術じゆつ士チェルソ・カルダーラ様だ」

  「……王宮警備隊所属、巨斧士ダン・キセオン」

  　戦士がふたり、姿を現した。乗ってきたペガサスからは、攻撃動作のために離れており、今は鋼鳥スタリダーを足場にしている。

  　竜王復活直後から竜王包囲網を担当し、一度は自身で竜王に挑いどんだ戦士たちである。易やす々やすと退しりぞけられて引き下がったが、今日、この場面で再び挑む。

  　ノラたちの計画は単独や少人数で挑むものではない。ルゥの働きかけもあって、王宮警備隊、王おう都と常駐軍をも巻き込んだ大規模な作戦になっている。最強の戦力と目もくされる氷ひよう剣けん竜が中心になっているが、背後では大勢の戦士や魔ま道どう師が控えて支援していた。

  　竜王はそれを察し、手を叩たたいた。

  「見事な連係だった！　そうだ、それでこそ人類だ！　ひとりひとりが弱くとも、攻撃を組み合わせて竜をも葬ほうむる力を生む。それが人類の戦いの神しん髄ずいだったなあ！」

  「まだ余裕ってか。むかつくぜ」

  　チェルソが吐き捨てるように言い、ゴーヴェドルが応じる。

  「何、これから竜王も焦ることになるだろう。人類の底力にな」

  「その台詞せりふを竜族のお前が言うか？　本当の本当に馬ば鹿かだなあ」

  　騎き乗じようするノラが拳こぶしで軽くゴーヴェドルの頭を叩いた。

  「……びっくりした。この手て応ごたえ、中には脳のう味み噌そが入っているらしい」

  「おいノラ、驚き方おかしいだろ……。入ってないことを期待してんじゃねえよ……」

  「期待ではなく確信だったが、世の中、不思議なこともあるもんだな。ちょっと後世の人々に伝えたいので、帰ったら早速、遺書をしたためよう」

  「マジで!?」

  「お前ら、人間と竜族のくせに、会話の息があってんな……」

  　チェルソが感心半分、呆あきれ半分で感想を述べた。

  「くだらない雑談はそこまでだ」

  　竜りゆう王おうが両腕に握り拳こぶしを作っていた。右腕を掲かかげ、繰り返し回し始めた。竜人形態のままだというのに、その場で旋せん風ぷうが発生し、周囲の雲を巻き上げる。

  　風と拳のいずれとも、攻撃手段として脅きよう威いとなる。

  「私を慌あわてさせてみせよ！」

  　竜王が攻撃に転じ、ゴーヴェドルに向けて疾しつ駆くした。
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  　地上でも戦いは続いていた。

  　カーネスは、これで何度めの結けつ界かい発動になるのか覚えていない。

  　兵から竜接近の知らせを受けて、魔力を練り、対竜結界を発動して竜を撃退する。数秒しか維持できないが、竜を吹き飛ばすにはそれで十分。無理をせずに結界を消し、次の地点へと向かう。

  　魔力の消耗だけでもカーネスの身体からだに負担だが、王おう都との東西南北各方面への移動も堪こたえる。召しよう喚かん獣に乗っての移動とはいえ、風雨を避けることはできなかった。

  　それでも、止やめるわけにはいかない。

  　止めれば、竜が大勢の人々を殺す。

  　すでにほとんどの住民が避難済みではあるが、まだ逃げ遅れがいる可能性もあるし、何より、この都市を守ろうとしている兵たちが危機に晒さらされてしまう。

  　それは嫌だ、とカーネスは思う。見ず知らずの人々とはいえ、死ぬところは見たくない。

  　シェリーが殺そうとしていた人々を、カーネスは守る。

  　兵たちはカーネスを最大限に優遇している。地上にて手厚く警護し、絶対に竜に襲われないように陣形が組まれている。仮に雷かみなりが落ちてこようと、魔ま道どう師たちの魔術で対処できるという話だった。

  　男性が苦手だというカーネスの事情を汲くんで、そばに配置されたのは女性戦士と魔道師だけだ。ノラやアイと同じ職業の女性たち。不安がるカーネスを宥なだめ、気き遣づかい、励ましてくれる彼女たちは、優しいと思った。

  「シェリーはあんな風に言ってたけど、ここにいるのもおんなじ人間だにゃ……？」

  　思い返せば、シェリーの意志は信じられないほど固かった。これ以上なく強硬に、王おう都との破壊を求めていた。

  　シェリーに優しくしてくれる王都の人はいなかったのだろうか。今、カーネスはたまたま優しい人たちのそばにいるだけで、王宮内の雰囲気は荒すさんでいるのだろうか。

  　それもあるのかもしれないが、カーネスは違うと思う。

  　シェリーはきっと、最初から心を閉ざしていた。

  　村から連れて来られた時点で王都を恨うらみ、王都の人々と交流しようとしていなかった。

  　だから、あれだけ迷いなく竜りゆう王おうの封印を解き、人々を殺傷できたのだ。

  　それを思うと、カーネスは少しだけ安心する。

  　シェリーのようにはならないし、なれない。

  　シェリーと違って、カーネスは迷うことができる。

  　自分がいつかシェリーのようになるのではないかと不安で仕方がなかったが、その悩みは綺き麗れいに解消された。

  　今は、それだけでいいと思った。村か王都かを考えるのは後でいい。まずは目の前の人たちをひたすら守り続ける。

  　それは、カーネス自身の生命にも直結する話だった。

  　竜は一度撃退しても、生存している限りは再生能力が働き、たいていの負傷を治してしまう。くわえて、次から次へと新しい竜たちが際限なく現れて王都攻略に加わってくる。

  　感覚的には、敵の数は無限。

  　一匹でも突破されれば、都市は破壊され、兵は死ぬ。もちろん、兵にも竜と戦う力が備わっているが、精鋭たちは竜王討とう伐ばつに向かっているため、地上に残っている兵の実力には不安が残るところだった。

  「ノラとアイ、今頃、竜王と戦ってるのにゃ……？」

  　移動中に、カーネスは空を見上げた。

  　王都南西部で結けつ界かいを発動し終えて、北西部へと北上する途中。

  　竜王討伐が本格的に始まって以来、王都に雷かみなりが落ちていないところを見ると、竜王は戦闘に集中しているのだろう。集中せざるを得ないほど、追いつめられているのだと信じたい。

  　だが、カーネスはそこで不吉なものを目にした。

  「────にゃ？」

  　ちょうど、王都の真西を通り過ぎようというところで、降り続く雨に何かが混ざった。

  　赤く、粘ねばっこい何か。

  　カーネスは自分が被かぶるフードに手をやって、手のひらで拭ぬぐう。

  「血、にゃ？」

  　雨で薄くなってはいたが、それは紛まぎれもなく血の匂においを放っていた。
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  　ゴーヴェドルは血を吐いていた。

  　騎き乗じようしていたノラはすでに跳び降りて、鋼鳥スタリダーを足場にして空中走法で滞たい空くうしている。竜りゆう王おうの打撃がくるのを見極めて、寸前に離脱できたのは幸運だった。

  　仮に、ノラも乗ったままだった場合、ただでは済まなかった。

  　ゴーヴェドルの様子を見ていれば、それがよくわかる。

  　竜王の打撃が深くめり込み、その後、小規模な竜巻に巻き込まれた。何とか風から脱せても、ゴーヴェドルは目眩めまいから回復しない。チェルソやダンといった他ほかの戦士の助けがあって、竜王の追つい撃げきをようやく免まぬがれた。

  　腹の傷からも血が流れており、遙はるか王おう都とに滴したたり落ちていく。

  「情けないな、氷ひよう剣けん竜よ。こんなことでは何のために再び挑いどんできたのかわからぬぞ」

  　竜王は竜人形態のまま、裂けた口をわずかに開いて笑う。

  「力の差は昼間の戦いで思い知っただろうに。何らかの策を携たずさえてきたかと思えば、人間の戦士たちと手を組んだだけで、他には工夫は見られぬ。私を失望させるなよ？　失望のあまり、お前を殺してしまいそうだ」

  　ゴーヴェドルは、血を吐き捨てて言い返す。

  「……工夫って言えば、防御の方法を変えてみたんだが、たいして効果なかったか」

  「防御？　私の拳こぶしをまともに食らっておいてよく言う。まったく防げてなんかなかったじゃないか──」

  　そう言いながら、竜王は自分の拳を見た。

  　拳が凍りついているのに気づいたのは、そのときだった。

  　抜群の耐久力を誇る竜王に痛みはなく、出血もない。だが、指の間に水分が入り込んで凍結し、固定されている。

  　衝撃の瞬間に、ゴーヴェドルが冷気を解放したための現象だった。

  「ほう。粋いきなことをする。あの一瞬でここまでのことができるとは、さすがは高位竜」

  　竜王は特に困った様子も見せず、拳を拳にぶつけて氷を叩たたき割ろうとした。半分ほどが一いち撃げきで砕けたが、奥まった部分の氷はそのままだった。

  「お前は、夏には重宝するのだろうな。そばに置いておけば過ごしやすそうだ」

  「道具みたいに言うんじゃねえよ」

  「そう怒るな。私はお前の価値を認めてるんだ」

  　尊大な態度の竜りゆう王おうではあるが、この言葉は事実だった。

  　拳こぶしを凍らせるという、竜王にとってはさほど大きな影響はない現象。しかし、それが一瞬の冷気で生じたということを、竜王は重く見た。仮に数秒、数十秒この冷気を浴びれば、竜人形態ではひとたまりもなく全身氷こおり漬づけにされてしまう。

  　だから、竜王は形態を変える。

  「お前の冷気への敬意の証あかしだ。また本来の姿で相手しよう」

  　軋きしむような音とともに、全身の部位が巨大化していく。

  　腕は前脚あしとなり、太く長く発達する。指も無ぶ骨こつな形に変わり、鋭い爪つめがその先に宿る。言うまでもなく、拳の氷はこの変化についていけず、ひとたまりもなく引き剝はがされた。

  　後脚はゴーヴェドルの全身に匹ひつ敵てきする大きさに。

  　胴と尾は、古いにしえからある巨大樹の幹のように太く育つ。

  　頭部の角つのがさらに成長し、形態変化はものの数秒で完了した。

  　全長五十メートルの偉容が、再び王おう都との空に現れた。

  　ゴーヴェドルも戦士たちも怯ひるみはしなかった。そもそもが全員、この姿の竜王と戦うつもりで出陣している。

  「的が大きいほうが狙ねらいやすいってもんだ！」

  　鎖さ術じゆつ士チェルソが言い放つ。もちろん、竜王の耐久力のことは重じゆう々じゆうわかった上での強がりだが、自分を鼓こ舞ぶして鎖くさりを回す。

  　数十メートルの間合いから、チェルソは鋼球を放った。鋼鎖拡張エライトーンされた長大な鎖が遠心力で加速し、空中に直立する竜王の後脚を狙う。竜王は回避も防御もせず、着弾。鋼球が鱗うろこに激突し、鈍にぶい音を響き渡らせた。

  　同時に、無言の巨きよ斧ふ士ダンが反対側の脚を襲う。鋼鳥スタリダーを踏んで跳躍し、竜王の身体からだの真下へと入り込んだ後、垂直に上昇。脚の指に斬きりかかった。末端の部位なだけに損傷しやすいとされる指。それも関節に向けて的確に斧おのを振る。

  　さらに、長剣士ノラ・グライド。

  　間合いは最も遠く、五十メートル弱も離れたところで鋼鳥スタリダーの上に立っていたが、ノラの攻撃はここから届く。

  「刀身拡張エライトーン！」

  　ゴーヴェドルが食らった痛みを返すと言わんばかりに、竜王の下腹に向けて突きを放つ。鋼鳥スタリダーを上回る速度で伸びていき、切っ先が竜王の胴を、身体全体を一点集中で押す。

  　だが、竜王を動かすには至らない。

  　ダンの斧も、ノラの剣も、鱗との接触で火花を散らすだけで、傷ひとつつけることなく押し返された。

  「人類の見事な連係攻撃。わかるぞ。私にはお前たちの狙いがわかる」

  　余裕たっぷりに竜りゆう王おうは言う。

  　三人の攻撃はすべて、竜王の足腰周辺に向けられていた。それも、竜王の視界の範囲内での攻撃。視線を下に誘導しようという意図を、竜王は感じ取っていた。

  　この三人は囮おとりだ。

  　真正面の下方は本命ではないとなれば、その逆。

  　真後ろの上方こそが、彼らの真の狙ねらいだった。

  　すでに、ゴーヴェドルが雲に隠れながら飛ひ翔しようし、その位置に入っている。竜王の後頭部の死角。翼つばさを狙う手段としては上策だ。

  　だが、竜王は悟さとっていた。他ほかの竜にならまず間違いなく通用したであろう連係も、竜王には届かない。

  　竜王は、周囲の雲に働きかける。

  　昼間の戦闘で氷ひよう剣けんを撃ち落としたように、小型の雷かみなりの水平放射で自分の背後を守りにいく。

  「残念だったなあ、ゴーヴェドルよ！　ここでお前は終わりだ！」

  　雷らい鳴めいが左右両側から響く。挟はさみ込むように放たれ、

  「────!?」

  　ゴーヴェドルではなく、軌き道どう上に割り込んだ鋼鳥スタリダーに着弾した。左右それぞれ五羽がかりで身を挺ていしての防御。ゴーヴェドルのための防壁となって、雷を散らした。

  　竜王は後ろを見ることなく雷を発動させたので、防御が成功したことに気づくのが遅れた。竜王が違和感を覚えて振り返るまでの刹せつ那なに、ゴーヴェドルは距離を詰め、竜王の翼を両前脚あしで摑つかみ止める。

  「な……に……？」

  　竜王が出来事を察したと同時に、ゴーヴェドルは冷気を全力展開する。

  「そうか、召しよう喚かん術師の仕し業わざ──！」

  　竜王の翼が瞬時に凍り、ゴーヴェドルの前脚ごと固定された。

  　浮力を失った竜王は、そのまま垂直落下する。ゴーヴェドルもそれに引きずられて落ちた。ゴーヴェドルは自身が冷気を放射し続けることによって、竜王の足搔がきを封じ込めていた。

  　アイが、最高の時機と角度で鋼鳥スタリダーを操あやつったおかげで、すべてがうまくいった。雷による防御を一度目まの当たりにしていたゴーヴェドルは、仲間たちに伝えて対策を練っていた。

  「ぐう──！　だが！　だが私がただで落下すると思うな！」

  　竜王の声に害がい意いが灯ともった。

  　落ちていく竜王を見ているだけだった、ノラ、チェルソ、ダンの三人が、唐とう突とつに竜王に吸い寄せられていく。周囲の鋼鳥スタリダーも数十羽まとめて巻き込まれている。竜王が体内に吸引する風が、重力のように敵を吸い寄せているのだ。

  「うおおおっ、何だこりゃっ!?」

  　チェルソは鎖くさりを上方に放ち、ペガサスに絡からめさせて抗あらがおうとしたが、その鎖も風に負けてしまい、上に投げられない。鋼球がぶら下がった重みで重心が下がり、かえって逆効果になる。

  　ノラやダンも、有効な手段を備えていない。目を見開き、信じられない思いで落ちていくだけだ。

  　竜りゆう王おうは三人とは逆方向を向いているにもかかわらず、吸引する風が働いている。ゴーヴェドルは竜王の身体からだに密着して初めて、その仕組みを理解した。

  　この風は口や鼻が起こしているものではない。竜王は全身で呼吸しているのだ。鱗うろこに生じるわずかな隙すき間ますべてが呼吸器として働き、あらゆる方向に空気を出入りさせている。当然、一部だけを動かして方向を絞しぼることも可能だ。竜王の身体構造は、氷ひよう剣けん竜とは根本的に違っていた。

  「三人とも、寒いのちょっとだけ我慢しとけ！」

  　竜王を封じているゴーヴェドルが、上方に大口を開けた。

  　息い吹ぶきを放ち、上昇気流を強引に作り出す。

  　風力は竜王のほうが強いが、それでも吸引力がかなり相そう殺さいされた。三人の落下も減速し、それぞれ何とか体勢を立て直すことに成功する。

  「冷たい！　これは死ねる冷たさだぞ、フレイク！」

  　ノラが非難めいた声を上げつつ、手近な鋼鳥スタリダーを踏みしめ落下を免まぬがれた。他ほかのふたりも同様に、召しよう喚かん獣の助けを借りて難を逃のがれる。

  「ぬう……、小こ賢ざかしい真ま似ねを……！」

  　竜王ができることはもはや何もなく、猛然と落下するだけ。地面がぐんぐん近づいてくる。風に煽あおられながら、王宮近辺に落ちそうだ、とゴーヴェドルは景色から推測した。

  　冷気を直接身に受けているこの状況で、竜王は姿勢を変えるのを諦あきらめた。ただ、自分の強度で衝撃を耐え抜く。それしか道はない。

  「しかし、なぜだ……？　なぜお前は人間をそんなに信用できたのだ……？　鋼鳥スタリダーが少しでも遅れていれば、お前は死んでいたかもしれぬというのに……！」

  「二年間付き合いがある魔ま道どう師だからよ。毎日毎日、アイの召喚術を見てきたんだ。召喚ミスもときどきするんだけど、ここぞという場面では絶対に外さない」

  「気の長いことだ。二年間、毎日とは。数百年封印を受けていた私から見ても、気が長い。同じ相手と毎日毎日。飽きてこぬのか？　私には無理だ。私は退屈が嫌いだ」

  「退屈なんてしない。生きていれば、毎日違うこと、新しいことが起きる。気が合う同じ相手だからこそ一緒になって楽しめる」

  「理解に苦しむ。毎日の出来事など誤差の範囲でしかなかろう。一生物が持つ可能性は有限だ。そのすべては数日もあれば見極めがつく。見極めている間は楽しいが、それ以上過ごすのは無駄としか思えぬ」

  「それだ」

  　ゴーヴェドルは合が点てんがいった様子で言う。

  「だから、お前には友人なんてできないんだよ」

  「何──？」

  「お前が欲しがっているのは、遊び相手であり、利用価値のある便利な道具だ。自分が扱いやすいものだけじゃないか。そんなことだから、お前は一生誰かを信用することなんてできない。利用と信用はまるで別物なんだぜ？」

  「……そんなことで勝ち誇るな。いずれお前は信用を読み違え、裏切られて死ぬだろう。私は自分の強度を信じて生きる！」

  　落下点は王宮敷地内の庭園。激突寸前となったところで、ゴーヴェドルは冷気を弱め、自分だけ上昇して離脱した。竜りゆう王おうの翼つばさは凍いてついて痺しびれており、方向転換は間に合わない。

  　地面との激突の瞬間、竜王は直立姿勢のままだった。

  　後脚あしから着地し、その後、上体が地面にうつ伏せに倒れかかる。

  　地鳴りとともに、芝しば生ふと小道が一緒くたに陥かん没ぼつした。竜王の重みで土地そのものが凹くぼみ、瓦が礫れきが盛大に飛び散って宮殿の建物に次々と降り注ぎ直撃する。

  　離脱したゴーヴェドルにも礫つぶてが衝突した。氷ひよう剣けんで防御しようとしたが、方向転換直後だったため間に合わなかった。胸むな板いたに当たったことで肺に衝撃が加わり、呼吸に支障が出る。竜王が倒れている好機にもかかわらず、息い吹ぶきを放てそうにない。

  　ゴーヴェドルは体力回復も兼ねて、竜王とは宮殿を挟はさんで逆側に着地した。建物を防壁とする構え。竜王の前ではどんな建物も紙かみ屑くずのようなものだが、ないよりはいい。

  　落下の衝撃で死んでいることを祈るが、その祈りは虚むなしい。

  「お前はすでに」

  　竜王はうつ伏せになったまま、告げる。竜王の耐久力が勝利した。

  「お前はすでに、私が知っている範囲だけでも一度、信用を裏切られている。人間に騙だまされていたぞ、ゴーヴェドル」

  「何の……、話だ……」

  「昼間の戦闘の前、お前は人間と交渉しただろう。あれは、大陸最強の剣士などと名乗っていたが、実はただの影かげ武む者しやだったぞ？　聞いててあまりに滑こつ稽けいだったので黙っていたが、お前を騙すために、下っ端の兵を代役に仕立て上げていたのだ。お前が欲していたカーネスという娘の情報も、持っていなかったようだ」

  　ゴーヴェドルは、人間に誘導されて竜王との戦闘という死地に立たされた。今でこそ望んで挑いどみ、自分と竜王を潰つぶし合わせるようにとノラに提案したくらいだが、それ以前に、騙されて操あやつられていたのだ。

  「なぜ……、今、そんな話をする……？」

  「中途半端な強者はいいように利用されるだけという話だ。お前もそうだし、他ほかの例も知っている」

  　竜りゆう王おうは前脚あしで大地を押して、身を起こした。鱗うろこに付着した石や土つち塊くれがぼろぼろと剝はがれ落ち、眼光が再び輝きだす。

  「お前はああ言ったが、昔は私にも友人らしき存在がいたのだよ。竜だけでなく、種族問わず、強き者との交流は楽しかった。だが、強き者は利用されるのが宿命だった」

  　昔を懐かしむような話だが、明らかに、その表情と声こわ色いろは憤いきどおりに[image: ]あふれていた。

  「特に、人間の戦士は悲惨だ。強いというそれだけの理由で最前線に立たされ、無む謀ぼうな戦術を授けられたために死ぬ。逆に、英雄として祭り上げられ、一生、退屈な儀式を強要されて死ぬ。私と仲が良かったために人々から疎うとまれ、処刑された者もいたな」

  「…………」

  　ゴーヴェドルは、ノラとアイの父、剣士グレー・グライドを連想した。ゴーヴェドルと友情を築こうとした、変わり者の凄すご腕うでの剣士。グレーはゴーヴェドルとの交流を他の人々に秘密にしていたが、竜王の相手の戦士は知られてしまったらしい。

  「私は利用されたくなかった！　だが、だからと言って弱者に甘んじるのも耐えられぬ！　利用する側に回るしかなかった！　そのために、強者よりさらに強くなったのだ！」

  　友という存在を必要としない思考。

  　竜王は、孤高の道を選んだ。

  「私はすべてを掌しよう握あくし、すべてを利用する！　強者はすべて私とともにあれ！　誰にも奪わせはせぬ！」

  「そのために、邪魔な存在、結けつ界かい術師と弱者を、排除するって話か？　聞けねえな」

  　ゴーヴェドルは呼吸を整えながら言い返す。

  「俺はお前に、カーネスを殺させはしない！　ノラやアイをお前の玩おも具ちやにもさせない！　利用される気持ちも考えてみやがれ、この化か石せき王！」

  「……いい度胸だ。お前はここで死ね、氷ひよう剣けん竜」

  　竜王は直立し、再び全身で空気を吸引し始めた。ゴーヴェドルを吸い寄せて攻撃するための行動。風に指向性を持たせて自分の手足とし、間にある建物ごと根こそぎにし、ゴーヴェドルを摑つかんで尾で叩たたく。もはや手加減は不要。殺すつもりで打つ所存だった。

  　だが、吸い寄せられるゴーヴェドルの手には、何かが握られていた。

  　優しく、包み込むように、しかし風に吸われないように確保する。

  　竜王は察知するのが、遅れた。

  　そこに握られているのが、結界術師の卵、カーネス・オルコットだということを。

  　そもそも人にん相そうを知らなかった竜王だ。ゴーヴェドルの話から、カーネスという少女が結界術師なのだろうと、何となく推測しただけに過ぎない。

  「た、建物の陰にいたのか──！」

  　ゴーヴェドルにとって幸運なことに、カーネスは移動中で王宮のそばを通りかかっていた。竜りゆう王おうに悟さとられないように、結けつ界かい発動のための時間稼ぎで、会話を長引かせたのだ。

  「にゃあああああ！」

  　ゴーヴェドルが空を舞って引き寄せられる中、カーネスは両手のひらを広げて、竜王に向けた。

  　竜王の斜め上方の位置から、結界を球状ではなく、竜王の方向のみに発動させる。球状に広げればゴーヴェドルも被害を受けてしまうため、方向を絞しぼるのだ。

  　カーネスは、ゴーヴェドルのことを信じていた。

  　発動。

  　対竜結界が隕いん石せきさながらの速度で繰り出され、至近距離から竜王を襲う。直撃すれば、結界と地面の間に挟はさまれる。結界は地面に止められることなく、魔力の限り広がっていくので、地中深くに埋められてしまう。

  　竜王は反射的に思考し、竜人形態に変化した。

  　巨体のままでは回避不能と見たための判断。人間大の大きさになり、地面を這はうように転がって結界の範囲外に逃のがれる。

  　結界は、空から振ぶりに終わった。

  　球状に発動させておけば、竜王も逃れられなかったものを。

  「外れたにゃ!?」

  　カーネスは動揺していて、再発動の準備は整わない。

  　これが、結界術師抹まつ殺さつの最後の機会。竜人形態のまま垂直に跳躍。ゴーヴェドルとカーネスがいる高度まで跳び、腕を伸ばし、爪つめと牙きばとでカーネスの息の根を止める。

  　その思おも惑わくは、軌き道どうの途中で止められた。

  「ぐううううううう!?　こ、この剣は！」

  　見覚えのある刀身が、竜王の手のひらの真ん中に突き刺さった。長く鋭く伸びた剣が、竜王の手のひらから手首、前腕、肘ひじまでを裂いて両断していく。

  　ノラが空中走法で駆けつけ、刀身拡張エライトーンで竜王に届いた。突きは、竜形態の竜王には及ばなかったが、竜人形態で質量を抑えた竜王には通用した。

  　怯ひるんだ竜王の真下から、拘束植物エンゲイジが発生して伸びる。アイや、カーネス護衛の魔ま道どう師たちが同時多重発動させた召しよう喚かん陣。ツタが足首を絡からめ取り、竜王をさらに減速させる。

  「くそ……！　あと一歩だというのに！」

  　竜王が伸ばす手は、カーネスに届かず空くうを搔かくだけ。

  　カーネスは再び魔力を練る。

  「カーネス、竜王を突き飛ばすんじゃなく、包み込むように結界を撃てるか!?」

  「や、やってみるにゃ！」

  　ゴーヴェドルの言葉に反応し、カーネスは魔力の形状を変える。

  　試みたこともない技術だったが、手本はあった。

  　シェリーの縛ばく鎖さ魔術。

  　ここまで何度も見てきたあの魔術。戦士たちが殺された忌いまわしい思い出が纏まとわりついているが、あれを、今ここで王おう都とを守るために使う──！

  「おおおおおおおおおおおおおおおお!!」

  　無言で発動したカーネスに対し、怨えん嗟さの声を上げる竜りゆう王おう。

  　竜王は、結けつ界かいに押さえつけられ、空中から地面に戻されていた。

  　結界の形状は、輪とは違うが、容器を裏返した形となり、上から被かぶさる形で竜王を閉じ込めている。

  　こうなれば、竜王はどこへも出られない。

  　この結界がある限りは、竜形態に戻ることも不可能だ。

  「だああああああが！　まだだ！　まだ手はある！」

  　竜王は諦あきらめない。膝ひざをつき、腕を振り上げ、思い切り地面を爪つめで穿うがつ。地面に穴を掘って逃のがれようという算段だ。片腕は剣で裂かれて使えないが、腕一本あれば十分だ。

  「これなら！　逃げられる！　せっかく自由になれたのだ！　誰にも私を束縛などさせぬ！」

  「残念だったな」

  　声は、ゴーヴェドルのものだった。

  　結界の至近距離。首を伸ばして顔を地面すれすれに下ろして、大口を開ける。

  　呼吸が回復し、ゴーヴェドルは息い吹ぶきを再び撃てるようになっていた。

  「結界は、竜の生体細胞に反応するだけであって、息吹は通す。そして、人間大のものなら、俺は氷こおり漬づけにできる」

  「ま……待て早まるな。私……、私の友とならないか氷ひよう剣けん竜よ！　お前とならば、大陸全土を掌しよう握あくできよう！　縄張りも糧かてもふんだんに！」

  「人間と友だちになれない大陸なら、興味ねえな」

  　氷剣竜は、何の躊躇ためらいもなく息吹を放った。王宮の庭園に猛吹雪ふぶきが吹き荒れ、一瞬にして冬になる。雨粒が凍った状態で落ちてきて、地面で高い音を鳴らす。

  　竜王は、凍っていた。

  　ただでさえ、ゴーヴェドルの息吹は生物の外がい殻かくを凍いてつかせるが、ここにきて竜王の身体構造が追い打ちをかけた。空気を出し入れするために、全身に備わっている出入り口から冷気が体内に入り込み、内臓までも凍らせたのだ。

  　自力での復活は不可能となった。

  「終わった……にゃ？」

  「終わったな、カーネス」

  　未いまだゴーヴェドルの手の中にいるカーネスは、緊張した面おも持もちで竜りゆう王おうを見下ろしている。

  「結けつ界かい、解いても大丈夫にゃ？」

  「大丈夫だ。維持するのは大変なんだろ？」

  「本当の本当に大丈夫にゃ？」

  「間違いないさ。何なら、俺が竜王を見張ってるから。カーネスは休め」

  「……ありがとうにゃ」

  　カーネスは魔力を緩ゆるめる。結界がゆっくりと薄くなっていき、最後には消滅する。

  　竜王は、氷像のように動かなかった。

  　神話に登場する、翼つばさの生はえた悪魔のように空を睨にらんで立ちつくしている。
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  　竜王の動きが封じられた後、その情報が他ほかの竜たちに伝わるのには、しばらく時間を要した。

  　竜たちはまだ竜王が健在だと信じ、王おう都とを攻め続けた。王都の兵は竜王再封印の知らせを触れ回っていたが、すんなりとは聞き入れられなかった。そんなわけはない、それは王都が自衛するための情報操作、虚報なのだと断じた竜がほとんどだった。

  　結局、竜たちに現実を知らしめたのは、空模様だった。

  　竜王が天候を操あやつれなくなり、雷らい雲うんは自然の風に流されるがままになった。当然、雨は止やみ、落雷もなくなった。

  　雲が消えた後、そこに竜王の姿はなかった。

  　雲に紛まぎれて他の都市に移動したわけでもない。

  　竜王は本当に人類に敗北したのだ。

  　集まった竜たちは落胆し、人類の兵たちは士気を高めた。こうなってはもう竜族に勝算はない。そう悟さとって諦あきらめた竜たちは三さん々さん五ご々ごに去り、王都は陥かん落らくを免まぬがれた。

  　兵たちは勝利に沸わいた。

  　かつてない危機を乗り越え、互いの無事を喜びあい、戦いぶりを称たたえあった。

  　彼らを祝福するかのように、王都の上には高く澄んだ夕空が広がり、一番星とともに巨大な虹にじが輝いていた。


  


  エピローグ　長剣士の噓

  

  「あれ以来、虹にじを見ると思い出しちゃうよね。あー、私たち戦ったんだー、って」

  　竜りゆう王おうの一件から、半年後。

  　グライズの本拠地、都市コーグス壁外の平原に立ち、魔ま道どう師アイ・グライドは言った。召しよう喚かん呪じゆ文もんの練習に一いつ旦たん休憩を入れ、虹の架かかった空を懐かしそうに眺める。

  　双そう剣士フレイクは短剣の素す振ぶりを繰り返しながら、空を仰ぎ見た。

  「お、本当だ、虹が出てる」

  「おいこら、フレイク。素振り中によそ見するんじゃない」

  　長剣士ノラ・グライドが近づいていき、フレイクの膝ひざの後ろに蹴けりを入れた。ノラは小柄で足は決して長くないが、言うまでもなく脚力は鍛きたえてある。しなりを効きかせた勢いある蹴りで、フレイクは思わず飛び上がる。

  「おいこれ実践かよ！　筋肉少ない部分、的確に突きすぎだろ！」

  「実戦だろうと稽けい古こだろうと、私の蹴りは同じだ。集中を欠いたお前が悪い」

  「ご、ごめん、お姉ちゃん。私が話しかけちゃったから……」

  「いいや、アイは悪くない。こういう場合はフレイクが悪いというのは、投票を集計するまでもなく明らかだ」

  「そりゃまあ、アイのほうが民衆受けがいいだろうけどよ……。でも、投票で決めるもんなのか、こういうのって？」

  「じゃあ私が独裁していいか？」

  「うう……。まだ投票のほうが望みがあるな……」

  「望みはどっちも変わらないぞ？　お前が得られる最大票数は一票だ」

  「それって、俺自身の票しか入ってないよな？」

  「気の毒に。私の独裁よりも残酷な結果になってしまった」

  「あー、わかったよ！　確かに、集中してなかった俺が悪かったよ！」

  　フレイクは諦あきらめて、規定回数までの素す振ぶりを再開する。

  　投票という言葉が当世の流行語になりつつあるこの頃だった。ノラもアイもフレイクもこれまで馴な染じみがなかったが、急速に広まっている。

  　きっかけは半年前の竜りゆう王おう復活である。王おう都とは辛かろうじて防衛でき、王族の統治は続いているものの、人民を置いて逃走した王族からは人心が離れ、発言力は激減した。

  　結果、人民の代表が統治の議論の場に加わることになり、その代表者を決めるために投票が行おこなわれる運びとなった。人民がひとり一票を持ち、ふさわしいと思う人物に票を投じ、票を多く得た者が代表者となる決まりだ。

  　家系ではなく、人民の支持で代表者が決まる。

  　王政に取って代わるであろう、新しい仕組みが王都で始まっていた。

  　王都の住民ではないフレイクたちにはこの投票に参加する権利はないが、その報しらせだけは広く伝わってきていて、時代の変化を強く感じている。

  「しゃあっ、終わり！」

  「ご苦労。では休憩を入れるか」

  「納のう刀とうするまでが稽けい古こ！　えいやっ、仕し舞まったぜ文句あっか！」

  「わかってきたじゃないか、フレイク」

  　回数を振り終え、フレイクもノラも剣を鞘さやに収めた。

  　ノラの長剣は、半年前に新調されたものだ。

  　それまで使っていた剣は、シェリーとの戦闘でノラ自身が砕くだいてしまったと聞いて、フレイクは驚いたものだった。あれだけ道具を大事にしていたノラをして、剣を犠ぎ牲せいにしなければ勝てなかった相手。改めて、シェリーの恐ろしさを実感する。

  　あの日、ノラがフレイク──氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルに騎き乗じようした際に持っていた剣は、大陸最強の剣士、ハロルド・ガーティスのものだった。ノラはすでにガーティス家に剣を返却したが、ハロルドがその剣を再び手にとることはなかった。

  　ハロルドは、王宮警備隊を引退した。

  　その知らせは都市コーグスにも届き、特にノラは大きな衝撃を受けていた。竜りゆう王おうとの戦闘で、どれほどの怪け我がを負い、どれほどの後遺症が残ったのか。そこまでの詳細は聞こえてこないが、フレイクは腑に落ちる思いがしていた。

  　なるほど、道理で。

  　俺がゴーヴェドルとして対たい峙じしたハロルドは、妙に存在感が薄かった。

  　部下だという鎖さ術じゆつ士チェルソよりも、格下のように思えた。

  　負傷を隠していたのなら、迫力不足だったのも納得だ。むしろ、そんな状態で交渉の場に立てたことを、フレイクは心の中で称しよう賛さんする。ノラが尊敬を払っているだけのことはあった。

  　今、隊長の座にはガーティス家ではない戦士が座っているが、王宮警備隊は新戦力としてルゥ・ガーティスを迎え入れた。王都でノラに剣を貸した少女だ。

  　おそらくは、叔父であるハロルドの指導の下、剣技を磨き続けていくことだろう。父のグレー・グライドの下で一人前の剣士になったノラと同じだ。フレイクは、竜には馴な染じみの薄い血の繫つながりの強さに思いを馳はせ、改めて羨ましく思う。

  「虹にじか」

  　ノラはふたりよりも遅れて空を見た。

  　色とりどりの光の帯が連なり、大きな弧こを描いている。

  　東の空。王都の方角に。

  「カーネスは元気かな」

  「……きっと、元気でやってるよ。今の王宮は、シェリーさんのときよりも雰囲気がいいって話だし」

  　カーネスは当初の予定どおり、王宮に招かれて結けつ界かい術の訓練を受けている。水準に達したら、王都全域に結界を張るという任務を負うことになるのだろう。

  　自分の村には戻っていない。戻りたい気持ちもあっただろうが、カーネスはひとまずは王都を選んだ。中途半端な状態で村に戻るよりも、王都で結界術を正式に学ぶのだと、カーネスは決意していた。

  　結界術師は王宮から離れられない。ゴーヴェドルが氷こおり漬づけにしたものの、竜王は氷の中で生き永らえているため、その上から結界術をかけて閉じこめる必要があるのだ。

  　だが、王族の発言力が低下したことで、王都に極端に集中していた兵力は、各都市や村に分散して配置されることとなった。カーネスの村にも数十人の兵が常駐し、竜に対して十分な戦力となっている。カーネスが不在だからといって、すぐさま壊かい滅めつの危機には繫つながっていない。王都の住民代表は善意の人物であり、地方都市のことも視野に入れていた。

  　期せずして、シェリーの主張が一部通った形になった。結界術師は依い然ぜん、王都に複数人必要だが、それ以外の兵で、できる限り多くの都市と村を竜から守る。王都一点集中だった頃とは、防衛政策が大きく変わっていた。

  　王おう都とは手薄になってしまうが、地方都市の不満が減ったことで、王都の治安はかえって改善された。無論、王都の兵を減らしすぎると逆効果になるので、不断の努力で適正数を見極めなければならないが、今のところはうまくいっているようだった。

  　シェリーがどこでどうしているのか、ノラにはわからない。

  　反逆罪を背負っているシェリーはどこかに潜せん伏ぷくしているはずで、その消息はつかめない。

  　また過激な活動を計画している可能性がないわけではないが、もう、そんなことはない、シェリーは改心したのだとノラは断言した。フレイクは半信半疑の思いで聞いたが、直接対たい峙じしたノラだからこそわかるものがあるのだろう。

  　くわえて、政治情勢は好転している。市民の参さん政せい権が少しずつ広がっていけば、シェリーが自分の主張を違った形で表現できる日もきっと来るはずだ。

  「……いつか、いろんな人に会いにいきたいな」

  　ノラは穏やかな目で、虹にじを見ながら言う。

  「カーネスにもまた会いたいし、シェリーの行方も捜してみたいし、共きよう闘とうしたチェルソさんやダンさん、ルゥさんとも手合わせしてみたい。都市ガルズムへも……、マッケルガーの墓に参ってやりたいし、アイとフレイクが世話になった、弓きゆう術じゆつ士ハナティアにも挨あい拶さつしたい」

  「そのためには、留守を任せられる戦士を育てないとね、お姉ちゃん？　今、お姉ちゃんが旅に出ちゃったら、都市コーグスは結構危ないかもだし」

  　アイは現実的なことを指摘した。

  　王都の兵が満まん遍べんなく配置されたと言っても、都市コーグスが受けた恩恵は実は少ない。グライズがここにいるのだから、戦士は他ほかの都市や村に回すべきだ。町長のゴーディアがそう主張し、ノラたちも同じ意見だったので、都市コーグスの戦力はほとんど変化していないのだ。

  「……さっさとフレイクに一人前になってもらわないとな」

  　ノラの目が、フレイクに向けられた。

  　表向きは、フレイクはただの双そう剣士でしかない。正体が高位竜であることについて、未いまだに誰からも、ノラからも、指摘されたことはない。

  「フレイクが中位竜を狩れるくらいになれば、私も安心して防衛を任せられるのだが」

  「ちょっと待てよ。俺が留守番するの前提で話が進んでるけど、俺はその旅に同行しちゃいけないのか？」

  「何だ。お前も行きたいのか。だったら、お前を育てても無駄じゃないか。あーあ、やる気がなくなっちゃったぞ」

  「そ、そんな露ろ骨こつな……」

  「なあ、アイ、唐とう突とつな提案で申し訳ないんだが」

  　ノラはアイに目を向けた。

  「新しい戦士を募つのってみるって、どう思う？　ギルドの志望者を集めて、見込みがありそうな者を仲間にして育てるっていうのは」

  「お姉ちゃん、それは……」

  　それは、亡き両親の方針から外れる提案。

  　原則としてグライド家の人間だけでギルドを構成し、家族ならではの連携を発揮するのがグライズの方針だった。

  　だが、ノラがフレイク以外にも大勢の戦士を育てて、都市コーグスに限らず、他ほかの街や村に送り出すことができれば、より多くの人類が救われる。

  　それはノラが未いまだに抱いだく野望、竜族全滅にも資する動きだ。

  　ひとりで無理なら、大勢でいく。

  　半年前に教訓を得てから、ずっと温めてきた構想だった。

  「父さんと母さんがここにいたら、却下したかもしれない。だから、アイも反対するかもしれない。でも私は──」

  「ううん、お姉ちゃん。私も基本的には賛成だよ」

  　アイはノラの詳しい話を聞く前に、答えた。

  「でもね？　人を育てるのって口で言うほど簡単じゃないよ？　父さんと母さんが『グライド家だけ』っていう方針を守ったのは、そのせいだと思う。私たちふたりに集中して指導したいから、他の人を仲間にしなかったんじゃないかな。そこは、お姉ちゃんどう思う？」

  「頑張る。頑張って育てる」

  　端的な答え。決して口から出任せではなく、腹の底から出した言葉だ。いいと思ったことには、ノラはとことん精しよう進じんするつもりだった。

  　アイは感心した様子で、誇らしげに笑う。

  「……相変わらず、お姉ちゃんはかっこいいなあ」

  「協力してくれるか？」

  「いいよ。私も頑張る」

  　結論が固まったところに、フレイクが割って入る。

  「ってことは、俺も例の旅に同行できるのか？」

  「さあなあ。案外、旅が実現する前に、お前がお払い箱になってる可能性もあるぞ？　新しい戦士が予想外に優秀だったりしたら」

  「げえ！　それは困る！　俺も頑張る！」

  　休憩中だったフレイクが、慌あわてて立ち上がって稽けい古この続きに取りかかった。

  　高位竜の威厳も何もない姿だ、と我ながら思う。

  　だが、それでいい。この日常が続いていくのが、ただ嬉しい。

  　なあ、ノラ、とフレイクは心の中で呼びかける。

  　お前、あのとき、俺フレイクが俺ゴーヴエドルだって、気づいたんだろ？

  「フレイクの親は」とか「フレイクへの愛情の証では」とか聞いてきたのが、最後の確認だったんだろ？

  　俺は思い切って普通に答えたけど、お前はそれをあげつらわなかったよな。

  　馬ば鹿かだ馬鹿だと笑ってくれたよな。

  　あれから半年、お前は何も言わないし、俺からも尋たずねることはない。

  　それは、許してくれたってことでいいんだろうか。

  　あるいはまだ、ノラの中で気持ちを整理している最中なんだろうか。

  　どちらでも、構わない。

  　ただ、俺はアイとノラのために頑張ると決めた。

  　人類と友達になろうと決めた。

  　だから、ノラが噓うそをつき続ける限り、俺も噓をつき続けよう。

  　アイにも、この状況に協力してもらおう。

  「お互い頑張ろうぜ！　なあ、ノラ！　アイ！」

  　フレイクの挙動に驚きつつも、ふたりは口に笑みを浮かべて頷うなずく。

  　グライズは、ずっとこのままだ。



  [image: ]


  


  あとがき

  

  　水市です。唐突ですが個人的な話をします。

  　小説家として作品を著あらわすようになって、五年が経ちました。読者の皆さんに恵まれ、また、幸運にも助けられて、これまでにシリーズ作品を三つとノベライズ作品をひとつ、お届けすることができました。

  　それぞれに違った思い入れがあるのですが、この『ドラゴンライズ』のシリーズは水市作品の中で最も「短距離走的」なものになりました。

  　前のシリーズでは、一冊の中で数十年もの時間経過を描いていたのですが、当シリーズでは打って変わって、一冊でせいぜい三、四日分の出来事しか描いていません。両方をお読みになった読者さんは、落差の大きさに驚いたかもしれませんが、一番驚いたのは、たぶん水市自身だと思います。三日四日のうちに数十年分に匹ひつ敵てきするだけの出来事が起きてしまい、作者である水市も、登場人物たちに負けないように展開を必死に追いかけていました。

  　作品内容に引きずられてしまったのか、これまでになく体力を消耗するシリーズになりましたが、瞬間瞬間を全力で、濃密に描くことができ、短距離走ならではの醍だい醐ご味みを味わえました。もちろん、長距離走は長距離走で別の良さがあるのですが、「ああ、短距離走もいいものだな」と気づかされた次第です。

  　今巻でひとまずシリーズ完結となります。描きたかったことをすべて描き切れて、さながら、渾こん身しんの力で長剣を振り終えたノラ・グライドの心境です。「長剣士と竜の噓」の行方を、最後まで見届けてやっていただければ幸いです。

  

  　短距離走で、刊行の度たびに走っては倒れ、走っては倒れを繰り返してきた水市ですが、多くの方の助けを得てここまで来られました。

  　特に、編集の石川さんと江橋さんのおかげで真まっ直すぐ走ることができ、絵師の０２９さんのイラスト見たさで、素早く立ち上がることができました。この一年、本当にありがとうございました。

  

  　次にどんな「走り」をお見せできるかは、まだわかりませんが、長距離走と短距離走のいいとこ取りをできればいいなと企たくらんでいます。

  　また来年にお会いしましょう！

  

  　　　二〇一二年九月



  
    水市　恵
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  水市恵

  Kei Mizuichi

  

  小説家。１９８４年生まれ。２００７年デビュー。最近のマイブームはnano block。原稿を書き終えたので、『ドラゴンライズ』のキャラクターを作ってTwitterに載せるつもりです。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  ドラゴンライズ　４　長剣士と竜の嘘
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